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「な！　……んなの!?」

　地面に伏ふせていた千せん姫ひめがつぶやく。かろうじて上げた顔のその前に、巨きよ大だいな黒い影かげが覆おおい被かぶさるように立ちふさがっていた。

　暮れかけた陽ひを背に、漆しつ黒こくとも見える胴どう丸と具足。腰こしの左右ともに分厚い太た刀ちが突つき込まれている。

　けれど、もっとも長く伸のびる影は、その左手が握にぎっている長大な鑓やりだった。穂ほ先さきが幾いく重えにも分かれ、鋭するどく尖とがって陽の光を弾はじく。

「鎧よろい武者……だって」

　柳生やぎゆう宗むね朗あきらもまた、瞠どう目もくしたまま動けない。

　真さな田だ幸ゆき村むらだけが、武者の兜かぶとから屹きつ立りつした二本の角を見上げながら、唇くちびるを震ふるわせた。

「黒糸威おどし胴丸具足に鹿か角づの脇わき立だて兜かぶと。蜻蛉とんぼ切きりの長なが鑓やりじゃと……！　それではあの面帽ぼうの向こうの顔は……!!」

「本ほん多だ、忠ただ勝かつ」

　その先を引き取ったのは後ご藤とう又また兵べ衛えだった。すでに得物の鑓を引き寄せ、柄えを握るその手に異様な力がこもる。

「本多忠勝どの……それでは幕府の」

「四天王と呼ばれる、徳とく川がわ家譜ふ代だいのサムライだと言うんですの!?」

　服部はつとり半はん蔵ぞうがおののき、直なお江え兼かね続つぐが気け圧おされたように一歩下がった。

「とうとう腰を上げたということなんです。幕府が」

　柳生義ぎ仙せんはむしろその声を弾はずませているようでもある。

「ウキュ……キュキュゥゥ！」

　こんなとき、敵の存在を感じて「剣姫マスターサムライ」の姿になるはずの猿さる飛とび佐さ助すけは、逆にすっかり萎い縮しゆくしてしまったのか、小こ猿ざるの身のまましがみついていた。

　その、すがりつかれたほうの柳生十じゆう兵べ衛えは、

「あれが、幕府の『剣姫マスターサムライ』なの」

　佐助を守るように抱だきながら、兜の奥おくを覗のぞき込もうと目を凝こらす。しかし本来ならそこにあるはずの顔は、真っ黒な面帽にすっぽりと隙すき間まなく覆われ、まったく見ることができなかった。

　温泉町の町営グラウンド。

　宗朗とその「剣姫マスターサムライ」たちの柳生道場チームと、天てん海かい率いる甲こう賀がくノ一八はつ哥か衆しゆうチームとのソフトボール試合がちょうど決着したところ。

　不意に空から降ふってきた鎧武者の巨きよ躯くは、その衝しよう撃げきと風圧で全員を弾はじき飛とばし、いままさに一いつ触しよく即そく発はつの空気を漲みなぎらせている。

「こ、こ、こ、ここまで！　ど、ど、ど、ど、どうして……！」

　けれど、もっとも驚きよう愕がくしたのは南なん光こう坊ぼう天海＝天あま海み笙しよう子こかもしれない。

　笙子は江え戸ど城じよう内ない奥おうの地下の間で何度も、忠勝ら四天王に目通りしている。

　直接言葉を交かわしたわけではないが、誰だれともしれず響ひびいてくる言葉のひとつはおそらく忠勝のものだったはずだ。

「議長どの、こちらへ！　であります」

　甲賀くノ一のひとり、石榴ざくろが天海の手を引く。

　ようやく起き上がった蔦つたや蔓かずら、薊あざみらも、くノ一の習いで隠かくし持もっていた棒手しゆ裏り剣けんや小こ柄づかを抜ぬくと、わずかでも鎧武者に備えようとする。それを見て、

「いけないです！　みんな、下がるですよ、勝ち目はないです……！」

　天海が必死で叫さけぶ。

　くノ一の術程度では決して敵かなわないどころか、時間稼かせぎにもならないことを知っているからだ。そのうえ、彼かの女じよたちにはいま、その術すら失われている。

「ほんとうに、幕府の『剣姫マスターサムライ』、四天王なのか。……本多忠勝」

　宗朗もまた、すでに自分の刀を腰にかまえ、いつでも抜ける体勢でいた。

「で、でも、あの姿って」

　それまでの体操着にブルマー姿から「剣姫マスターサムライ」姿に変わった千姫が、愛用の薙刀なぎなたをたぐり寄せる。

「どうみても」

　半蔵も大手裏剣をいつでも放てるよう振ふりかぶりながら、戸と惑まどいを隠せない。

「男の人、なの？」

　遠えん慮りよなしに核かく心しんを突くのは十兵衛だ。

「だって、『剣姫マスターサムライ』はみんな女のコなんでしょ？」

　十兵衛の言うとおり、顔も含ふくめ中の者がまったく見えないとはいえ、鎧武者は明らかに屈くつ強きような男性の体躯を見せている。

　それ以上に、

「大きすぎます」

　又兵衛が言うとおり、兜の天辺まで三メートル以上もある巨漢だ。

　幸村が大鉄扇を楯たてのようにかざして、じりじりと下がる。

「十兵衛の言うとおりじゃ。『剣姫マスターサムライ』、サムライはすべて十代の女子にしか顕あらわれぬ！　しかるに、あれは……あの者は」

「剣姫マスターサムライ」たちの疑問に応こたえるように、鎧武者が動いた。その巨大なてのひらが、背中に背せ負おっていた長鑓をつかんで、かまえる。

『……』

　切っ先が、睥へい睨げいするように「剣姫マスターサムライ」たちの頭上を次々と、ゆっくり通り過ぎた。

「なぜじゃ！　なぜなにも言わぬ！　答えよ！　おぬしは真に幕府の『剣姫マスターサムライ』、四天王と呼ばれる本多忠勝なのか！　ここへ参った理由は……我らに何を望むのじゃ！」

　矢や継つぎ早ばやに問う幸村に、ゆらり、と切っ先が定まる。

　兜の庇ひさしの下、漆黒に見える覆いの内側で、その双そう眸ぼうが鈍にぶく光った。

『それなる力』

「なに」

　面帽の向こうから聞こえてきたのは、低く野太い男の声だ。そのうえどこか不自然に響いて来る。

　宗朗たちが注目する中、鎧武者が次の言葉をつないだ。

『誰に、授さずけられたと思っておる。なんのためにあると、思っておるのか』

　いまや、大だい音おん声じようとなって降り注ぐ。

「どういうこと？　千せんたちは宗朗と、『将』と『剣姫マスターサムライ』の契ちぎりを交わして……」

「なんのために、とは。『剣姫マスターサムライ』の力は、戦うためにあるのではないのですか」

　千姫がとまどい、半蔵が混乱したように吐と露ろする。

「もしかすると『剣姫マスターサムライ』そのものがなにかの……『そのため』に作られて、力を与あたえられたものだとしたら……」

　幸村だけが頭の中でめまぐるしく思考しながら、いつのまにかじっとりと額に汗あせを浮うかばせていた。

「何が言いたいんだ、幸村。いま忠勝……いや、あの鎧武者が……」

　宗朗が言い直すのを嗤わらうように、

『いかにも、吾われは徳とく川がわ幕府第一の臣、名は本多平へい八はち郎ろう、忠勝なり。天あま草くさを廃はいし、いままたくノ一どもを下したおまえたちの力……』

　長鑓が大きく大上段に振り上あげられた。

「待て！　待ってくれ、戦う気はない。だからそっちも鑓を収めてくれないか！　ぼくらはまだ」

「宗朗、無む駄だじゃ！　わからぬか、こやつ、忠勝は徳川を、幕府を戴いただいておるのじゃ！　ならばおとなしく話し合いなどしに来るわけがなかろう。幕府とはいずれやり合わねばならぬのじゃ。それがとうとう今日、来ただけのこと……！」

「違ちがう！　幸村、それは」

　幸村の最終的な目的は倒とう幕ばくにあり、それはいまでも捨てたわけではなかった。忠勝を目の前に、押おし込めていた想おもいが激しく噴ふき上がる。

　それを察してか、

「幸村さま、お伴ともいたします」

　又兵衛はすでに命を捨てる覚かく悟ごまでも、その表情に現わしていた。

「ダメだ、幸村も又兵衛さんも、早まっては……！」

　けれど宗朗が止める間もなく、

『試ためしてやろう。武なく、運なくばこの場にて果つるもやむなしと心得るべし！』

　忠勝が吠ほえた。

　面帽で見えないはずの顔が、歯を見せて笑ったように思えた瞬しゆん間かん、三メートルを超こえる全身の、さらに倍はある長さの鑓が降って来た。

「ふんっ！」

　直ちに鑓を繰くり出だす又兵衛。幸村が、

「又兵衛、しばし保たせよ！」

　後ろへ跳とびずさるとともに、ふたつの大鉄扇を一気に放つ。

　それはいったん別々の方向へ消えるものの、鋭く回転する円えん盤ばんとなって空中で弧こを描えがくと忠勝の背中へ殺さつ到とうした。

　忠勝は又兵衛とがっちり鑓を合わせている。

　そこへ背後の、それも左右から大鉄扇が飛来すれば逃にげ場ばはない。分厚い鎧に守られているとはいえダメージは避さけられない、と見えた。

『ふんっ！』

　気合いとともに忠勝の鎧がいっしゅん震えた。と見えた次のしゅんかんには、

「ぅっ！」

　それまで鑓の圧力に耐たえていた又兵衛が、急に抵てい抗こうを失って前のめりになる。そこへ、

「危ない、又兵衛！」

　忠勝を狙ねらっていた二枚の大鉄扇が襲おそい来る。

　幸村の声に気づかされるまでもなく、又兵衛は防ごうとする。しかし一本の鑓では、二枚の、それも左右の大鉄扇には足りない。

　かろうじて一枚を受けるが、もう一枚はなすすべなく肩かたに食い込む、斬きりつけられる。ところ、

「とおりゃぁあ、ですわぁ！」

　素す早ばやく弾き落としたのは兼続の大鎚づちだった。

「ノーコン、おデコ軍師はおとなしく下がってあそばせ、ですわ！　この直江兼続、幕府といえども怖おじ気けづくものではありませ……わぁあ!?」

　しかし兼続が胸を張る間もなく、

『不細工な鎚など、目め障ざわりな……！』

　不意に右手に現われた忠勝が繰り出す鑓が、兼続の目の前に迫せまってくる。

　こんなとき、いくら巨大な鎚を軽々と振り回まわす兼続の戦せん鎚つい術といえ、とっさの防備に大鎚はいかにも不利。

「ひぃぃ……！」

　思わず柄の部分で受けようとして、それも遅おくれ、胸むなもとを鑓先で貫つらぬかれる。

「伏せてください、ぐつぐつさん！」

　その刹せつ那な、響いたのは半蔵の声だった。そして鑓の穂先としては巨大なその刃やいばを弾いたのは、これも巨大な大手裏剣だ。

「うまいわよ、半蔵！」

　そう叫んだ千姫が、こんどはしっかりと見えている忠勝の右側へと回り込む。

　鑓に対して有利なのは向かって右からの攻こう撃げきだ。鑓は右手で後ろを支え持ち、前をつかんだ左手で方向を決めるもの。

　とっさに前と左へは対応できても、右や背後へは身体の向きから変えねば鑓先を向けることができない。

「隙すきあり！　よ！」

　身みの丈たけで倍ほどもある忠勝の懐ふところへ、跳ちよう躍やくしつつ飛び込む千姫。脇わき腹ばらへ薙刀を叩たたき込む。ただし、刃は峰みねを返して、峰みね打うちとしていた。

　けれどこれにも、

『甘あまい！』

　小山のような忠勝の姿がわずかに霞かすむようにブレた。

　と思ったときにはもうそこにない。幸村の大鉄扇と同じく、空気を斬ることになった千姫ひめの薙刀を、

「ええ!?」

　背後から大きな具足の手が伸びて、柄をつかんでいた。

『徳川宗そう家けの姫ひめ君ぎみとて！』

　そのまま、柄ごと千姫を持ち上げると、

「ああっ」

「御お姫ひいさま！」

　木の葉のように軽々と振り回す。半蔵が駆かけ寄よるが、千姫が振り落おとされるのが先だった。
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「きゃぁああっ！」

「ぉおお……！」

　必死に飛びつき、受け止めたのは宗朗だ。抱き留とめるというより、ほとんど千姫の下した敷じきになっている。

「宗朗……きゃ、きゃぁっ！」

　気づいてみれば、地面に伸びた宗朗の顔の上に、すっかり尻しり餅もちをついた形の千姫。小さな悲鳴とともにお尻しりを上げる。

「どこに顔を突っ込んで……！」

　思わず赤い顔で怒ど鳴なるが、

「だ、だいじょうぶですか、千姫さま」

　こっちも鼻の頭を赤くした宗朗が見上げると、

「あ、ありがとう」

　まだ収まらない頬ほおの朱しゆをそのままに、手を差し出していた。

　そんな間にも、忠勝の猛もう威いが続く。

「さっちん、がんばって行くよぉ！」

　とは十兵衛だ。肩かた口ぐちには、まだ小猿のままの佐助を乗せている。

「キュ！　キュゥゥ！」

　まだ怖じ気の取れない佐助は、やめろとばかりしきりに十兵衛の制服の襟えりを引っ張るが、

「みんなが戦ってるのに、十兵衛だけ逃げたりできないよ。お兄ちゃんのために、がんばるもん！」

　その言葉の終わらないうちに、又兵衛、半蔵がともに打ち合う忠勝のもとへ飛び込んでいく。

『無駄だ！』

　だがもう忠勝は身をかわすこともせず、蜻蛉切の長鑓を片手で又兵衛に向かって突きつけ、また半蔵へは腰の脇わき差ざし（といってもふつうの大だい刀とう程度の長さはじゅうぶんにある）で存分に払はらう。

「……ぅ！」

「くぅ……っ！」

　ふたりがかりでようやく、自分の身を守るのが精せい一いつ杯ぱいというところだ。けれどふたりへの攻撃で生じたわずかな隙に、

「たぁあああああっ！」

　十兵衛が、やはり峰を返した大刀で袈け裟さに斬りつける。

　これが見事に忠勝の脇腹に、ドスッ！　決まった。

「やった!?」

　けれど、

『無駄だ。だいいち鎧に峰で斬りつけてどうする』

　半ば以上も胴丸にめり込んだ大刀は、しかしそれ以上に断たち切きることも、中の身体に刃を届かせることもなく止まってしまっている。

「ぁ」

『このような仕し儀ぎ、いかにしても無駄、無理、無能のそしり、免まぬがれえぬ！　しかしておぬしら、あの天草を倒たおした「剣姫マスターサムライ」どもか！』

　忠勝はそう言うと、両手の鑓と脇差しを力任せに叩きつける。又兵衛と半蔵を一いつ蹴しゆうしたのち、

『笑しよう止し！』

　自らの脇腹に食い込んだ大刀を、刃からがっちりとつかむ忠勝。

「ええっ？」

　驚おどろく十兵衛にかまわず、つかんだ刀を引きはがす。と思うと、

「わっ！　きゃぁ！」

　引っ張り寄せた。刀ごと忠勝にぶつかる十兵衛。その背中を、忠勝のもう片方の腕うでがつかむ。

「離はなれよ、十兵衛！」

　幸村が言うが、遅おそい。抱きすくめられるように、十兵衛は完全に忠勝につかまれてしまった。

『おまえが柳生十兵衛とはな。これで、どうする？　吾はくノ一どものように甘くはない。「剣姫マスターサムライ」とならぬならば、それも頓とん着ちやくせぬ』

　刀はもう忠勝に取り上げられている。刃を握にぎった手を広げると、三み池いけ典てん太たが、ゴトッ、音を立てて落ちた。

　忠勝の手のひらもまた具足の一部のように硬かたく、ほとんど傷すらついていない。

「鎧の忠勝さん、って」

　口を開いた十兵衛の、言葉を遮さえぎるように、

『その頭からつぶしてやるか』

　忠勝の手が、こんどは十兵衛の頭をつかむ。大きな手のひらは、まるでリンゴでも潰つぶすように十兵衛の頭を……、

「ウキュゥゥゥ！」

　不意に飛び出したのは佐助だった。

　忠勝が抱き留めた十兵衛の、その背中に抱きつき隠れていたのだ。しかし十兵衛の危機に、猛もう然ぜんと跳び上がると、忠勝の兜の下、顔に張り付いた。

『うむぉ！』

　これには忠勝も混乱する。そのうえ、

「ウキュ！　キュキュッ！」

　それまでの小猿から、人間体の「剣姫マスターサムライ」に変わる。十兵衛を助けたいと願う心が恐きよう怖ふに打ち勝ち、佐助の闘とう志しがそうさせたのだ。

　思わずゆるんだ忠勝の腕からすり抜ける十兵衛。

「さっちん、すごぉい！　でも離れて！」

　十兵衛の言うとおり、こんどは忠勝の手が佐助をつかむ。尻尾しつぽを握ると、無造作に引きはがした。

「キュヒィィ！」

　あわてて佐助は爪つめを立てるが、「剣姫マスターサムライ」モードの鋭するどい大きな爪も、忠勝の鎧よろいにはいっこう効き目がない。

　あっと言う間に尻尾を上に、逆さ吊づりにされる佐助。

『小猿ふぜいが「剣姫マスターサムライ」だなどと、こざかし……むぅ!?』

「わんわんわんっ！　わぉ、んっ！」

　だが佐助をつかんだ忠勝の腕に思い切り噛かみついたのは、

「赤あか座ざ！」

　くノ一八はつ哥か衆しゆうの犬耳少女、赤座だ。

「いけないです！　幕府を敵に回しては……ぁあああ！」

「十兵衛どの、助すけ太だ刀ち、つかまつるであります！」

　あわてる天海を後目に、石榴までが手裏剣を忠勝に放っていく。これを見た他ほかのくノ一たちも、

「ぼくも、やっちゃってもいいよね！」

「だいいち、大おお江え戸どでのあの扱あつかい、許せないしな」

「す、すいません、あたしも、ちょっとだけいいですか。え、ええい！」

　蔦、蔓、薊までが、手持ちの手裏剣で赤座を援えん護ごする。十兵衛に続いて、佐助も忠勝の手から逃のがれることに成功した。

「ぁああ！　もう、もうダメです、もう幕府に目を付けられて……って、最初から目を付けられているです。そうか、そうです。だったら、わたしだってぇえ！　です！」

　かつての部下、いまは仲間のくノ一たちにおろおろしていた天海だったが、とうとう自らも小こ太だ刀ちをかまえる。

「わたしもよ！　地味だなんて、言わせないからぁ！」

「ステキステキステキ！　幕府と戦うなんて、四天王を敵にするなんて、ぜったいぜったいギリギリ興奮しますぅぅ！」

「もう小さくなれる忍にん法ぽうも使えないけど、かえってせいせいしたわよ。大江戸で受けた借り、返すから受け取ってよね！」

　繁はこ縷べ、鬼灯ほおずき、虎杖いたどりもが、クナイや忍にん者じや刀で立ち向かった。

「いまじゃ！　攻撃を集中させよ！」

　この機に乗じて幸村が呼号する。自らもふたたび大鉄扇を放っていく。

「幸村さま、承知」

「行くわよ！　半蔵！」

「はい、御姫さま！」

「もう一回、がんばるの！」

「言われなくても、ですわぁあ！」

「ウキュ！　キュッ！」

　飛び道具の手しゆ裏り剣けん、クナイ、小こ柄づかなどが四方から忠勝へ殺到する。さらに鑓やり、薙刀、大刀、大鎚による直接攻撃。もちろん、もう峰打ちではない。

　ズザッ！　すべての攻撃、刃が鎧にぶち当たり、食い込み、貫く、鈍い音が響ひびく。直接攻撃の十兵衛や兼続らが手て応ごたえを感じて離れると、

「やった、のか！」

　宗朗が声を上げる。その光景は、

『……』

　仁に王おう立ちした忠勝の鎧よろい兜かぶとに無数とも言えるクナイ、手裏剣が突つき立たてられ、突き刺ささり、針の山のようだ。

　半蔵の大手裏剣、幸村の大鉄扇などはかろうじて鑓や脇差しで防いでいたが、その分、千姫の薙刀なぎなたや兼続の大鎚をまともに浴びることになった。

　具足の一部が折れ曲がり、壊こわれ、また深く刻まれた斬撃の跡あとも見える。

「飽ほう和わ攻こう撃げきじゃ！　いかに徳川の四天王と言えど、耐えられまい！」

　幸村が言い放つ。

　ひとつひとつは容易に防げる攻撃も、それが数人、十数人いちどにかかることで防ぼう御ぎよの限界を超えてしまう。

　さしもの四天王、忠勝もこれにはなすすべなく、多くの手傷を受けて動くことももはやできない、と見えた。

　が、

『……これだけ、か』
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　ゆらり、忠勝が顔を上げる。

　兜かぶとの庇ひさしの下は相変わらず漆しつ黒こくの面帽ぼうに覆おおわれて見えない。けれどどこか、高こう揚ようし、笑っているような輝かがやきを放った。

「まさか、あれだけの攻撃でも……」

「ピンピンしてると言うんですの!?」

「いっぱい突き刺さってるよ！」

「剣姫マスターサムライ」たちの言葉に反応したわけではないだろうが、忠勝は、

『ふんっ！』

　鑓を手にしたまま、気合いとともに払うような動作で身をよじる。直接、腕に触ふれたものだけでなく、すべてのクナイや手裏剣が抜ぬけ、勢いよく飛び散った。

「無傷、なのか、中の武者は」

　宗朗の表情に絶望的な色が広がった。

「気を落とすでない！　『将』たる者があきらめたら、『剣姫マスターサムライ』の力も失われるのじゃぞ！」

　幸村の叱しつ咤たが飛んで、宗朗はすんでで自分を取とり戻もどした。

「そうだ。まだ誰だれが倒されたわけじゃない。こっちだって無傷。なら……！」

　しかしその希望を打うち壊すように、

『立て直す余よ裕ゆうはないぞ。なぜなら……ここでひとり残らず、討うち果はたす！』

　蜻蛉切を一いつ閃せんする忠勝。ただ空を切っただけではない。たちまちに竜たつ巻まきに匹ひつ敵てきする激しい突とつ風ぷうに全員が巻き込まれ、吹ふき飛とばされる。

「うぉぁああ！」

「きゃぁあああっ！」

　ただの風というより、爆ばく風ふうに近い。ごく間近で爆ばく発はつが起こったように、いきなり数万気圧の空気の壁かべが出現し、ぶつかってくる。

　空気といえど、それだけの圧力、密度を持てば、それはもう硬いコンクリートと同じだ。

　くノ一たちはそれだけでほぼ全員が気を失い、動けなくなる。

「剣姫マスターサムライ」たちも自分の身を守るのがせいいっぱいだった。

「お兄ちゃん！」

「……！」

　十兵衛と又兵衛が、倒れた宗朗を身を寄せ、かろうじて守っていた。しかしそれも、

『終わりだ』

　気がつけば、間近に迫った忠勝の蜻蛉切が、ぴったりとその穂ほ先さきを宗朗の首に向け、当てる。

『使えば絶大な力と言えど、徳とく川せん家けの将来に禍か根こんを残す、その可能性だけでもおまえを生かしておく理由はないと知れ』

「ぅぅ……！」

　蜻蛉切の切っ先が首に当たっているからではない。そのまえの爆風で、宗朗は起き上がれないほど身体を痛いためていた。

「宗朗！」

「いまわらわが……！」

『動くでない！　いますぐとどめを刺されたいか！』

　こちらも傷ついた身ながら、とっさに宗朗を助けに駆けつけようとした千姫、幸村らを、忠勝はそのひと言で留とどめた。

　そうしてもう一度宗朗を見下ろし、

『あの世でおまえの父御に』

　忠勝の蜻蛉切がいまにもその首を刈かる、という刹那、

「させないよ！」

　切っ先の中へ強ごう引いんに身体を入れたのは、

「十兵衛!?　ダメ、だ」

「お兄ちゃん、動かないで」

　十兵衛だ。宗朗の頭を抱だくように覆い被かぶさる。蜻蛉切の切っ先が早くも肌はだを切り裂さき、頬から血を流していた。

『無む駄だなこと。ふたり一度にその首、断つまで』

「……ならば、三人にしていただきます」

　その言葉は又兵衛だ。十兵衛を抱き、守って身を投げ出だす。

「いかん、又兵衛！」

　幸村は言うが、十兵衛たちとは距きよ離りがあるうえ、いわば三人を人ひと質じちにされている状態なので動けない。

　しかしそれは、あくまで三人が無事である場合のこと。

『ふたつが三つになればその首、無事と思うたか。ふたつも三つも変わらぬこと。むしろ手間が省けたぞ！』

　忠勝が又兵衛もろとも、十兵衛と宗朗の首をかき切ろうと蜻蛉切を振ふりかぶったのを見るや、

「又兵衛さん！」

「宗朗！」

「ウキュゥ！」

　十全ではない身体で、半蔵、千姫、佐助が忠勝に向かう。もちろん幸村も。

「まだやられてなんていませんわよぉお！」

　兼続もまた、足を引きずりながらも渾こん身しんの一いち撃げきを浴びせるべく、ハンマー投げのように大鎚と自身を回転させる。

『ふっ、遅い』

　しかし誰もが遠く、忠勝はただひとかきで三人の首をはねることができる。蜻蛉切が動いた。そのとき、

「ぁあああああー！」

　とつじょ、忠勝の直後の地面が弾はじけるように盛り上がった。

　いや、地面ではなく土色のムシロだ。そしてムシロの下、地面に掘ほられた穴から飛び出して来たのは、

「もう、全然ダメです！　もう、完全に幕府を敵に回したですぅぅ！」

「議長どの！」

　天海だ。かろうじて意識を取り戻していた石榴が驚きの声を上げる。

『なに!?』

　これには忠勝も意表を衝つかれた。背後を振り返かえろうと身をよじる。そこへ天海の小太刀が、

「食くらえ、です！　……ぁ」

　けれど逆袈裟気味に突き上あげた小太刀は忠勝の鎧に届かず、がっちりと刃はをつかまれてしまっていた。

　刃を直接つかんでも、具足の手にとりたてて大きな損傷もケガもないのは、十兵衛の三池典太を握り取ったことからもあきらかだ。

「ぁ、と……やっぱりダメでしたか、です、ね」

　思わず自じ嘲ちよう的てきに笑う天海へ、小山のような忠勝の鎧兜が覆い被さるように迫せまる。

『たかがくノ一の元もと締じめ風情ふぜいが、推参なり！』

　小太刀を刃ごと握りつぶした手が、天海ののど笛をつかんでそのまま押おしつぶす。絞しぼりつぶす、ところ、

「逃にげるのよ、笙子！」

「御姫さま、援護いたします！　流星小破斬！」

　無数の手裏剣の小しよう片へんをまとうように飛んできた千姫が、さらに薙刀を鋭く投げつける。そのうえ、

「とおりゃぁあ！　愛染明王のご加護、わたくしを……ついでに野や獣じゆう宗朗をお護りくださいませぇえ！」

　兼続の大鎚づちが、

「いまじゃ、又兵衛！　十兵衛と宗朗を！」

　幸村の新たに放った大鉄扇までが。

　天海がかせいだ貴重ないっしゅんに、「剣姫マスターサムライ」たちの攻こう撃げきが忠勝に殺さつ到とうする。
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『ぬぅ！　無駄だと何度も』

　けれどふたたび蜻蛉切が一閃すれば、爆風にも似た風圧のカーテンがすべての武器をはね返してしまう。

「くぁ……ぶふっ！」

「きゃあああっ」















　しかしこのいっしゅんで、

「宗朗さま！」

「お兄ちゃん！」

　又兵衛と十兵衛はなんとか宗朗を引きずるように、忠勝から離れることができた。

『往おう生じよう際ぎわの……！』

　逃すまいと忠勝が追う足を向ける、そこへ、

「！」

　ビキッ！　なにかが割れる音が小さく響いた。忠勝の動きが止まる。手が、兜の庇の下、面帽を押さえている。

「なんだ、あれは……うっ」

　顔を上げた宗朗が、痛みにうめいた。しかし視線は忠勝の異状をとらえる。面帽に、

「あれは……棒手裏剣？」

　小さな棒手裏剣が突き立っていた。

　それ自体は、鎧を突き通とおすことなどとてもできない。

「誰しも見ずには戦えないものでありますよ。面帽の、それもわずかな目の穴を狙ねらう手裏剣術。忍法が使えなくとも、手習いは消えないであります」

　本来、鎧武者の、ごくわずかな視界を得るための穴を狙う石榴の手裏剣だった。

　忠勝の面帽はそれすらなく、つるりと顔全体を覆っている。しかしやはり目に当たる部分、視界を得るための仕組みはそこにあったのだ。

　鎧のように分厚い装そう甲こうではなく、わずかな剥むき出しの脆ぜい弱じやく点。

　それを、石榴の手裏剣が破は壊かいした。

「すごいです、石榴！　すごいです！」

「たかがくノ一風情の、忍しのび技わざでありますよ」

　思わず二度言う天海に、自嘲的に答える石榴。

　そこには、忠勝が天海に言った「たかがくノ一元締め風情」への反発が強きよう烈れつにある。

『こざかしい真ま似ねを！』

　忠勝は、面帽を押さえて二歩、三歩と下がった。

「いまですわぁあ！」

　これを好機と大鎚を振りかざして突とつ進しんする兼続だが、

『この程度でどうにかなる吾われと思うたか！』

　三度、蜻蛉切のひと振りで一蹴される。

「ひぃー……むぎゅ！」

　大きく飛ばされ、退けられる兼続ながら、最初の爆風の衝しよう撃げき、被ひ害がいはない。

　その変化。忠勝の戦せん闘とう力りよくの確実な低下を感じ取った幸村は、

「押し包つつむのじゃ！　ここで一度にかかれば、あるいは」

　迷いを残しつつも、唯ゆい一いつと思える戦法を口にするしかない。

「ダメだ、幸村……まだ、相手は」

　どれほどの戦闘力を残しているかわからない。まだ武器や戦法、損傷した視界にも手当がないとは限らない。

「犠ぎ牲せいをおそれて戦いには勝てぬぞ！　いましか勝機はないのじゃ！」

　幸村の言葉に呼応して、「剣姫マスターサムライ」たちだけでなく、ようやく立ち上がったくノ一たちも必死の包ほう囲い網もうを作る。

　もう疑う者はいない。ただ、一撃の同時攻撃にすべてを賭かける。

　誰が号令をかけるのでもなく、闘気が満ちるのを全員が肌で感じ取る。

「……！」

『木こっ端ぱどもが何度も、推参と……！』

　が、わずかに先せんを取ったのは忠勝のほうだった。

　蜻蛉切をまえにも増して激しく、大きく振り回まわす。

　たちまち湧わき起おこる強風、突風。物理的な空気の流れだけでなく、叩たたきつけてくる闘気が「剣姫マスターサムライ」たちの足元を揺ゆるがす。

「飛ばされちゃうよぉ！」

「きゃぁああっ！」

「目をつむるでない！　敵から目を離はなす……うく、く！」

　必死に地面に爪を立て、あるいは草や木の枝にしがみついても、こらえられるものではない。

「幸村！　千姫さま……十兵衛！」

　こんどは宗朗が「剣姫マスターサムライ」たちを気き遣づかう番だった。身動きが取れない中、けんめいに名前を呼ぶ。

「又兵衛さん！　委員長……兼続！　佐助！」

　名を呼ぶことで、力が伝わることを信じている、そんな宗朗の叫さけびだ。

　そして、目も開けられない強風の中、答えてくる意識の流れが確実に、ある。

「十兵衛……そこか。幸村も、千姫さまも、無事で……！」

　宗朗が這はいつくばりながらも進もう、としたときだ。

「ウキュァ!?」

　突とつ然ぜん、風が止やんだ。圧あつ倒とう的てきな闘気もまた、忽こつ然ぜんと消える。

　枝から落ちた佐助が、辺りを見回す。けれど忠勝の姿はなく、佐助自身、もとの小こ猿ざるの姿に戻っていることからも、敵の存在が遠のいたのは確かだった。

「やった、の？」

　こちらも身を起こす千姫。

「追おい払はらった、でありますか」

　石榴は天海を助け起こしながら、すでに忠勝の姿のないグラウンドから森を見回した。

　これに応こたえる幸村もまた、又兵衛に手を引かれていた。

「助けられた、というべきじゃな。視界を損そこなった程度で、あれなる忠勝をどうにかできたとは思えぬ。よくて半分」

「半分、なんですの？」

　兼続が問い、

「われらの半分は倒たおれていたじゃろうということじゃ。それでも忠勝に本当の意味でひと太た刀ち、浴びせられたか」

　幸村の言葉に、全員が言葉を失う。

　それほどの、戦力差、実力差。絶望的な力の差が、改めてのし掛かかってくる。

「それは……それにしても、笙子のあれ、すごかったわよ、どうしたの」

　重苦しい空気を少しでも払うためか、千姫が天海に水を向けた。その千姫の手て脚あしを、かいがいしく半蔵が拭ぬぐって汚よごれを清めている。

「あれ、じゃないです。土遁の術です！　もともと隠かくれたり……んん！　身を隠して敵に近づいたりするのは、わたしの得とく意い技わざです！」

　胸を張る、天海だ。

「あー、そうでした。議長どのの技は、迷めい彩さいや仕し掛かけ罠わな、逃げたり隠れたりでありましたな」

「なるほど、肌の色を瞬しゆん時じに変えて、海底の砂と同化する烏い賊かもおるからのお」

「というより、砂に潜もぐって待まち伏ぶせする蛸たこではありませんの」

「い、烏賊だの蛸だの！　……まあ、そういうほうが得意です、し」

　いろいろ言われていっしゅん憮ぶ然ぜんとする天海だが、

「でも助かったわよ。ううん、宗朗を助けてくれてありがとう」

　千姫に改めて礼を言われて、

「そ、それほどでもない、です……ぁわわ！」

　みるみる頬ほおを染める。さらに、

「イカ天さん、大好きなの！」

　背後から急に飛びかかり、背中に抱きついた十兵衛に驚おどろかされる。

「な、なんです！　イカ天違ちがうです！　天海！」

　抗こう議ぎするが、

「なるほど。天海、てんかいかてん……いかてん、理に適かなっているでありますな」

「適ってない、です！　ぁ、こら！　です」

「キュゥゥ！」

　いつのまにか佐助までが天海の肩かたによじ登り、頭を噛かんでいた。

「十兵衛があだ名をつけるなんて、これでほんとに仲間ね、千も笙子も」

「はい」

　千姫が笑い、半蔵が微笑ほほえみながらうなずく。

　八はつ哥か衆しゆうの甲こう賀がくノ一たちも笑っていた。けれどそれは、たったいま生死の境を分けた戦いの感かん触しよくを、いまだけでも薄うすれさせようという共通の空気でもあった。

「幸村……」

　もう笑っていない幸村の横顔を、宗朗は見つめながらふと気づく。

「そうだ。ニアは……？」







弐◆四天王の影
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「どういうことじゃ。またこの宿に立たち戻るとは」

　旅館のひと部屋。幸ゆき村むらと千せん姫ひめ、それに半はん蔵ぞう、又また兵べ衛えが膝ひざをつき合わせていた。

「仕方ないじゃない。忠ただ勝かつとの戦いでみんなケガしちゃったんだから。宗むね朗あきらだって、ああは言ってるけど」

「かすり傷だと言っていますけれど、歩くのも足を引きずっていますし……」

　千姫、半蔵が口を揃そろえる。

　忠勝との戦いはそれほどの傷を全員に与あたえていた。

　とはいえ、「剣姫マスターサムライ」たちは持ち前の回復力で、数時間後のいま、日常生活に関してはほぼ問題ない状態にまでなっている。

　問題は「生身」の宗朗のほうだ。

「別に、ずっといるわけじゃないわよ。今日はひとまずここに泊とまって。明日、道場へ戻ることにすればいいのよ」

「そのように、手配しておきました」

　やはり千姫と半蔵。

「しかしのお。くノ一の者たちと天てん海かいは、とうに出立したというに」

　幸村はまだ納なつ得とくできないようすだったが、

「笙しよう子こたちは、幕府の目を逃のがれるためよ。といってももう、思い切り戦っちゃってるんだけど」

「みなさん、ご自分でも驚いていましたけれど、比ひ較かく的てき軽傷だったのと、ここにいると居場所を特定されて、出頭命令などが出た場合、言いい逃れができなくなりますから。まずは大おお江え戸どに潜せん伏ぷくしてほとぼりを醒さます算段のようです」

「なんでも、あの石榴ざくろって副官にあてがあるみたいよ。笙子はいい部下……仲間を持ったっていうことね」

　かくして、一度は出た旅館にまた戻った柳生やぎゆう道場一行だった。

　もっとも義ぎ仙せんだけは、行方ゆくえがわからなくなっている。

「この旅館自体が、もともと幕府の持ち物じゃと……まあ、どこにいても居場所など簡単につきとめられるのなら、逆にここに居い座すわるのも一興やもしれぬな」

　むしろ、罠のすべてを天海が明かしてくれたおかげで、旅館の構造には習熟している幸村たちだ。

　一応にも投宿を幸村が認めたことで、又兵衛が口を開いた。

「宗朗さまは、十じゆう兵べ衛えさんと兼かね続つぐさんがついて、介かい抱ほうしています」

「十兵衛と兼続……。宗朗の容態が悪化せねばよいが、のお」



「ま、待て十兵衛！　ぼくはもう大だい丈じよう夫ぶだよ。少し脚あしが痛むくらいで」

　その、問題の宗朗の部屋。

　昨夜は布団ふとん部屋だったが、今回はけが人だけにふつう以上、いちばんいい部屋があてがわれていた。

「ダメぇえなの！　お兄ちゃんは十兵衛といっしょに寝ねてないと、ダメなのぉ！」

　とはもちろん十兵衛。

　部屋の真ん中に敷しかれた夜具の中、宗朗に抱きついている。

　宗朗が寝ね間ま着きの浴衣ゆかた姿すがたなのは仕方ないとして、

「ちょ！　なんで十兵衛、あなたが裸はだかなんですのぉ！」

　兼続も赤面する。布団に入るまえに、ワンピースを当然のように脱ぬぎ捨すてている十兵衛だ。

「だって、お布団に入るときは服着ないよ。ぐつぐっちゃんも、犬小屋でいつもパンツ一枚で寝てるって」

「わぁぁああ！　言ったらダメだっぺ……だ、ダメで、すわ！」

「え、違うの？」

「違いませんわ！　真実だけに、否定できませんわぁあ！　で、でも問題はそこではなくて！」

「ぐっちょり、ちゃん？」

「そこでもねっぺ！　犬小屋、ノー！　コテージ！　でもなくて、ふたりで布団に入ってることですわ！　いますぐ出ないと、野獣宗朗がどうなるか、わかりませんことよ！」

　兼続はあくまで十兵衛を止めようとするが、

「なんで？　弱ってる人がいたら、裸であっためてあげないといけないんだよ。だからお兄ちゃんに、ね！」

　十兵衛は真顔で答える。

「それ、違いますわ！　寒さで体温が下がった、凍とう死ししそうな人にすることで……ああ、もうとにかく、離れろ、ですわ！」

「そうだよ十兵衛、ぼくはだいじょうぶだから……ぅわ！　そんなにくっつかなくても、ぅ、ぐぐ！　胸はしまっておきなさ……むぐ！」

「わぁ、お兄ちゃんと十兵衛、くっついてるの！　あったかいよ。お兄ちゃんも十兵衛にもっとうーんとさわって、いっぱいくっついていいからね、ね？」

　言いながら宗朗を抱き寄よせる、というより、頭を抱いたままぐいぐい胸に押しつけている十兵衛。

　本人は赤あかん坊ぼうでも抱くように夢見心地なのだが、胸の谷間に顔を完全に埋まい没ぼつさせられている宗朗は、

「じゅ、じゅうべ……息が」

　呼吸すら困難なようす。

　宗朗の容態はいってみれば全身打だ撲ぼくで、骨折などでない分、安静にしていればよいのだが、身体を動かすと痛みがあるし、なにより力が入らない。

　こんなふうに十兵衛に抱きすくめられて、はね除のけることも脱だつ出しゆつも、自力ではできないのだった。

　これには兼続も、

「な、な、なにをやっているんですのー！　無理に引っ張ってもくっついたまま離れないし……そうですわ！　どうせ離れないならわたくしが！」

　兼続は急に思い立つと、その場で服を脱ぎ始める。

　ベストも、その下のブラウスも脱ぎ、スカートも脱ぎ落としていく。すっかり下着だけになると、

「こ、これで互ご角かくですわ！　野獣宗朗、わたくしがくっついてやるから、妹ばかりでなく、とっととさわれ、ですわ！」

　布団へ潜り込むと、十兵衛とは反対側から宗朗に抱きつき、引きはがそうと引っ張る。

「うぉあ、い、痛！　たたた！」

　強ごう引いんに腕うでを引っ張られて声を上げる宗朗だが、それが功を奏して十兵衛のバストからは逃れることができた。

　が、こんどは、

「ぅくっ！」

　兼続の控ひかえ目めな胸に、顔を密着させることになる。十兵衛と違ってブラは付けているものの、やはり肌はだと肌との密着には違いない。

「ほほほ！　どうですの！　密着作戦には密着作戦ですわ！　……はっ！」

　ここでようやく兼続も気がついた。

「わ、わ、わたくしなんで裸ですの？　十兵衛から野や獣じゆうを引っ張りはがすためにこっちも抱きつくとして、服は脱がなくてよかったんじゃありませんの!?」

　どっ、と汗あせが出てくる。

　十兵衛が裸なので思わず脱いでしまったのだが、よく考えればその必要はなかった。

　けれどもう、ブラとショーツ、と靴くつ下した、だけのかっこうで、宗朗を思いきり抱きしめている。

　恐おそる恐る視線を真下に向けると、

「十兵衛と違って息はできるけど、単純に顔が押しつけられて痛いんだ」

　と宗朗。

　それまでのやわらかボリューミーな十兵衛のバストがふかふかのクッションなら、こっちはスポンジの量が足りない、硬かたい椅い子すといったところ。

　けれど板の間に直接顔を押しつけるような、そこまでのハードな感触ではない。

（板の間……）

　と思ったとき、宗朗の脳のう裏りに、幸村の顔が浮うかんで、

「い、いやいやいや！」

　あわてて首を振ふってかき消した。

「なにを言っているんですの！　なんだかとても失礼なことを考えているに違いありませんわ！」

　兼続が憤いきどおれば、

「ぁん、お兄ちゃん！　行っちゃやなのぉ！」

　十兵衛は宗朗を取り返そうと、また抱だきつき、引っ張り戻もどす。

「をぷ！」

　再びバストの山に埋うまる宗朗の顔。

　ところが、失うと取とり戻したくなるのはこの世の理ことわり。さっきまで悲鳴を上げていた兼続だったが、

「ちょ、っと！　勝手に取らないでいただきますわ！」

　宗朗の頭をつかむなり、強引に引っ張り寄せる。

「うぁ、また！」

　いわく「薄い椅子」に顔を押しつけられる宗朗。兼続は、

「だいたい、兄妹きようだいで許されるのはママゴトまでですわ。妹の胸に顔を突っ込んで喜ぶなんて、野獣宗朗が、鬼き畜ちく宗朗に改名ですわ！」

　だからといって、兼続の胸に顔を突っ込むのが正しいとも言えない。

「ヤん！　お兄ちゃんは十兵衛のなの、いっぱいギュッってくっついてたいんだもん！　そしたらケガも治るって……」

「誰だれも言ってませんわ！　だからそれをこっちへお寄よ越こしなさい、と！」

「だーめー！　ぐっちゃりにはこっち、あげるの！」

「それは野獣の足ではありませんの！　足を抱いてあっためて、どこの木きの下したなにがしですのぉ！」

　もはや宗朗の顔（頭）の取り合いからエスカレートして、どっちがどこをさわって、つかんで、密着しているのかもわからない。

「のわぁ！　そこは違うだろ……いや、正解とかないけど、うが！　足で挟はさむな、け、蹴けるなぁ！　なんでお尻しりで」

　もはや十兵衛と兼続の間で、揉もみくちゃ状態の宗朗。

　抵てい抗こうしたくとも、身体に力が入らないのだから、なすすべなし。いや、なすがまま。

　興奮のせいか十兵衛と兼続もまたくっつき合い、からみあって、

「そこ、お離しあそばせ、ですわ、痛っ！」

「こすれちゃうよぉ！　ぁ、そこ、挟まっちゃうからぁ！」

　気がついてみれば、十兵衛と兼続、ふたりの胸にぐいぐい押おしつけられ、挟まれている宗朗の顔。

　いつの間に入いれ違ったのか、十兵衛が下した敷じき、その上に宗朗、なぜか兼続のお尻が宗朗の顔を塞ふさいでいる。

　十兵衛と兼続の両りよう脚きやくが入れ合って股こ間かんどうしが密着、するはずなのに、なぜかサンドイッチ状態の宗朗。

　しまいには、まるでプロレスの技か、組み合っての柔じゆう軟なん体操のように三人の身体が複雑にからみ合い、どれが誰の手や脚なのか……。

「だ、だから止め！　……おぅわ！　押しつけるな、からまってるから……そこには入らないって……！」

　こうなると、寝間着代わりの宗朗の浴衣ゆかたもすっかりはだけ、もはや帯とともにわずかにまとわりついているだけ。

　十兵衛や兼続の下着もずれたり外れたりで、

「このブラ、すっごいきついの！」

「それ、わたくしのですわ！　いやがらせですの？　ちょ……パンツはやめてですわぁ！」

　しかも、これだけ密着し、肌と肌を合わせていれば、いやでも刺し激げきが高まり、それは「剣姫マスターサムライ」の徴しるしを鮮あざやかに浮き上あがらせてしまう。

　それがきっかけになってさらに十兵衛と兼続の身体の中が過熱し、高まり、またも「剣姫マスターサムライ」の徴を火ほ照てらせる。

「なんだか熱いの！　すっごく熱いよぉ」

「変な気持ちになんてなってませんですわ！　え、エッチな気持ちになってぜんぜん……なってねえっぺよぉ！」

　しだいに朦もう朧ろうとする意識の中で、さっきまで宗朗を取り合っていたのが、逆に宗朗にしがみつき、押しつけ、手も脚もからみつけていくふたり。

　この反応に、宗朗自身の身体も影えい響きようされないはずがない。

「なんだ……ぅぅう、意識が……身体が、乗っ取られ……ぐは！」

「はい、そこまで！」

　不意に声が降ふってきて、我に返る。同時に、バチンッ！　顔がハリセン状のもので引っぱたかれた。

　宗朗が見上げると、そこに、

「我らが事態を協議しておるというに、なにをやっておる！」

「そうよ！　なに、このありさまは！」

　布団を囲むようにして仁に王おう立ちしているのは、幸村、それに千姫。千姫の手には、

「ぁ、それ」

　ハリセン状のもの、ではなく、正しくハリセンが握にぎられていた。

「ぐつぐつさんまで、こんな……信じられません、あぁ、なんということでしょう！」

「……（ぽっ）」

　半蔵に、又兵衛も。いずれも直視できないものの、完全に目を逸そらすでもなく、結果、頬を染めながら唇くちびるを結んでいる。

「ほぁ……あれぇ、十兵衛、お兄ちゃんと寝てただけなのに……ぐっちゃんまで、ぐちゃぐちゃの、ドロドロなの！」

「ドロドロってなんですの！　そ、それにわたくしは……！」

「なんじゃ、申し開きがあるなら言うてみい」

　幸村の冷たい視線に、たらっ、と冷ひや汗が流れる兼続だが、

「ち、違いますわ！　これは……つ、ツイスター！　ツイスターゲームですわぁああ！」



　　　　　２



「……ちぇ。思ったより、やられてるんだよ」

　谷底の笹ささ藪やぶの中、滑すべり落おちたように鎮ちん座ざしているのは忠勝だった。

　いや、忠勝と思われていた甲かつ冑ちゆう武者は、いまは完全に停止している。そしてその腹部、胴どう丸の一部が大きく外側へ開いて、内部が露ろ出しゆつしていた。

　幾いく重えにも張はり巡めぐらされた繊せん細さいな内張は、わずかに濡ぬれたように光っている。

　内部の空くう洞どうは大きくはない。そこから両りよう脇わき、それに下へ向かって左右にふたつ、小さな孔あなが繋つながっている。

　まるで、そこに手足を差し込むためのように。

「やっぱり、自力で持って帰るのは無理みたいだよ」

　誰に言うでもなく、口に出だしているのは、鎧よろい甲かつ冑ちゆうの傍かたわらに佇たたずんだ白い影かげだ。

　小こ柄がらな身体を、全身真っ白いスーツに包つつんでいる。ぴっちりと頭までもフードで覆おおい、露出しているのは顔の、それも眉まゆの上から唇の下までだった。

　明らかに、鎧よろい武者の中に入っていた者。

「ん」

　顎あごの下に手をやると、そこからグルッ、と頭のフードを取り去る。隠れていた黒くろ髪かみが広がった。

　本ほん多だ忠勝。

　徳とく川がわ四天王と恐れられる幕府随ずい一いちの武断派「剣姫マスターサムライ」のはずだが、本人はいたって小柄な、というより、

「忠ただ次つぐにまた怒おこられちゃうんだよ。あいつ、几き帳ちよう面めんだからな。算数の宿題、もう写させてもらえなくなっちゃうよ」

　見た目は小学生にしか見えない。

　宗朗たちのいる武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく本校、いわゆる富ふ士じ校舎には中等部以上しか置かれていない。初等部や幼よう稚ち舎しやは各都市にそれぞれあるのだが、その大江戸校舎初等部に忠勝は通っていた。

「それにしてもさ、あいつら、天あま草くさを倒した『剣姫マスターサムライ』だからって、どんだけ強いのかと思ったら、ぜんぜんなってないんだよ。やっぱり天草は、あたいひとりでも勝てたんだよ！」

　ぶつぶつ言いながら、鎧武者の外面装そう甲こうを確かめて回る。

　この鎧は、忠勝が「着る」ことでその伝達された能力を数倍に高めることができる、いっしゅの装そう甲こう戦せん闘とう機き械かいだった。

「着る」と言ってもほとんど「乗る」感覚に近い。

　両手て脚あしは内部でわずかに動かせ、物をつかむ指先の動きもできるが、それはすべて鎧の手脚が行う。

　この鎧を文字通り自分の手脚のように操あやつれるのが、忠勝の大きな能力だった。

　その分、鎧から降りてしまうと、鎧の力は使えない。

　しかし、

「ふん！　鎧がなくたって、体術だけでもあんなやつら、ぜんぜん勝てるんだよ！」

　忠勝は胴どう体たいによじ登って、兜かぶとの部分を見上げた。庇ひさしの下、面めん帽ぼうが傷つき、ヒビが入っている。

「ここさえやられなければ、いまごろあいつら、みんなけちょんけちょんだったんだよ！」

　ほかにも刀傷は多くあったが、すべて鎧が受け止め、ひとつも貫かん通つうしたり内部の機能を損そこなってはいなかった。

「ちぇ、くノ一風情ふぜいが、まったくムカついちゃうんだよ。……しかたない、大江戸の忠次に連れん絡らくして……ぇ、なに？　無線も壊こわれてるんだよ!?」

　忠勝は鎧の内部を操作するが、無線は機能しない。

　面帽ぼうを襲おそった石榴の一いち撃げきが、そこまでの被ひ害がいを与えていたのだ。

「えー！　どうするんだよ。これじゃ鎧も持って帰れない。だいいちあたいが帰れないんだよ！」

　愕がく然ぜんとし、がっくり肩を落とす忠勝。とどめを刺さすように、平べったいお腹なかが、ぐ～、と鳴った。

「お腹……空いた」



「なによ、ツイスターゲームって！」

「御お姫ひいさま、それはシートに番号のついた赤、青、緑などの丸を描えがいて、ルーレットで出た目によってプレイヤーが手や脚を……ひぃん！」

「そんなこと知ってるわよ、バカ！」

　千姫が一いつ喝かつする。

　言葉だけでなく、手近な枕まくらで確実に半蔵の顔をヒットしていた。

　旅館の一室。千姫と半蔵の部屋だ。

　さっきの騒そう動どうで宗朗はひとり部屋に隔かく離りされ、それぞれほかに幸村と又兵衛、十兵衛と兼続と佐さ助すけ、それにこの千姫と半蔵の部屋、に分かれていた。

　といっても女子の三部屋はそれぞれ隣となりや向かいどうし。宗朗だけが、

「……ここ、昨日も泊まったんだけど」

　再びの布団部屋。

「ま、いいか。……おやすみなさい」

　ひとまず寝た。

　宗朗はとにかくにも身体を休め、安静にすることが肝かん心じんだったが、他ほかの「剣姫マスターサムライ」たちはそうはいかない。

「おまけにあのデコ助すけの幸村まで、『ツイスターゲームを知らんのか』だって。そんなことじゃないわよ、千せんの言いたいのは！」

「ごもっとも、ですけれど……」

「十兵衛も十兵衛だけど、ちんちくりんのトンカチが、なんなのよ！　ふたりに介かい護ごを任せておいたっていうのに、あれじゃまた徴が疼うずいて、宗朗まで変なことになっちゃうじゃない！」

　前夜、天海が食事にもった催淫剤によって顕けん在ざい化かした「剣姫マスターサムライ」の徴と、人が変わったようになってしまった宗朗の暴走。

「おまえは見ていないから、なのよ！」

　体験している千姫だから、危機感がある。

　自分だけではどうにもできず、宗朗を受け入れたいという疼きに身体を支配されてしまう。

　そのとき、宗朗もまた自失の状態にあったら……。

「なっちゃうじゃない！　できちゃうかもしれないのよ『剣妃サムライブライド』が。ああ、もう！　なんであのとき、宗朗が千を選んでそのまま……」

　言いながら、カーッと身体が熱くなり、ジワッと汗が噴ふき出してくる。思い返すだけで、「剣姫マスターサムライ」の徴が反応しそうな千姫だった。

「お、御姫さま、気をお鎮しずめに」

「バカ！　これが冷静でいられるかっていうのよ！　わかったわ、こうなったらもう一度、宗朗を……！」

　すっく、と座ざ布団ぶとんから身を立ち上がらせた、ときだった。

　ぐ～……。

　大きな音ではないが、確実に響ひびくその音。

「御姫さま？」

　見ると、千姫が拳こぶしを握りしめたまま顔を真っ赤にしていた。

「……腹が減ったのぉ」

「なにか、捜さがして来ます」

　それは同じように、こちら幸村と又兵衛の部屋でも。

　そしてもちろん、

「今日のお昼、なにかなあ、ぐつぐつぐっちゃん？」

「ぐつぐつか、ぐっちゃんか、どっちかになさいませ！　ですわ！　じゃなく、兼続！　……さっき騒さわいだせいで、確かにお腹が空きましたわね。でもこの旅館、いまは誰もいないのじゃありませんの？」

　ソフトボール試合が朝からあって、いまは午後。

　本来ならばそろそろ道場へ着くころなのだが、こんなふうに旅館に足止めされているので食事その他の手当も必要になってくる。

　とはいえ本来、温泉旅館に偽ぎ装そうした罠わな専用施し設せつ。

　取り仕切っていた天海がいないいまとなっては、すべて自前でしなくてはならない。

　寝ている宗朗の分の食事もある。

「わらわは大局を案じておるというのに、たかが腹具合のことで頭を悩なやまさねばならぬとはの」

　言いながら部屋を出てくる幸村と、

「まったく、お弁当くらい仕出しで取れないのかしら。予算がないって、半蔵が言ってたけれど」

　同じく千姫、そこへ、

「腹が減っては、棒に当たるー！」

　十兵衛が。

「戦いくさが出来ぬ、じゃろうが！」

「棒に当たるのは犬でしょお！　どっちかにしてよね！」

　左右から同時にツッコミを受けて、

「およ」

　驚おどろく十兵衛。ツッコんだほうの幸村と千姫も、

「む」

「あ、あら」

　互たがいに顔を見合わせ、いっしゅん口元を緩ゆるませる。が、なんとなくバツが悪くて顔を背そむけようとする。が、

「みんなお腹が空いたの！　ゆっきーも千姫さんも同じだよ！　ご飯ご飯！　ご飯のしたく、しよ？　怒ってるとよけいお腹が空いちゃうの！」

　十兵衛がふたりの手を取って、強引に引き寄せる。幸村と千姫もまた、手を繋ぐ形になった。

「……まあ、いたしかたなし、じゃな」

「そうね。お腹は空いたし、宗朗の世話だって」

　十兵衛と兼続を叱しかった手前、少々バツの悪いふたりだったが、こうなっては笑うしかない。

「厨ちゆう房ぼうになにがあるのか、見て参ります」

　半蔵が言えば、

「わたしも」

「わたくしも、捜しますわ！　こんなところでぼやぼやしているより、食材ゲットですわぁ！」

　又兵衛、兼続も続く。

「ウキュッ！」

　けっきょく全員で手分けして旅館中を捜した結果、天海が備び蓄ちくしたと思われる食料を発見した。

「けど……全部」

「缶かん詰づめばかり、なの」
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「我は……いったいなぜ、ここに」

　ダルタニアンのつぶやきは部屋の中の、香こうを含ふくんだ妙みように甘あまい空気に沈しずみ込んで行くようだった。

　身を横たえている、見覚えのある寝ね椅い子す。それに部屋の豪ごう華かな調度。

　間ま違ちがいなく、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく本丸生徒会棟とう、それも、

「やぁ、気がついたかい、ニア」

　声の主、徳川慶よし彦ひこの執しつ務む室しつ。その続き部屋だ。

「モン、ジェネラル……どうして。我はまだ、あそこに、温泉町の……」

　言いかけて、口をつぐむダルタニアン。

　思い出したように、自分の身体を見下ろす。

　あのとき着ていた体操着とブルマーはすでになく、いつものなす紺こんの装甲ドレスが身を包んでいる。

　無骨な双そう剣けんのクレイモアは、傍らの壁かべに立てかけてあった。

「いいのさ、ニア。キミはそれでいい。僕ぼくの側にいてくれればね」

　かたわらのソファーから慶彦が立ち上がると、身を寄せてくる。ひざまずき、ダルタニアンの肩かたに頬ほおを乗せるように、近づけた。

「そんなに我に近づくなど……っ!?」

　けれど、さらに驚くことが起こった。

　慶彦はダルタニアンの髪かみに手をかけると、すくい取るように手のひらにからめ、さらに顔を寄せたのだ。

　髪の匂においを吸い込み、さらに唇を押しつける。

「な、なにを……！」

　ダルタニアンが声を上げる。驚き、あわて、すっかり動転していた。頬が真っ赤に染まる。

　つい身をよじって避よけそうになるのを、肩に回った慶彦の腕が許さなかった。ダルタニアンは、慶彦に抱きすくめられていた。

「いい匂いだ、ニア。それに、すごくあたたかいな、ニアの身体は」

　耳たぶに触ふれるほど唇が近い。くすぐるような声に、ダルタニアンはますます身を熱くする。

「このようなこと、よいのか。モン、ジェネラル、そなたは我に指一本とて、さわったことはない。それが……ぁ」

　ダルタニアンが言葉を詰つまらせる。慶彦のもういっぽうの手が、ダルタニアンの頬を撫なでていた。

　指が顎からのど元へ降りる。首筋を、何度もなぞり上げた。

「当然だろう。僕はニアのジェネラル、『将』だ。自分の『剣姫マスターサムライ』を大切に思わない『将』がいるわけがない。かわいいと思わない『将』なんて……」

「かわいい、我を……う、ウソを言うな。いままでそなたは」

「そう。いままでさびしい思いをさせて悪かったね。ニアが側にいるのが当たり前過ぎて、ぼくのものであるのを疑わなかった。そのうえ、ニア、キミは、ぼくが思っていた以上に、ずっと魅み力りよく的てきだったんだ。いや、魅力的になった。鈍どん感かんな『将』ですまない。許してくれないか」

「どういう、こと、なのだ」

　戸と惑まどい、抗あらがうダルタニアン。困こん惑わくがその身をさいなむ。けれど身体の深いところから沸わき上がってくるよろこびもまた、抑おさえられない。

「『将』もまた、『剣姫マスターサムライ』に恋こいをするのさ。ぼくはようやくそれに気づいた。自分の気持ちに、向き合えたんだ」

「なにを、なにを言う。まさか、そんなことはありえない。そなたは我など……女など、なんとも思っていないはず……」

　ダルタニアンの声が震ふるえる。

　チクッ、胸の奥おくで棘とげが刺さったような疼とう痛つうがある。何かを訴うつたえるような。こみ上げてくる想おもいは、

「我、は（宗朗、の……）」

　そんなダルタニアンの迷いを見み透とおすように、その肩を、慶彦が痛いほど抱きしめる。慶彦の体温もまた、ダルタニアンに伝わってくる。

「すまない。いままでことさら、『剣姫マスターサムライ』を道具のように扱あつかってきた。よけいな情を持ってはならないと、自分に言い聞かせてきたんだ。それが『将』の役目だ、とね。この国をいずれ統すべる『将軍』たる者のありかた、覇は道どうだと」

　ダルタニアンの首筋に触れていた指が、耳朶みみたぶを弄もてあそぶ。また頬をなで、顎をとらえると、クッ、と顔を上向かせた。

　そして向き合う。慶彦の顔がごく間近にある。鼻先と鼻先が触れ合あうほど。吐と息いきをお互いの唇で感じるほど。

「モン、ジェネラル……我は」

「わかってる。ニアはさびしかったんだ。気づいてあげられなくて、すまない。けど、もうそうじゃない。これからはずっと、いっしょだ。ぼくが離はなさない。ニアをずっと、ぼくの側に、『将』と『剣姫マスターサムライ』は互いに滅めつするまで、添そい遂とげるのさ」

　真まっ直すぐに見つめてくる慶彦の瞳ひとみ。心根を甘く痺しびれさせる言葉。

「あぁ、慶彦……」

　ダルタニアンの唇がよろこびにわななく。濡れた瞳がまたたいて、祈いのるように目ま蓋ぶたを閉じる。

　心臓がありえないほどに高鳴る。

　そっと、訪おとずれる唇を待つ。

「……ニア」

　指が唇を、なぞるように触れた。

　震えるダルタニアンの睫毛まつげを、どこか奇き妙みようなものでも眺ながめるように慶彦は見つめると、静かに身体を離す。

「……よし、彦？」

　潮が引くように遠ざかっていくぬくもりに、ダルタニアンが目蓋を上げる。すでに立ち上がった慶彦の背中が見えた。















　口を開こうとするダルタニアンに、

「いいんだ。ニアはまだ疲つかれてる。しばらく休んだほうがいい。時間はたっぷりある。ぼくとニアの間には、ね」

　慶彦は振り返かえると肩かた越ごしに笑って見せた。

　ダルタニアンは、たったいままで深い安あん堵どに包まれていたのが、心のざわつきを不意におぼえる。けれど、

「そう、かもしれない。我は……」

　急速に、強い眠ねむ気けに引き込まれていく。こらえきれないほど身体が重くなり、意識が遠のいていくのを引き留められない。

「ゆっくりおやすみ、ニア」

　それだけ言うと、慶彦の口もとから笑いが消える。続き部屋を、自身の机のある執務室へと戻もどる。仕切りの重じゆう厚こうな扉とびらを閉じた。

「……そこにいたのか」

　慶彦の視線がとらえたのは、廊ろう下かに通じる別の扉を背にしたまま、じっと佇んでいる影かげのような人物だった。

　影、といっしゅん見えるのは、足首までも覆った黒いマントのせいだ。

　頭もフードにすっぽりと隠かくれて、ただでさえ見えにくいその顔は、さらに仮面の下に隠されていた。

　由ゆ比い正しよう雪せつ。

　かつて慶彦のもとで松まつ平だいら尊たか保もりの名を騙かたり近従していたサムライは、「天草の変」を引き起こした張本人でもある。

　その後、富士山地下の大だい伽が藍らん崩ほう壊かいの際、生死不明とされていた。公式には。

「いまさら強制力など使わなくとも、あの『剣姫マスターサムライ』はあなたから逃のがれられはしないでしょうに」

　正雪が口を開いた。仮面の下、ややくぐもった声になる。

「そうでもない。たったいまも、ニアの意識の中に『あいつ』の存在を感じた。かなり大きく、根深く、ね」

　重厚なマホガニーの机に戻るまえに、サイドテーブルに置かれているティーセットに被せられたナプキンを取ると、念入りに手のひらを拭ぬぐう慶彦。

　たったいま触れたダルタニアンの、かすかな痕こん跡せきさえも消し去ろうとするかのようだ。

「あいかわらずで」

　その仕草を見ながら正雪が漏もらす。しかし慶彦は聞こえないというふうに、

「それより、感謝するよ。やはりキミをニアに付けていて正解だった。くノ一相手のバカげた遊びならどれだけつき合ってもかまわないが、いま幕府とことをかまえるのは少々まずい。それがたとえ、独断で飛び出してきた四天王のひとり、としてもだ」

　正雪を見ると笑い、ようやく椅い子すに腰こしを下ろした。

　たっぷりの背もたれに身を沈める。脚あしを組んでピンと伸のびた靴くつのつま先が、正雪を指し示すようだ。

「一度ならず、あの柳生の男のものにされそうな場面もあったようですが。わたしの役目ではないので」

「ああ、それなら問題ない。なんだかんだ言って、ニアの中の強制力はいまさら強化しなくとも活いきている。最後の最後には、身を守るように相手から逃れるさ。たとえ、斬きり捨すてても、ね」

　一見、自信に満ちた慶彦の言葉にも、

「いままでなら、そうだったでしょう。けれどあの柳生の男には、それすら突つき破やぶるやもしれないという不安がある。だからわたしを遣つかわしたのでは？」

　正雪は冷静に、返した。

　立ったまま、決して座すわろうとはしない。そしてマントの下の手は、おそらくつねに短たん銃じゆうを握っている。

　そんな正雪を前にして、慶彦は少しも臆おくするところも、逆に武ぶ威いをいたずらに着ることもなかった。

　敵でも味方でもない相手に対し、互いにどこかひどく慣れたような空気がある。

　慶彦はじっと、仮面の向こうにある正雪の目を見つめるように視線を向けながら、

「そうかもしれないな。そんなことも含めて、ぼくは『あいつ』に、柳生宗朗に期待していたのかもしれない。すでに義仙を失い、またニアも、とね。惜おしい、悔くやしい、怒いかり、そんな感情があって不思議じゃないのに、ぼくにはますますあいつが興味深く思えてくるんだよ。そんな言い方じゃおもしろくないな。もっと、あいつが欲ほしい、っていうことさ」

「質問の答えになっていないようですが」

「そうかい。まあ、聞いてくれ。以前は単に戦力の点から、宗朗を欲しいと思ったよ。あいつが契けい約やくしている『剣姫マスターサムライ』をそっくりこちらのものにできる。そんな計算でね。けどいまは違ちがう。なんだろうな。あいつに奪うばわれるのがひどく楽しい。興奮さえするのさ。なぜって、ぼくから奪う奴やつなんていままでいなかったからね。そう、ひどく新しん鮮せんなのさ」

「なるほど。あなたほどの貴人には、奪われること、失うこともまた娯ご楽らく、快楽のひとつになりうる、ということですか」

「かもね。けれどいま、ニアを失うわけにはいかない。キミが用意してくれたあの秘術。それにはニアが必要だ。それこそ、ぼくの計画に欠けていたものだった。キミが加わることで、ぼくの計画は完成に近づいている」

「今日は、いつになくよくお話しになる」

　正雪が言うと、慶彦はいっしゅん戸惑い、けれど真におかしそうに笑った。

「そうか。ぼくは楽しんでいるんだな。ぼくは、高こう揚ようしている。だからニアに触れることもできた。女の顔に、剥むき出しの肌はだに指を這はわせることだって。そうだね、いまならふつうの男が女に求めるように、それで満足を得るように、陳ちん腐ぷな、原始的な交わりだってできるかもしれない。そうしたらニアはどう思うかな。ためしにキスのひとつもしてやればよかったよ」

　おどけたような慶彦の言葉に、けれど正雪は沈ちん黙もくでもって答えた。慶彦はまだ殺しきれない笑いをようやく収めると、

「計算どおり、幕府が動き始めた。あんなところにまで四天王のひとりが出張ってくるとは予想外だったが、混乱の中、正雪、キミがうまく対応してくれた。強制力に距きよ離りは問題じゃない。ぼくがニアの意識をいつでも断たち切きることができるのは、やってみれば簡単なことだったからね」

　脚を組み直した。

　自身の髪に触れる。毛先をくるくると指に巻き付ける。

　しばらくの間のあと、正雪が口を開いた。

「幕府の目は、しばらく柳生道場に注がれましょう。その時間が我らに味方するならば、僥ぎよう倖こう」

「我ら……そう、キミとぼくだ。ようやく言ってくれたね。ぼくにはキミが必要なように、キミにもぼくが必要だ。いまは、ね。だから、信しん頼らいできる」

「いまは……確かに」

　正雪の言葉のあと、慶彦は口もとの笑えみを消し、真顔を向けた。

「時期は」

　短く問う。

「次の蝕しよくまで、あと三月」

「月か」

「いえ、日の力を用います。蝕甚の金きん環かんが、導くでしょう。それこそが力の源であり通り道となるはず」

「おもしろいものだ。最新の科学に足りない物が、じつは古代の秘術だったとは、ね。いや、それゆえに、古代の神々が行っていた技わざを再現できるということ、か」

　気配が動いたのを感じて、慶彦は髪をからませた指から視線を戻す。

　たったいままで扉の前にいた正雪の姿が、消えていた。扉を開け閉めした音も、空気も動かさずに。

「行ったか。それでいい。それよりも、事が成ったあとでどう動くか、だ。どういう動きを見せてくれる、正雪。もしものときには……キミ自身が鍵かぎになるのを、わかっていないはずはないだろうが、な」

　それだけ言うと、慶彦は視線を続き部屋との扉に戻した。

　慶彦の言葉が意味するところも知らず、寝椅子ではダルタニアンが安らかな寝ね顔がおを肘ひじ掛かけにもたれさせていた。
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「これでいいですわ！　すっかり灰あ汁くが抜ぬけましてよ」

　厨房では、兼続が得意顔で料理の指南をしていた。

　旅館に残された食材は、なぜか缶詰や袋ふくろ詰づめの加工品ばかり。

『これじゃ、お昼も夕飯も缶詰じゃない』

　うんざりしたように言う千姫。

『たしかに味気ないものよのお。まるで軍の野戦食じゃ。せめて暖かいものを宗朗に食べさせてやりたいものじゃが』

　と幸村が肩を落とすのも、仕方なかった。

　そこへ、

『そういうことなら、わたくしにおまかせですわ！』

　名乗り出たのが兼続。

『どうしたの、ぐっちょん、急に熱でも出たの、かな』

　気き遣づかう（？）十兵衛に、

『違いますわ！　ちょ！　額に手を当てないで！　ですわ！』

　抗う兼続、幸村までが、

『そうじゃ。おまえの日ごろの雑草料理など、願い下げじゃぞ。健康な者までげんなりするわ。だいたい雑草など……ん、雑草？』

　文句を言いかけて、はたと気づいた。

『ここは山ですから』

『ウキュ！』

『そうですわ！　山には山菜、ですわよ！』

　そんなわけで、全員で裏山や沢さわにまで足を伸ばし、山菜採りに精を出だした結果、

「タケノコ、ゼンマイ、フキ、セリ、ワラビ、タラの芽！　大だい収しゆう穫かくですわぁ！」

　バケツ一杯ぱいほどもの山菜を採取することができた。

　それを大おお鍋なべでゆで、いったん湯を捨てて冷水に浸つける。

「フキはしっかり灰あ汁く抜ぬきしないと、毒がありますのよ。ほかのものも、こうすれば苦みが取れますわ」

「すごーい！　鍋なべがぐつぐついってたの。さすがぐつぐつちゃんだね」

　十兵衛の妙なほめ方。

「ツクシなんて、ほんとに食べられるの？」

「お浸ひたしにして、料りよう亭ていなどでも出されますね」

　まだ懐かい疑ぎ的てきな千姫と、フォローする半蔵。

「それにしても、兼続の雑草料理の知識が役に立った、というわけじゃな。ふだんから雑草をだてに食しておるわけではない、ということかの」

「雑草雑草、余計ですわ！　ふつうに料理の腕うで、と言っていただきますわ。ふふん、こうして缶詰のお肉やお魚を和あえたり、いっしょに炒いためたり……あら？」

　灰汁抜きも終わり、水気を絞しぼった山菜を調理しようと、フライパンに油を引いたところで、兼続の手が止まる。

「缶詰は、どこですの？」

　それまで調理場にまとめて置いてあった缶詰、袋詰めなどの食材がない。

　よく見ると、

「これ、猿さるの足あし跡あとじゃなくて？」

「猿……ですね」

　そして猿と言えば当然、

「……ウキュ？」

　足跡をたどって行った先、十兵衛と兼続の部屋の隅すみで、うずたかく積まれた缶詰の中に埋うもれるように、佐助が寝ねそべっていた。

　苦しそうに、仰あお向むけの姿勢でパンパンに膨ふくれた腹を押おさえている。そして周りの缶詰は、あらかた空。

「な、なんじゃ、これはぁ！」

「さっちん、全部食べちゃったの」

「食材が……せっかくの山菜料理がー、ですわー！」

　唖あ然ぜんとする幸村、驚きながらも笑っている十兵衛、ショックでフライパンを取り落とす兼続。

　やはり空腹を抱かかえていた佐助。

　他ほかの「剣姫マスターサムライ」たちが山菜採りに出ている間、留守番を任されたのだが、耐たえきれずに缶詰に手を出してしまった。

　一度食べ始めると、そこは猿の習性。次から次へと缶かんやら袋ふくろを開けて、止まらなくなってしまう。

　気がつくと、すっかり食べ散らかしたうえ、当然食べ過ぎで動けない。

「なにやってんのよ、このバカ猿はぁ！」

　千姫が怒りのあまり、手近な枕まくらを投げつけたのも無理はない。

「キュ、キュー！」

「……やれやれ、こうなると、缶詰が無む性しように食べたくなるのお」

「はい」

「でも山菜がありますよ、こんどは」

「というより、山菜しか、ないじゃない」

「なんですの、わたくしが丹たん精せい込めて灰汁抜きした山菜ちゃんですわよ。それだけだって、じゅうぶん美お味いしいのですわ。イヤなら食べるな、ですわ！　まったく」

　こんどは兼続が大いに胸を張って、山菜の貴重さをアピールする。

　まだ千姫は不満そうだったが、

「それしかないんだもの。早く食べさせなさいよ。雑草に毛の生えた程度でも、この際ないよりはマシだもの」

「たしかにゼンマイなどは毛が生えていますが……」

　半蔵の、なぐさめともつかないセリフとともに、調理場へ戻ってきた一行は、そこでまた衝しよう撃げき的てきな光景を目にする。

「山菜が……ない？」



「……なんだか美味しそうな匂においがしてきたな。又兵衛さんたちがお昼ご飯、作ってるのか」

　寝ね床どこの中で宗朗が身じろぎした。すでに昼には遅おそいが、朝からなにも食べていない身は、確実に空腹を訴えてくる。

　ひと眠ねむりしたせいか、ずいぶん体調も上向いて来ている。

　本来ならば、数日は安静にしていなければいけないところ、「剣姫マスターサムライ」たちほどではないが、これも「将」の回復力の賜たま物ものなのかもしれない。

「腹が減るのは元気な証しよう拠こか。みんなもそうだといいけど」

　まだ手伝いに行ける状態ではないし、行ってもじゃまになるだけだろう。そう思ってもうひと眠り、と宗朗が目蓋を閉じかけた、ときだ。

　ポタ……。

　水すい滴てきがひとしずく、額に落ちてきた。

「っぁ!?　なんだ。雨あま漏もり……のわけないか。……ん？」

　意外に高い布団ふとん部屋の天てん井じようを見上げる。

　山のように積み上げられた布団が摩ま天てん楼ろうのようにそびえ立っているせいで、狭せまく見える天井に張り付いている影。

「まさか……！」

　とっさに身体が動いた。かたわらの刀に手を伸ばす。が、

「ぅ！」

　しかしそれほどの俊しゆん敏びんな動きに耐えるほど、まだ宗朗の身体は回復していなかった。

　痛みが全身に走る。かろうじて刀を引き寄せ、もう一度天井に目をやる。

「……」

　向こうも見下ろしていた。真っ向から目が合う。

　びっくりするほど大きな目。それも、逆しまに裂さけている。まるでネコのようだ。

　黒い髪は短い「おかっぱ」に切りそろえられ、小さな身体でぴったりと天井の梁はりにしがみついていた。

　もちろん、本多忠勝だ。

　奇妙なのは、その口に、大きなバケツをくわえていること。そのバケツから、ポタ……、水滴が垂たれて、宗朗の顔に落ちたのだろう。

「キミは、誰だれだ。その顔、まさか……」

　おかっぱ髪から、少女のようだと思う。

　宗朗がいまひとつ確信を持てないのは、身体つきがいかにも幼く、少年と言われても納なつ得とくしてしまいそうだからだ。

　そのうえ、きょくたんに大きくつり上がった目。

「座ざ敷しき童わらし？」

　つい宗朗が口走ってしまったのも、無理はない。

「誰が座敷童だよ！　あたいは！　……ぁ」

　その言葉に反応して声を上げる謎なぞの少女＝忠勝。けれど、口を開くということは、それまでくわえていたバケツの取っ手を離してしまうことでもあり、

「うぁ!?」

　天井から降ふってくるバケツを、かろうじて受け止める宗朗。

「ぅ！　……なんだ、これ。山菜、なのか」

　バケツの中は、すでにゆでられ、しんなりと柔やわらかくなった色とりどりの山菜。おもに緑色。

　兼続がゆでていた山菜なのだ。

　缶かん詰づめのことで佐助が叱しかられている間に、無人になった調理場から、空腹の忠勝が盗ぬすみ出した。

　そのまま持ち去って食べようとしていたところ、忠勝は布団部屋の宗朗を見つける。

『こいつが柳生宗朗。なにこれ、隙すきだらけなんだよ』

　好こう奇き心しんが勝って観察するうちに、急に襲おそったらどうだろう、と考える。

　先ほどの戦いで宗朗は傷つき、臥ふせっている。となれば簡単にとどめを刺させるだろう。いや、そこまでする必要すらない。

『大江戸のお城に持って帰ったら、すっごくほめられるんだよ！　康やす政まさや直なお政まさよりぜんぜんすごいし、忠次にだって勝てるんだよ！』

　そう考えて天井に張り付いた。

　武器は小さめの脇わき差ざし一本だが、じゅうぶんと思う。天井からいっきに飛び降りて急所を一いつ閃せん。

　気を失ったところを運び出して……そこまで考えて、うっ、と忠勝は詰つまった。

『鎧よろいの忠勝は故障してるんだよ。どうやってこんな大きな男、持って帰ったらいいんだよ？』

　困って、止まってしまう忠勝。そうするうちに、宗朗が気づき、バケツを口から離してしまい……いまに至る。

「あたいの食べ物！　返せ、なんだよ！」

　忠勝は叫さけぶと、いくつもある布団の塔とうの上へ飛び移った。そこから態勢を整えて、宗朗へ飛びかかる。

　その算段だったのだろうが、なにしろ足場は天井までも積み上げられた布団の上。

「ぇ？」

　ぐらり。小さいとはいえ忠勝が乗ったせいで傾かしげ、ゆらぎ、ついには、

「危ない！　倒たおれるぞ」

　宗朗があわてて手を差し出す暇ひまもなく、

「くひゃぁ！」

　落ちる。多くの掛かけ布団ぶとん、敷しき布団、枕などとともに、忠勝の小さな身体が落っこちてくる。それは宗朗も巻き込んで、

「どわぁ！」

　崩くずれた。

　それは布団の海の中に、宗朗、忠勝、ともに埋まるということであり、

「うぷぁ……！　お、おい、キミ！」

　いち早く浮ふ上じようし、顔を出した宗朗が、忠勝を捜さがす。布団をかきわけ、掘ほり進すすむうち、小さな手を見つけた。

「だいじょうぶか。座敷童！」

　周囲の布団を除よけ、引っ張り上げる。

「ぅぅ……」

　忠勝は薄うす目めを開けると、宗朗を見上げる。

「よかった。なんともないな」

　ここへ来て宗朗は、忠勝が身体にぴったりとした白いタイツのようなコスチュームに身を包つつんでいることに気づいた。

「なんで天井にくっついていたんだ。バケツの山菜はどうして」

　矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせるところ、忠勝が腕の中で身じろぎした。

「は、は、離せ！　なんだよ」

　言われてようやくわかる。布団の中から引っ張り出した忠勝を、宗朗はすっぽりと抱だき抱えていたのだ。

「ぁ、ごめん。でも」

　まるで軽い。抱いているのに気づかなかったほどだ。まるでネコを抱えているような軽さをつい確かめてしまう。

　宗朗がまだ下ろさないのを、

「離せって、言ってるんだよ！」

　忠勝が眉まゆを尖とがらせて声を上げる。けれどその顔は、なぜか真っ赤に染まっていた。

「ああ、うん。立てるか、座敷童」

　ようやく、わずかに残った床ゆかに忠勝を下ろす宗朗。その手から離れて、

「座敷童じゃないんだよ！　あたいの名前は、本多平へい八はち郎ろう忠……！」

　つい大声で名乗ってしまう。名乗りながら、

「（しまった！　んだよ。この男、柳生宗朗はまだあたいのこと、気づいてないんだよ。座敷童って言ってるくらいだもん。みすみす名乗って正体を明かしたら、不利なんだよ。あたいのバカバカ、バカぁ！）」

　けれど幸運が忠勝を救った。名乗りと同時に、

「なに騒さわいでるのよ！」

「そうじゃ、誰かおるのか！」

　襖ふすまが急に開いた。その向こうに立っていたのはもちろん、

「幸村！　千姫さま！」

　騒ぎを聞きつけてやって来たのだ。それに、山菜の行方ゆくえを捜していたこともある。

「あー！　そのバケツ、ですわ！」

「なぜこんなところに」

　あえなくそちらも見つけられ、

「その子、誰なんですか」

「ウキュ、キュ！」

　やはり幸運ではなく、運の尽つきだったか。

「ぅ……く！」



　　　　　５



　いますぐなりふりかまわず脱だつ出しゆつするしかないか、と忠勝が唇くちびるを噛かみ、大きな目を逆立てたとき、

「うわぁぁぁああ！　かぁわぃぃぃいいい!!」

　とつぜん飛び出し、驚おどろいた忠勝が腰の後ろの脇差しを抜こうとする間もなく抱き上あげ、

「は、はぅあ!?」

　抱きしめて頬ほおずりし、頬といわず額といわず、鼻の頭にまでキスの雨を降らせる者、といえば、

「ぁあああん、かわいいかわいい、かわぃぃぃいいんっ！」

　十兵衛だった。

　すっかり興奮し、舞まい上がり、自分でも頬を染めている。けれどそれどころではなく、顔中を真っ赤にしているのは忠勝で、

「はにゃひゃ!?　は、離はなせ、離せ離せぇええ、なんだよぉ！」

　首を振ふり、手て脚あしをバタバタ、暴れさせる。が、それでもかまわず十兵衛が抱きしめて離さないから、

「ちょっと、やめなさいよ。おびえてるじゃない」

「そうじゃ。これでは話もできぬではないか」

　千姫と幸村が言い、

「十兵衛さん、その子を離して、ください」

「まえにもこんなこと、ありましたわ。かわいいものと見ると容よう赦しやありませんわ、まったくこの乳娘は！」

　半蔵と兼続が強ごう引いんに引きはがして、

「ひゃぅん！」

　ようやく忠勝が布団の海の中へまた落ちた。

　十兵衛からは逃れられたが、取り囲んで覗のぞき込む「剣姫マスターサムライ」たちを下から見上げ、忠勝はやはりこれが、

「ぅぅ……（絶体絶命なんだよ。いくらひとりひとりはぜーんぜんたいしたことないやつらって言っても、こんなに多かったら勝ち目ないんだよ。鎧も着てないし、どうしたらいいんだよ）」

　じりじり下がろうとしても、後ろにも、















「ウキュゥゥ！」

　なぜか怒おこっている佐助が。缶詰で叱られた分の、八つ当たりのようだ。

「待てよ、みんな。さっきこの子と話していたんだ。確か名前は、ほんだへい……」

　宗朗が「剣姫マスターサムライ」たちを制して言う。が、よけいにあわてるのは忠勝だ。

「ち、違うんだよ！　あたいは「ほんだ」じゃなくて」

「「ほんだ」じゃと、まさか」

「違う違うってば、だよ！　ほん……ま！　本ほん間ま……」

「本間？」

「本間、へぃはち、ろ……」

「？」

「じゃ、なくて！　ぁ、でも、本間へは……ちろ」

　そこまで言ってまた詰まり、下を向いて汗あせが出てくる。またも進退窮きわまった忠勝に、

「チロ！　チロちゃんなの！　本間チロちゃん！」

　十兵衛が。忠勝が顔を上げると、笑え顔がおで手を振っている。

「チロ？　は、ないじゃろう、犬やネコではあるまいし」

「そうよ、ほんとうは『へいはし』とか『へいはち』とか聞こえたような」

「わぁああ！　チロ！　チロだよ！　あたいは本間チロ！」

　破れかぶれで忠勝が叫ぶ。そのしゅんかん、

「わぁい！　チロにゃんだ。チロにゃん！」

　またも制止を振り切って、忠勝を抱き上げる十兵衛。また頬ずり、またキス、また抱きしめ、またなでなで。

「ひ、ひぃぃぃ」

　またも閉口する忠勝だが、名前で助けられた分、がまんするしかない。

「変わった名前じゃな」

「いつのまにか『ちゃん』が『にゃん』になってるし」

「だって、にゃんこみたいなんだもん。目がにゃんこの目なんだよ、チロにゃん！」

　十兵衛が頬を擦すりつけながら言う。ネコ目の忠勝をうまく言い表していた。

「ゥゥ、キュゥ！　キュゥ！」

　あまりに十兵衛が忠勝をかわいがるので、これまたおもしろくない佐助が何度も跳とび上がっては歯を剥き、威い嚇かくする。

「もうあだ名を付けてますわ。お猿さんも、静かになさいませ、ですわよ。それよりもっと重要なのは」

「その子どもがどこから来たのか」

「なぜ、われらのいるこの旅館に入ってきたのか、じゃな」

「はい」

「返答によっては、身体からだ中じゆう調べさせていただかなくてはいけませんね」

　またも、千姫、幸村、又兵衛、半蔵によって包囲されてしまう。

　それぞれの得物をしっかり携たずさえているあたり、決して忠勝を逃にがす気がないのがわかって、

「ぁ、あ、あたいは……迷子、そう、迷子になったんだよ！　遠足で来たんだけど、みんなとはぐれちゃったんだよ」

　あわてて言う忠勝。

「遠足の予定は、町内の行事にないようですが」

　メガネの情報端たん末まつからなにごとかを読み取りながら言う半蔵。

「それに、この旅館までは山道の一本道で、迷うっていうのも難しいのじゃなくて」

「おぬし、何を隠しておる」

　幸村の大鉄扇が忠勝ののど笛をなでる。

「ぅぅぅ、なにも隠してなんか、ないんだよ。遠足はあたいの自主的な……」

　グゥゥ……。

　音が鳴った。音源は忠勝のお腹なかだ。緊きん張ちよう感よりも空腹が勝って、声を上げたのだ。忠勝は焦あせるが、

　キュルルル……。

「あら」

　グルル……。

「あ」

　次々に「剣姫マスターサムライ」たちのお腹が同じ空腹の訴うつたえを起こす。宗朗までも、

「ぼくのお腹もだ。なあ、やっぱりここは、まず腹ごしらえをして、ということでいいんじゃないかな」

　お腹を押さえて笑った。

　この意見には「剣姫マスターサムライ」たちも異論があるはずもない。

「わぁい、ご飯、ご飯！　犬も歩けば～、腹が減る～！」

「違うってば！」

「また違っておるわ！」

　十兵衛の奇き妙みようなことわざにだけ、いつものツッコミが入った。

「およ」



「お蕎そ麦ばがあってよかったですわ！」

「お猿さんも乾かん麺めんは食べませんからね」

「おいしい……」

　佐助が食べ残した乾麺が見つかって、山菜蕎麦を作ることができた。

　全員が舌した鼓つづみを打ち、もちろん忠勝も、

「どう？　チロにゃん、美味しい？」

　十兵衛に聞かれ、

「うん、とっても美味しいんだよ！」

　思わず元気よく答えて、激しく赤面する。そんな忠勝を、

「ぅー、チロにゃん、かわいい！」

　また勢いよく十兵衛が抱きしめるから、

「わ、熱っ！　ひゃぅ！」

　思わず器を取り落としそうになる忠勝だ。

「こら、おとなしく食べんか」

「そうよ。食べ終わったら、納得いくまでしゃべってもらうんだから、ね。……でも山菜採り、無む駄だじゃなかったのね。いい味よ、半蔵」

「ありがとうございます。又兵衛さんが工く夫ふうしてお出だ汁しを取ってくださったので、いいお味になったと思います」

　半蔵がうれしそうに言った。

「なんですの、わたくしも麺めんを茹ゆでましたわ！　……まあ、お出汁に干しシイタケを使うのは、意表を衝つかれましたけど」

「べーたさんはねぇ、お料理上手なの！　お掃そう除じもお洗せん濯たくも、大好きなんだって！　十兵衛、お嫁よめさんにほしいの！」

　十兵衛が言うと、又兵衛はハッとして頬を染め、うつむく。

「なにを勝手なことを申しておる。又兵衛を嫁にもらうならこのわらわに決まっておるわ。というより、誰にも又兵衛をやるわけがなかろう。まったく」

「幸村さま……！」

　さらに、感かん極きわまって顔を赤くする又兵衛。

「半蔵、おまえもそうよ。わかってるわね。一生、千が離さないんだから。千の側にいるんだから、ね」

「お、御お姫ひいさま！　半蔵、そのお言葉だけで一生分のご褒ほう美びで……もとより一生、お仕えする所存でございますれば！」

　こっちもなぜか、対たい抗こうするように千姫が言い、感かん涙るいにむせぶ半蔵がいた。

「ははは、大変だね、又兵衛さんも委員長も。でもほんと、又兵衛さんも委員長も、いいお嫁さんになれると思うなあ」

　とは宗朗。

「むむむ……（なんだかこの連中、全員、柳生宗朗の『剣姫マスターサムライ』なはずなのに妙みような繋つながりなんだよ。けど……）」

　蕎麦の残りを平らげながら、忠勝は回りの話をじっと聞いている。昼間戦った「剣姫マスターサムライ」たちの横顔に、不思議なものを感じていた。

「ぁーん、べーたさんのお嫁さん、ほしいって最初に言ったのは十兵衛なのにぃ！　でも、いいの！　十兵衛はぁ、お兄ちゃんのお嫁さんになるから！」

「わっ、ぷ！　十兵衛、やめなさい、こら、まだ食事の途と中ちゆうなんだから、抱きつかない！」

「まったく、聞いていれば、兄妹きようだいでふしだらな！　ですわ！　……ええと、お蕎麦のお代わりは……」

「又兵衛、わらわにもお代わりを持て、じゃ！」

「はい、幸村さま」

「チロにゃん、お風ふ呂ろ入ろー、お風呂！　気持ちいいよぉ！」

「天然温泉じゃないわよ。地下水を沸わかしてるのだけど、でもまあ、お風呂はお風呂かしら」

「はい。内うち風ぶ呂ろ、露ろ天てん風ぶ呂ろ、打たせ湯、いろいろありますから」

「ウキュ、キュー！」

　缶詰がまだ腹にもたれて、蕎麦が食べられない佐助がさっきから悔くやしがっている。

「あたいはお風呂は……ひゃぁー、ひぃぃー！」

　たちまち十兵衛に抱きかかえられて拉ら致ちされ、服をあっと言う間に脱ぬがされる忠勝。そのまま一直線に露天風呂へと、

「ぇ～い！」

　いっしょにダイブ、というより抱かかえられたまま湯船にダイブ、の忠勝。

「ふぁぁぁああ！」

「ね！　気持ちぃぃぃいい、よね！　チロにゃん！」

　その後も、身体を洗われ、髪かみを洗われ、その他、嵐あらしのように弄もてあそばれ、ようやくにも浴衣ゆかたを着せられて、戻もどってきたときには、

「……ひん」

　ばた。畳たたみの上に倒れる。そのまま寝ね息いきを立て始めていた。

「寝ちゃったわね」

「これでは聞きたいことも聞けんのお」

　言うのは、やはり風呂上がりで浴衣姿すがたの千姫と幸村。

　ほっこりと上気した忠勝の寝ね顔がおを見下ろしながら、

「明日にしましょう。まだ早いけど、なんだか眠くなってきちゃった」

「そうじゃのお」

　口に添そえた手の下で、あくびをかみ殺した。

　実質夕方になった昼食と、その後の入浴でもう陽ひが落ちている。

　少々早いが、夕食は省いて、割り当ての部屋で各自自由行動となった。実質、就しゆう寝しんである。

「わぁい！　十兵衛、チロにゃんと寝るぅ！」

「げ！　わたくしたちの部屋、お猿さるさんもいるんですのよ。……まあ、しかたありませんわね」

「ウキャァ」

　なぜか佐助も加わって、肩かたを落としながらも笑うしかない状じよう況きよう。

　そして宗朗は。

「いい湯だ。疲つかれもとれるしケガにもきっといい。うん、この旅館に泊とまって正解だったな」

　ひとり、露天風呂で手脚を伸ばした。
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「……うんっ」

　忠勝が目を醒さましたとき、視界に映るのは暗くら闇やみではなく乳白色の壁かべだった。

　身じろぎすると壁のほうも揺ゆれながら迫せまってきて、たちまち忠勝の顔を塞ふさぐ。鼻も口も、埋うまってしまう。

「むぐぐ！」

　しっとりとなめらかで、けれどあたたかいを通とおり越こして熱いほどだ。弾だん力りよくに富んで、咽むせるほど甘あまく香かおってくる。

「ぅ、ぅ……ぷはぁ！　窒ちつ息そくするところなんだよ！」

　ようやくにも顔を上げた忠勝は、自分がすっかり十兵衛に抱きしめられながら眠ねむっていたのを知った。

　そしてもちろん、忠勝の顔に密着していたのは、すっかりはだけた寝ね間ま着きの浴衣から露ろ出しゆつした十兵衛のふたつのバスト。

「むにゃ、にゅぅ……チロにゃん、かわいいよぉ」

　寝ね言ごとにビクッ、と反応する忠勝。けれど十兵衛の双そう眸ぼうは閉じられたまま、口もとに笑えみを乗せていた。

「助けてもらったのはありがたいんだよ。でもいっしょに寝ねたら、その胸は凶きよう器きになっちゃうんだよ」

　十兵衛の腕からも抜け出して、膝ひざ立ちで見下ろす忠勝。

　ほぼ仰あお向むけの寝ね相ぞうにもかかわらず、しっかりとボリュームを保っている十兵衛の胸を見て、

「ぅ」

　自分の胸を見下ろしてみる。

　やはり寝ね乱みだれてはだけられた浴衣からは、胸むなもとが露出していた。

　視線の先には、ほとんどあるかないかの突とつ起きのような胸の先、なだらかでありながら思いのほかぽっこりとふくらんだお腹までもが見通せる。

　まだまだ幼児体型のままなのだ。

「こ、この浴衣が大きすぎるんだよ。子供用じゃないから、しかたないんだよ」

　忠勝は頬を染めたまま口を尖らせ、胸もとをかき合わせる。

　ゆるんで落ちそうになっていた帯を締しめ直すが、袖そでや裾すそだけはどうにもならない。すっぽりと手の先までも覆おおわれ、足元はズルズル裾を数十センチも引きずることになる。

「うふふふ、もう食べられませんわぁ！」

　背後からの不意な声に、いっしゅん跳び上がりそうになる忠勝。

　しかしもちろんそれは、

「こっちも寝言、なんだよ」

　並べて敷いたふた組の布団のひとつ。ほとんど掛け布団からはみ出だしながら眠っている兼続だ。

「キュゥゥ」

　その頭に乗るようにしがみついている佐助もいる。どちらも深い眠りについていて、忠勝には気づかない。

　やはり、ずいぶんはだけてしまった浴衣からのぞく兼続の胸もとに、

「これならちっとも平気なんだよ」

　なぜか自信を新たにする忠勝だ。

「それより、そろそろ脱出するんだよ。ご飯も食べさせてもらったし、恩はあるけど……敵、なんだよ」

　十兵衛の寝顔を見下ろしながら、忠勝は口もとを引ひき締しめる。きびすを返した。

「ぁ、でも、あたいのスーツ」

　いま着ているのは入浴後に着せられた浴衣のみ。それまで忠勝が身につけていた専用スーツは、

「……ない、ない、どこにあるんだよ？」

　部屋中をそっと捜したが、見つからない。

「あれがないと、すごく困るんだよ！」

　兼続の胸で自信を取とり戻した忠勝の顔が、みるみるしぼんでいく。同時になぜか、真っ赤に染まってもいた。

「捜さないと……」



「ない、やっぱりない……こんなに捜してないなんて、盗とられちゃったんだよ。でも誰が……」

　屋内風呂へ続く脱だつ衣い場じよう。さっきからすべての脱だつ衣いカゴをひっくり返して、忠勝はがっくりと肩を落とした。

　露天風呂と屋内風呂は脱衣場が共通になっている。どちらの湯船の中もひととおりさらってみて、忠勝はますます疲れていた。

　いちばんの希望は、洗せん濯たく物ものだった。

　道場の「剣姫マスターサムライ」たちの衣類は、又兵衛によって入浴後集められ、きっちり洗濯されていた。

　型くずれしないようじゅうぶんに気を使い、色物は分けて手洗い、下着は陰かげ干ぼしなど、完かん璧ぺきに扱あつかわれた洗濯物の中にも、

「ない……んだよ」

　専用スーツはない。

　じつは、

「キュゥゥ、キュ！」

　寝ながら兼続の頭にかじりついている佐助。そのふところに抱えられていた。眠っていた忠勝の、ごく近くにあったのだ。

　十兵衛に拉致されるように風ふ呂ろ場ばへ連れて行かれた忠勝。

　脱衣カゴの中に残っていたスーツに興味を示したのが佐助だ。

『キュゥゥ？』

　忠勝のスーツは、コンマ一ミリという極ごく薄うすで、しかもきょくたんに伸しん縮しゆく性せいの高い素材でできている。

　つまり着ているときは肌はだに張り付くように一体化するが、脱ぐとまるで小さく、握にぎった拳こぶしのなかに包み込んでしまえるほどだ。

　まるで人形の服のように小さなスーツがどうしても欲ほしくなった佐助が、忠勝たちが風呂に入っている間に持ち去ってしまったのだった。

　そうとは知らない忠勝。

「ひとりひとりに当たってるヒマはないんだよ。持ち物を調べるのも無理だし」

　真っ赤な顔でギュっと拳を握りしめ、

「あきらめるしかないんだよ。いまは、ここから脱出してお城へ帰るのが最優先」

　決意すると、浴衣の帯を改めて締め直す。胸もとも引き締め、たもとを縛しばって、

「行くんだよ」

　旅館をあとにする。露天風呂の垣かき根ねを跳び越えるところ、

「ひゃぅ！」

　引きずった裾を踏ふみつけてしまい、盛大に倒れる。前のめりに、滑すべる。

「……ぅぅぅ、もうヤだぁああ！　なんだよ！」



「ここ、なんだよ」

　沢さわを降り、笹ささ藪やぶをかき分けて忠勝は鎧にたどり着いていた。欺ぎ瞞まんのために被かぶせていた笹ささを取り払はらうと、操縦席のある鎧の胸部が露出する。

　ここまで来る間に、浴衣はひどく汚よごれ、また濡ぬれていた。

　動きやすいよう袖や裾を縛っても、小さな身体で身みの丈たけ以上の笹の中を歩くのはひどく骨が折れる。

　旅館から履はいてきた草履ぞうりは、とうになくなってしまっていた。

「少しは……うん、なんとか」

　胸部装そう甲こうを開け、操縦席の中をあれこれいじっていた忠勝の顔が、明るく輝かがやいた。それに呼応するように、鎧の面帽ぼうにいっしゅん光が宿る。

　ゥィィィィ……。起動音とともに、手脚がわずかに動いた。伝達装置、反応装置ともにわずかながらだが回復している。

「これなら、麓ふもとまで降りて行けるんだよ。あとは鎧を乗せる船に迎むかえに来てもらえば」

「大江戸のお城まで乗せていってもらえる？　バッカじゃない、甘いんじゃなくて」

　突とつ然ぜんの声が藪やぶを震ふるわせる。それも、ひとつではない。

「鎧を壊こわしちゃうなんて、油断でございます」

「……まだ忠勝には早かったということね。だから最初から言ったのよ。計画もなにもなくてただ飛び出して、あげく回収を要よう請せいするなんて、とことん下策ね」

　次々と、声が降ってくる。見回す忠勝。

「康政！　直政に、忠次も、いるんだね！　あたいを笑ってるんだよ！」

「だぁって、バカみたいなかっこうなんだもん」

　声とともに、ぬぅ、と現われる巨きよ体たい。背の高い笹で狭せまくなった空が、いっしゅん黒く覆われるほどだ。

　黒糸威おどし二枚胴どう具足。

　榊さかき原ばら康政の鎧だ。

　漆しつ黒こくの同丸に兜かぶと。前立ては巨きよ大だいな黄金の三鈷剣けんで、それは不動明王が右手に持つ、降魔の剣だった。

「でも動けるみたいですから、よかったでございますね」

　藪を断たち割わって現われるのは、井い伊い直政の鎧、朱しゆ漆うるし塗ぬり桶おけ側がわ胴どう具足だ。

　全身が真しん紅くに塗ぬり染められ、やはり真紅の兜からは、左右に本金きん箔ぱく大天衝脇わき立だてが天を衝くように二本、直立している。

「自動修復処理手順が機能して、その程度の損傷なら最低限の運動能力を回復してくれるのよ。鎧に仕込まれている極小機械群に感謝しなくてはいけないわね」

　とは酒さか井い忠次だ。

　ずるり、と地を這はうように姿を見せる、朱しゆ塗ぬり黒糸威二枚胴具足の鎧。兜は金きん箔ぱく鹿か角づのの脇立てなのだが、この中では少々地味に見えるほどだ。

　忠勝とその鎧を見下ろすように、三体の鎧が取り囲む。その胸の装甲が、バクンッ！　それぞれ開いた。

　中の空気が吐はき出され、周囲の笹藪に拡散していく。いっしゅん甘い、やわらかい匂においが忠勝の鼻び孔こうをくすぐった。

「みんな……」

　こみ上げそうになった笑みを、しかし忠勝は噛みつぶした。鎧の中の三人の視線が、忠勝に突つき刺ささる。

　幾いく重えにもなった繊せん細さいな内装の中、四し肢しを広げた形で固定されている。

　忠勝がかつて着ていたのと同じ、肌にぴったり吸い付く極薄のスーツは、三人ともに色いろ違ちがいだ。

「まったく、あんな連中に鎧を傷つけられるなんて、バカみたい。忠勝もてんでダメね。四天王最強の称しよう号ごうは、今日からあたし、榊原康政が名乗ってあげる」

　金色の髪をいくつもの長いテールに結んだ少女、康政だ。

「まあまあ、そんなに忠勝をいじめなくてもいいのではございません？」

　こっちは、明るい橙だいだい色いろの髪を長く散らした井伊直政。

　忠勝を含ふくめた四人は同じ歳としなのだが、ひとりだけひどく大人びて見える。身体はまだ小さいのに、その胸もとはたっぷりと盛り上がっていた。

「そんなこともうどうでもいいんだけど、このへんの空気、青あお臭くさくてかなわないからさっさと撤てつ収しゆうしたいのよね。ほんとう、イヤなのよね」

　目まで緑の髪に隠かくれて表情がよくわからない酒井忠次。もっとも、ふだんからほとんど表情を動かすことはない。

「わかったんだよ。もう、意地悪なんだよ、みんな。あたいが敵の中に単身潜せん入にゆうして、情報を持ち帰ってきたっていうのに」

　言いながら、忠勝は浴衣の帯に手を掛かける。緩ゆるめながら、赤い頬でチラッ、と回りを振り返かえった。

「み、見ないでくれる？　んだよ」

「なぁに？　恥はずかしがってるの、バッカじゃない」

「スーツもなくしたんでございますね」

　康政、直政の言葉に、

「替かえのスーツ、持ってきてくれたっていいんだよ。気が利きかないんだよ」

　文句を言いながら、浴衣を脱ぎ捨すてる忠勝。

　もともと入浴後に着せられたものだし、スーツの下によけいな下着などはつけていないから、浴衣を脱ぐとすっかり生まれたままの裸はだかになる。

　ちょっとだけモジモジと躊ちゆう躇ちよしたのち、思い切って鎧の操縦席へよじ登る。

「これ、補助階段がないと乗りにくいんだよ」

　無骨な装甲を剥むき出しにした鎧具足に、白くて華きや奢しやな裸ら身しんが取り付いているのだけでも、不思議な光景だ。

　しかも辺りは笹藪。

　小さなお尻しりをもぞもぞさせながら、ようやく操縦席へ滑り込む忠勝。両手、両りよう脚きやくをそれぞれ鎧の手脚に当たる部分に差し入れ、ちょうど収まった。

「これで動かせるけど、主視察装置が壊れちゃってるから、このまま行くしかないんだよ」

　胸部装甲を開けながら、有視界で動かすほかないということだ。

　当然、操縦性も低下し、もともとの損傷と相まって、かろうじて歩くのがやっとという程度。

　操縦席は開けたままなので、忠勝の裸の姿も見えてしまう。

　しかも両手、両脚とも、鎧の手脚に内部から突き込んだ状態なので、身体を覆って隠すこともできない。

「ぅ～、恥ずかしいんだよ」

「いいざまよ。バッカじゃない。スーツまでなくすからよ」

　身を縮める（できないが）忠勝に、すっかりいじめっ子モードの康政。

「このスーツを通じて、わたしたちは鎧を動かしているのでございますから」

「わたしたちの体表面が発する微び細さいな電流を感じ取っているのよね。そのためにこの鎧の内張はとても繊細で敏びん感かんにできているし、わたしたちそれぞれの特性に合わせて調整してあるわ。そもそも、一いつ般ぱん人じんには不可能な、わたしたちだけの能力なのだけれど」

　直政、忠次も言う。

　三人の鎧は立ち上がり、同時に胸の装甲をバタムッ、と閉じた。あとは、どこから見ても巨大な鎧よろい兜かぶとの具足姿だ。

『行くぞ、忠勝』

　康政が言った。

　正確には、康政の鎧が発したその声は、それまでの甲かん高だかい初等部女子のものとはまったく異なる、野太く腹の底に響ひびく音声になる。

　言こと葉ば遣づかいまでもが、変へん換かんされるのだ。

『ついて参れ』

　直政、忠次も続く。

「ぁ、待って、なんだよぉ！」

　あわてて忠勝の鎧が追いかける。

　暗闇をさらに塗りつぶすほど黒い、巨大な漆黒の鹿か角づのが揺れていた。
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「大変なものを見たようじゃ。四天王が、そろい踏ぶみとはの」

　まるでひとごとのように言う幸ゆき村むら。

　ひときわ高い大木の枝に腰こし掛かけ、見下ろすように四つの鎧を眺ながめている。間近には、又また兵べ衛えが鑓やりを携たずさえ、控ひかえていた。

「本ほん間まチロ、じゃと。あの者、本ほん多だ忠ただ勝かつにほぼ間ま違ちがいないと思っておったが、それにしても小学生のように小さく、もしやという気持ちもあった。じゃからいったんは泳がせ、こうして後をつけて来たものじゃが、やはりのお」

　なんのことはない。

　幸村は最初から忠勝を怪あやしいとにらみ、行動を監かん視ししていたのだ。

　夜中に脱だつ出しゆつした忠勝を尾び行こうし、隠されていた鎧を発見した。















　その時点で行動を起こすつもりが、現われた残りの三人、三体の鎧に注視し、会話などを聞き取るうち、いまに至っている。

「幸村さま、いかがいたしますか」

　又兵衛が小声で言う。

　ふたりともに、すでに「剣姫マスターサムライ」の姿だった。こんなとき、幸村からは他ほかの「剣姫マスターサムライ」や宗むね朗あきらに「声」を送ることができるが、その逆はない。

　鎧たちの会話を聞きとったのも、幸村の増ぞう幅ふくされた指向性聴ちよう力りよくによるものだ。

　はっきり敵と認にん識しきされた四つの鎧は、いま、幸村の脳内三次元走査網もうによって立体的に把は握あくされている。

　いわば幸村は、情報収集と分ぶん析せきの早期警けい戒かい機のようなものだ。

「あれなる鎧が、その中に将軍の『剣姫マスターサムライ』を入れ込んでおるとは思うておったが」

「全員、あんな子どもだなんて、ね」

　新たな声に幸村が振り向むく。同じ枝の先に、

「千せん、おぬしも来ておったのか」

　やはり腰掛けていたのは千せん姫ひめだった。

「いま来たのよ。半はん蔵ぞうもいっしょよ」

　目線で示す先、半蔵が別の木の上に立っていた。すでに大手しゆ裏り剣けんを手に、油断なく鎧たちを見下ろしていた。

「宗朗は知っておるのか」

　幸村が問うと、

「ううん。あのちびっ子を改めてつかまえるだけって思ってたから、伝えてないわ。けど、どうやらそれどころじゃないようね」

　答える千姫も、視線を敵から離はなさない。

「じゃな。いまから宗朗や十じゆう兵べ衛えたちに通信を送ることはできようが」

「幕府の四天王四人全部を相手じゃ、ちょっと、キツイわね」

「となれば、ここはあくまで」

「様子見、かしら。くやしいけど、まだ身体も万ばん全ぜんじゃないし、これだけの情報を得たってことだけでも」

「あー！　ここにいたんだぁ。ゆっきーも千姫さんも、お部屋が空だから捜さがしちゃったよぉ。べーたさんに、ぞうさんも！」

　とつじょ背後からの声。さらに、

「なんですの！　急に夜中に出かけるなんて、聞いてませんわ！　というか、手をお離し遊ばせ、ですわぁ！」

　もうひとつ聞き覚えのある声が。

「ウキュ！　キュキュー！」

　もはや、幸村たちが口に出すまでもない。

「おぬしら！　なにをしに来たのじゃ！」

「そうよ、静かになさいってば！　千たちが苦労して……」

　十兵衛、兼かね続つぐ、それに佐さ助すけに向かって、口の前に指を立てる幸村と千姫だが、

『誰だれだ！　そこにいるのは！』

　もちろん、敵の四天王に丸聞こえだった。

「ぁー……」

　幸村と千姫が頭を抱えてももう遅おそい。四天王は瞬しゆん時じに散開すると幸村たちを逆に取り囲もうとする。

「柳生やぎゆう道場の『剣姫マスターサムライ』たちがもう来てるんだよ！」

　叫さけんだのは忠勝だ。忠勝の鎧のみ、かろうじて動ける程度なので、正確には包囲に荷か担たんしてはいない。

『おまえがつけられたからであろう！　馬ば鹿か者ものが！』

　康やす政まさの鎧が言う。もっとも直接、康政の口から出たのは、

「あんたがつけられたからじゃない！　バッカじゃないの！」

　だったが。

「どうするのよ、おチビちゃん！」

　こちらも薙刀なぎなたを引き寄せながら言う千姫。視線の先では、半蔵も大手裏剣をいつでも投げられるよう身構えている。

「うむ。忠勝は別にしても敵は三体じゃ。それぞれ戦せん闘とう力りよくは拮きつ抗こうしておろう。忠勝ひとりにもあれだけ苦戦したのじゃ。もう天てん海かいと甲賀のくノ一もおらぬ、ということは」

「ということは、なによ。戦うなら、指示なさいよ！　先手必勝？　それとも後ごの先せんで行くの!?」

　焦じれる千姫。対して幸村は、

「されば、じゃ。されば」

「されば？」

「……逃げるのじゃ！」

　言うなり、幸村は一目散に逃げ出す。

「兵ひよう法ほうにもあろう。三十六計逃げるにしかず、じゃ！　もっとも、実際の『兵法三十六計』にはそんな故事はないがの」

「へぇ？」

　急に逃げる幸村に意表を衝かれた千姫だが、

「ちょ、ちょっと、待ちなさいよ！　ああ、もうどうすればいいのよ！」

　気がつけば、後を追って逃げていた。

「幸村さま」

「お、御姫さま？」

「こんどは駆かけっこなの！　誰がいちばん早くお宿へ帰れるか、競争なんだよ～！」

「えええ!?　敵が、鎧よろいの武者が四体もいたんですのよ！　……逃げるしかありませんわぁあ！」

「キュキュ！　ウキューー!!」

　しかし「剣姫マスターサムライ」たちの逃とう走そうを、四天王が黙だまって見過ごすわけはなかった。

『待て！』

　いち早く、回り込んで退路を断ったのは、康政だ。どうやら忠勝が不調ないま、もっとも瞬しゆん発ぱつ力りよく、速度で勝っているのは康政らしい。

『ここで会ったのがうぬらの運の尽つき。おとなしくその命、置いてゆけ！』

　康政の黒糸威の鎧が笹藪を背に浮かび上あがる。圧するような巨体が「剣姫マスターサムライ」たちの行く手を塞いだ。

　が、

「いまじゃ！　かかれ！」

　幸村はここを好機と、大鉄扇をかまえる。二本、同時に放った。

「え、え？　なによ、逃にげるんじゃなかったの!?」

　千姫が問うと、

「愚おろか者ものっ！　敵を油断させ、勝ちに乗じて深追いしてきたところを叩たたく！　これぞ真さな田だ流軍学じゃ！　いかに戦闘力の高い四天王といえど、その能力には特とく徴ちようが、もっといえばバラつきがあるはず。速さに勝まさる者が行く手を塞ぐと思うておった。さすれば、どうじゃ！」

「どうって……ぁ！」

　千姫も気づく。

　さっきまで四人を相手にしていたのが、いまは立ちふさがる康政ひとり。これなら勝機もあるかもしれない。

「ちょこざいなおデコ軍師ですわ！　けど、よい策ですわぁあ！」

「チョコ？　ゆっきーのチョコで、十兵衛もがんばるぅ！」

　兼続が大鎚づちをいっぱいに振ふりかぶる。そのとなりで十兵衛も太ふと腿ももの大刀を抜ぬきはなった。

「ふん……！」

　又兵衛の鑓も迫る。

　康政に対して、「剣姫マスターサムライ」は六人。いや、

「ウキュゥゥ！」

　敵に対し、こんどは臆おくせず「剣姫マスターサムライ」化した佐助を合わせて七人だ。

　しかし康政。

『……笑しよう止し』

　まったく動じることなく、姿勢をいっしゅん低くすると、

「なんじゃ!?」

「え！」

「来ますわ！　なんですの!?」

　放たれたのは黒い、巨大な鉄球だった。球体に無数の棘とげが生えている。

『笑止！　笑止なり！』

　康政の黒糸威おどし鎧よろいの背中に装備されていた鉄球なのだ。長い鎖くさりのついたハンマー状のものなのだが、それをまるで砲ほう弾だんのように撃うち出す。

「避よけよ！」

　幸村が言い、全員が身をかわすが、鉄球の威い力りよくは単に本体だけにあるのではなかった。すんでで避けた「剣姫マスターサムライ」たちを、

「きゃぁああっ！」

「ぁああん！」

「ウキュ！」

　横よこ殴なぐりに強い衝しよう撃げきが襲う。ある者はまっすぐにぶつけられ、ある者は撥はね飛とばされた。散り散りに、落ちる。

『だから言った。笑止！　とな』

　康政は鉄球を引き戻すと、笑った。外見、兜の下の面帽に変化はないが、笑っているかのような光が揺らめく。

「くっ！　……いかに強力といえど、あれなる鉄球、速さには限度があろう。確実に見切ったはず、なのになぜじゃ！」

　吹ふき飛ばされ、倒たおれた幸村が地面の土を握りしめて悔くやしがる。又兵衛が手を貸して助け起こすが、又兵衛もまた傷ついていた。

「いったいなんなの、この感じ……」

　同じく、叩きつけられた笹藪から身を起こす千姫。不意に気づく。

「まえも、こんなふうに……そうよ、空気よ！」

　千姫の言葉に、またも笑うのは康政だ。

『ようやく気づいたか。だが、笑止。我わが黒こつ鋼こう丸がんを避けたつもりだろうが、逃のがれる術はなし！』

　ふたたび康政が鉄球の投とう擲てき体勢に入る。

「また来ますわよ！」
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「鉄球だけじゃないのよ！　球体が回りの空気をまとって、ずっと威力を増しているんだわ！」

　兼続、千姫が叫ぶ。

「そうじゃったか、あの棘が空気を巻き込んで、鉄球の直径の何倍にも加害範はん囲いを広げておるのじゃ！」

　幸村もまた気づいた。

　忠勝の鑓・蜻蛉とんぼ切きりもまた、鑓の殺傷力だけでなく、振り回まわしたときの空気の動きで壁を作り、向かってくる者を薙なぎ払った。

　康政の鉄球は直径で一メートル程度だが、回転による巻き込みで、倍以上の空気の球体を作る。

　かわしたと思っても空気の壁にはね返される。この空気の弾をまともに食くらえば、弾はじかれるどころか、確実に命を落としかねない。

「どうするんですの!?」

「どうするのよ！」

「ここは……やはり逃げるのじゃ！」

　こんどこそ本当の逃走。しかし康政がそれを許さない。

『黒鋼丸の染しみとなれ！』

　猛もう然ぜんと鉄球を放つ。

「わぁっ！　逃げるの、さっちん！」

「キュキュ！」

　しかし、

『笑止！　鉄球がただ真まっ直すぐに飛ぶと思ったか』

　康政が身を翻ひるがえし、鉄球を繋つないだ鎖を絞しぼる。真っ直ぐに打ち出された鉄球が、弧こを描えがいて「剣姫マスターサムライ」たちを追つい跡せきする。

「ぁぁああああっ！」

「追いかけて来ますわぁあ！」

　そして鉄球は、直接当たらずとも、側を通過する竜たつ巻まきのように、「剣姫マスターサムライ」たちを巻き込んで吹き飛ばす。

『馬鹿者が！　馬鹿者が！』

　康政が笑い飛ばす。操縦席では、

「きゃははは、バッカじゃない！　バッカじゃないの！」

　だ。

「なんだかずいぶん楽しんでるでございます」

「まぁ、いいんじゃないの。ふだんストレス溜たまってるみたいだし、忠勝に勝ったことで思い切り弾けちゃってるのよね。でも嫌きらいじゃないわ。というより、好き、かも」

　とうに到とう着ちやくし、康政の戦いを眺めていた直なお政まさと忠ただ次つぐが言う。互たがいにだけ聞こえる操縦席内通信の会話だから、ふだんの言葉で伝わった。

『そろそろとどめを刺してやる』

　ゆらり、康政が歩を進めると、倒れている十兵衛を跨またいで止まる。のしかかるように見下ろしながら、

『柳生十兵衛。知っているぞ。最強の「剣姫マスターサムライ」だとな。だがどうだ。まるで生せい彩さいがない。少しも強さが伝わって来ないぞ』

　鉄球を振りかざす。

「ぁ、ぁあ……」

「逃げよ、十兵衛！」

　幸村が叫ぶが、康政の鎧に十兵衛は片かた腕うでを踏みつけられて逃れられない。

『このまま黒鋼丸を叩きつければおまえは死ぬ。いま死ぬのと、大おお江え戸どで身体からだ中じゆうバラバラにして調べてやるのとどちらがよいか』

「じ、十兵衛……」

　十兵衛が怯おびえの浮かんだ目で見上げる。

　漆黒の面帽が十兵衛を見み据すえていた。顔を出した月明かりに金の三鈷剣がきらめきを与あたえている。

『ぅん？』

　康政が怪け訝げんそうに声を漏もらした。その原因、

「十兵衛、負けないよ。みんなも、負けないの。お兄ちゃんがいるんだもん。お兄ちゃんがいる限り……絶対におまえたちなどには負けない」

　十兵衛の瞳ひとみが、変化していた。

　同時に表情も変わる。声も違ちがっていた。

　それまでの恐きよう怖ふが消え、底知れぬ闘とう志しがあふれ始める。

『そうか、これか。瞳の底にゆらめいているものの正体だ。そこにいるのだな「柳生十兵衛」。これなら城の学者どもがよろこぶはずだ。しかし、まだ満足に動けぬようではないか。出てこれぬか。わしは待たぬ。選せん択たく肢しは消えた。この場で、滅めつしてやる！』

　康政が間かん髪はつ入いれず鉄球を叩きつける。

　十兵衛はまだ満足に動けず、片手に持った大刀だけではとうてい防ぎきれない。

　鉄球に胸まで潰つぶされる。誰もがそう思ったしゅんかん、

「十兵衛！」

「十兵衛さん！」

「剣姫マスターサムライ」たちの誰もが、自分の身をかえりみず飛び出した。しかしいちばん早く、しかも無む謀ぼうな飛び出しを見せたのは、

「とぉりゃぁぁああ！　ですわぁぁぁあ！」

　兼続だった。

　たった一歩で飛ぶように駆け寄より、アッパースイング気味に大鎚を振り上げる。

「玉なら打ち返せばいいんですわ！　さんざんソフトボールの玉も打って来たんですの。ボウリングより大きな玉なんて、こう、ですわぁああ！」

　ゴォォオン！

　まるで梵ぼん鐘しようを衝ついたような轟ごう音おんとともに、大鎚の打面が鉄球を見事にとらえる。弾はじき返した。

『なに！』

「ご覧遊ばせぇぇえ！　これぞ直なお江え流戦せん鎚つい術！　十兵衛を簡単にやらせたり、しませんですわ！」

「ぐ、ぐっちょんちょん！」

　感激した十兵衛が声を上げる。

「そこはふつうに『ぐっちゃん』か『ぐつぐつさん』になさいませ、まったく！」

　憮ぶ然ぜんとする兼続だが、まんざらでもない。

　幸村は、

「そうじゃ、あの距きよ離りなら回りの空気の層はない！」

「それで鉄球をトンカチが打ち返せたのね！」

　言い、千姫も気づいた。

　うなりを上げて迫せまり来る康政の鉄球は、その棘が空気を巻き込み、周囲に空気の層を作る。

　これが攻撃時に鉄球の威力を数倍にもするのだが、同時に中心の鉄球に触ふれられないよう護まもってもいた。

　しかし十兵衛を潰そうとした鉄球は、康政の鎧が真上から投げ下ろしただけ。

　空気を巻き込むほどの回転も、勢いもない。

「甘あまく見みないことですわよ！　愛染明王のご加護が……ひゃぁ！」

　得意げに十兵衛を助け起こそうとする兼続に、しかし康政の次の攻撃が来る。意外にもそれは、

『黒鋼丸はひとつだけだと思ったか！　特別にわしのおごりだ。受け取れ！』

　またしても鉄球だった。

　兼続が弾き飛ばした鉄球は、別方向へ飛ばされてテンションを失っている。一度引っ張り戻もどし、改めて運動量を与えなくてはならない。

　しかし康政は、背中からもうひとつの鉄球を取りだしていた。左手が振りかぶり、横殴りに投擲する。それは、

「ぐっちゃん！」

「な、なんの！　で」

　至近距離から兼続を襲おそう。兼続もとっさに大鎚を合わせたが、弾き返すまでには至らない。

　そのうえ、真上から落とすのではなく、横殴りの力を与えられた鉄球は、充じゆう分ぶんな回転で空気を巻き込み、威力を増していた。

「です……わぁぁあああっ！」

　たまらず、兼続のほうが弾き飛ばされる。

「兼続！」

「ウキュゥゥ！」

「トンカチの、トンカチでもダメなの」

　千姫もが呆ぼう然ぜんとする。鉄球にもっとも対たい抗こう力りよくがあると思われた兼続の大鎚も、敗れたのだ。

『それで終わりか。なら……』

『いいえ、それはこっちのセリフです』

　その言葉と同時に、地面が大きく盛り上がった。そこから姿を現わしたのは、

「半蔵！　おまえ」

「御お姫ひいさま、遅おくれて申し訳ありません。ただちに、敵を排はい除じよいたしますから」

「剣姫マスターサムライ」たちの中で、ひとりだけ突出していた半蔵は逃げる＝移動するのも遅れた。しかし逆に、康政に気づかれず近づくことができた。

　笹ささ藪やぶの地面は枯かれ落ちた笹ささの葉や枝、それらが作った腐ふ葉よう土どが厚く積もっていてやわらかく、土遁の術を使うにはもってこいだ。

「天海さんの術を応用しました。……鉄球はふたつだけですね。ならばどちらももう、使ってしまっているはず」

　半蔵が現われたのは、康政の直後だ。鉄球はまだ引ひき戻せていない。

『なんだと！』

「お覚かく悟ご」

　半蔵の忍にん者じや刀が鎧の脇わき腹ばらに突き立たてられる。

『ぬぉぉおお！』

　そのしゅんかん、奇き妙みようなことが起こった。

　半蔵が地中から現われるのと同時に、康政は身体ごと向き直っている。鉄球と繋がった鎖の持ち手も離した。

　しかし腰こしの大刀や脇わき差ざしを抜くには、コンマ数秒の時間が足りなかった。

　つまり、康政は半蔵の忍者刀を防げず、鎧の上からとはいえ刃やいばを受けるのは避けられないと見えた。

　そこで、それが起きる。

『ぉおお！』

　康政の兜が下がる。まるでお辞じ儀ぎをしているようでもあり、前のめりに倒れるのかと思われたとき、

「半蔵、危ないっ！」

　バシュッ！　圧縮された空気の破は裂れつ音おんとともに、兜の前立て、巨大な三鈷剣けんが発射された。

「きゃあっ！」

　思わず手にした忍者刀で受けようとする半蔵。これで康政の鎧への刺突はなくなる。さらに、

『忍にん者じや風情ふぜいが、片腹痛いぞ！』

　三鈷剣を手にした康政が、改めて振りかぶることなく、半蔵の首へとその切っ先を突き立てていく。

「あら、もう使ったんでございますね」

「意外と早かったのね。奥おくの手てというほどではないけれど、少し焦あせったのかもしれないわね、康政、ククク、意外とビビリだから」

　さっきから戦いを眺めている直政と忠次。すっかり傍ぼう観かん態勢だ。

「りゅ……小破斬！」

　康政の攻撃に対し、とっさに装そう甲こうスカートの小手裏剣を飛ばす半蔵。けれど目くらましや攪かく乱らんにもならない。

　いくつかが鎧に突き刺さるが、

『それがどうした。馬鹿者！　もうなければ、その首、置いて行け！』

　康政は握った三鈷剣に力を込める。

「ぁああ！」

　刃を受ける忍者刀の峰みねが、半蔵ののどに食い込む。このままでは、自らの刀でのど笛を潰してしまう。
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「……みんな、どこだ！　こっちじゃないのか」

　懐かい中ちゆう電灯をたよりに、笹藪をひとりで歩くのは宗朗だ。

　やはり夜中に目が醒さめて、用足しに部屋を出たところ、旅館内の変化に気づいた。

　寝ね静しずまっているにしても、あまりに気配がない。おそるおそる各部屋の戸を叩いて回り、開けても寝ね床どこはすべてもぬけの空。

『幸村たち、千姫さまたち、それに十兵衛に兼続、佐助に、あのチロって子も』

　これで異状に気づかないほうがおかしい。

『まだ身体は痛むけど、そんなこと言ってられない。幸村！　幸村……聞いてたら応こたえてくれ！』

　幸村の通信を待ってはいられない。

　けっきょく宗朗は、制服に着き替かえると大小を腰に差し、懐中電灯を手に旅館を後にした。

「倒れている笹を目印に歩いてきたけど、もうすっかりわからない。おーい！　おーい、みんな！　ぅあっ！」

　ズルッ、滑すべった。

　気づかなかったが、地面が小さな傾けい斜しやになっていたのだ。とはいえ、転ぶまでには至らず、ホッとする。

　顔を上げた、ところ、

「ひゃわわたぁぁああ！　ふひぃぃいいい！」

　やや離れた斜しや面めんを、悲鳴とともに滑り降おりてくる影かげ。いや、

「鎧……あれは、昼間の！」

　忠勝の鎧だった。

　直立すれば三メートルは下らない巨大な人型が、尻しり餅もちをついたままほとんど滑り落おちてくる。

　とっさに刀の柄つかに手を掛ける宗朗だが、暗くら闇やみにも、鎧の胸が大きく開いて、月明かりで中が見えるのに気づいた。

「中に……女のコなのか。チロ、ちゃん？」

　白い顔に黒くろ髪かみのおかっぱ頭は、いっしゅん見ただけでわかった。宗朗はとっさに飛び出だす。

　かろうじて歩ける程度の忠勝の鎧は、幸村の、逃げると見せかけて追ってきた鎧に打ちかかる、という戦法には最初から対処できなかった。

　康政ら三体の鎧がはるか先行した後を、よたよたと追いかけていたのである。

　しかし歩くうちに、姿勢制せい御ぎよがさらに悪化し、ちょっとした斜面で滑ってしまうともう止められなかった。

　あっと言う間に数メートルを滑り落ち、

「ひああ、んぅ！」

　落ちきって、止まった。軟なん弱じやくな地面に、腰のあたりまで埋うまり込んでいた。

「だいじょうぶか！　チロ！」

　そこへ駆けつけたのが宗朗だ。

　チロ、と呼ばれて忠勝はいっしゅんわからず、思い当たってあわてた。

「誰なんだよ。あの柳生の……ひわわわ！　来るなぁ！」

　なにしろ鎧の胸部装甲は開け放たれたまま。そのうえスーツなしの生まれたままの姿で操縦席に収まっている。

「ケガはないか!?」

　鎧に取り付いた宗朗が、操縦席を覗のぞき込む。

　忠勝はけんめいに身を背そむけようとするが、両手を腕部の孔あなに突き込んでいるので、裸はだかの胸を隠すこともできない。

「み、見るな！　なんだよ……見ないでぇ！」

「ぇ」

　真っ赤になった顔をけんめいに振る忠勝。

　最初、言われた意味がわからなかった宗朗だが、

「これ……は、幸村よりも、ぺた……ん」

　つい漏らしてしまい、

「バカぁ！　なんだよ！」

　唯ゆい一いつ、武器とも言える忠勝の頭ず突つきを食らうことになった。

「がふ！」



「……これ、裸で操縦するのかい」

　ハンカチで鼻を押おさえながら、宗朗が言う。幸い鼻血は少量で収まっていた。

「違うんだよ！　……来ていたスーツ、なくなっちゃったから」

　と忠勝。いまは操縦席から出て、笹藪にうずくまっている。宗朗の上着を、肩かたから羽織っていた。もちろん、宗朗がかけたものだ。

「チロが乗ってたのか」

「……そうなんだよ。それに、チロじゃないんだよ」

「わかってる。本多、忠勝なんだろう？」

　宗朗の言葉に、

「知って、たんだよ？」

　忠勝は顔を上げる。無意識に、それだけは持っていた小脇差しに手が伸のびる。けれど、

「ぁ……」

　視線を向けてくる宗朗の、少しも闘気のない目、穏おだやかな笑いを浮かんだ口もとを見ると、緊きん張ちようがたちまち溶とけてしまった。

「知ってて、なんで何もしなかったんだよ。斬きるなり、拘こう束そくして捕ほ虜りよにするとか、いつでもできたんだよ。あたいはみんなを、ころ……倒そうとしたのに」

「でも、しなかったろ？」

「しなかったんじゃなくて、視察装置が壊こわれたから、なんだよ」

「ぼくが眠ねむっているときなら、できたはずだ。でも、しなかった」

「それは……」

　鎧が壊れたあと、忠勝が旅館に潜せん入にゆうしたのは、あわよくば宗朗や道場の「剣姫マスターサムライ」たちを討うつためだった。

　けれど空腹に負けて食材（山菜）を盗ぬすもうとし、そこからは、宗朗や十兵衛たちとわいわい過ごすうち、すっかり当初の目的を忘れてしまっていた。

「ち、違うんだよ。せっかくだからご飯も……ちゃんと食べないと戦えないし！　お風ふ呂ろだって、笹藪の中を歩いて汚よごれたから入っておいたほうがいいし、そうやってちゃんとしてから、やろうって……」

「それだって、しなかっただろう？　黙って旅館を出て行った。ぼくは眠っていて気づかなかったし、襲う機会はいくらでもあったはずだ」

　同じ部屋の十兵衛や兼続にしろ、すっかり眠っていて隙すきだらけだった。なのに、

「スーツを捜して、て……それに、鎧を回収するのが最優先、で」

　言いながら、自分でも忠勝は矛む盾じゆんに気づいてしまう。

　鎧の回収を優先するなら旅館へ潜入する必要はなく、「剣姫マスターサムライ」たちを討つなら何度もの機会をみすみす無む駄だにしている。

「だろ？」

　とは宗朗だ。手を伸ばすと、忠勝の頭に触れる。

「なにを……！」

　思わず身構えそうになる忠勝だが、宗朗は、やわらかな髪かみをクシャッ、とつかむようになでただけだった。

「宗……あき、ら、なんで、おまえはそんなふうなんだよ。いまだって、あたいをやっつけるか捕つかまえるか、できたんだよ。あたいを帰したら、またあれに乗っておまえたちを討ちに来るって、そうしたら」

「そうしたら、戦うよ。全力でね」

「え」

「十兵衛や幸村や千姫さまや、ぼくの『剣姫マスターサムライ』たちを傷つける者とは命がけで戦う」

「だったら……！」

「けど、チロはそうしなかった。いまだって、刀を抜いて向かって来たりはしない。だったら、戦う理由がないじゃないか」

　忠勝が何度も小脇差しに手を伸ばしたことも、宗朗はわかっていたのだ。さらに、

「それに、こんなふうに話もできる。戦わなければ、話したり、いっしょにご飯を食べたり、いっしょにお風呂に入ったり寝ねたり、あ、ぼくはしないけどね、もちろん。ははは、十兵衛がそういうの、すぐだからさ」

　思い出したのか、おかしそうに笑った。

　おもむろに宗朗が立ち上がる。忠勝に手を差し出す。

「それ、乗るんだろう？　抜け出すの、手伝うよ」

　視線が鎧を差していた。

　辺りを見回し、適当な大きめの枝を見つけると、それで鎧が埋まっている地面を宗朗は掘ほり返かえし始める。

「ま、待てってば！　本気なんだよ？　これにまたあたいが乗ったら、ほんとにおまえたちを討つ……討てるようになって」

「チロの、なんだろう？　これを動かすのがチロの力なら、なくすべきじゃない。ぼくらが取ったりもできないよ」

「だって、それに、チロじゃないんだよ！　あたいは、チロじゃなくて」

「きゃぁあああっ！」

　突とつ然ぜんの悲鳴に、ふたりの会話は途と切ぎれた。続いて、重々しい衝しよう撃げき音おんや打ちよう擲ちやく音が響いてくる。

「十兵衛……それに！」

　すぐに宗朗は刀をつかむと、駆け出す。

「ぁ、おまえ……宗朗」

「ごめん！　あとでまた手伝うよ！」

　振り返りながら叫ぶ宗朗。すぐに藪やぶの中に、見えなくなる。

　残された忠勝は、

「そんなことじゃないんだよ。いま戦ってるのはあたいの妹たちで、みんな鎧に乗って、おまえたちを討とうとしてるんだよ。それなのに……」

　不意に風が吹きつけて、忠勝のおかっぱ髪を吹き上げる。宗朗にかけられた上着も翻って、忠勝は胸むなもとをかきあわせた。

「あいつの……」

　上着の内側からほのかに立ち上る匂においに初めて気づいて、忠勝は鼻をすすり上げる。なぜか急に恥はずかしくなって、頬ほおを染める。

「チロ……じゃないのに」



「半蔵、早く逃げるのよ！」

「ぞうさん！」

　一転、半蔵を救うために攻撃を仕し掛かける千姫と十兵衛。

「わたくしだって、まだまだ、負けたわけではございませんわぁ！」

「ウキュゥゥ！」

　兼続に佐助までもが、果か敢かんに康政に打ちかかっていく。

　しかし、

『笑止！　笑止！』

　向き直るや、康政は三鈷剣を両手に持もち替かえ、薙ぎ払はらう。圧あつ倒とう的てきな圧力に、

「きゃぁあ！」

「わぁああっん！」

　吹き飛ばされる「剣姫マスターサムライ」たち。

「又兵衛、上から狙ねらうのじゃ。よいか！」

　幸村が言うと、又兵衛はうなずいて前へと出る。そこへ、

「風花旋せん風ぷう翔しよう！」

　二枚の大鉄扇を扇として使い、暴風を巻き起こす幸村。その風に乗って、又兵衛が大きく跳ちよう躍やくする。

「ふ、んっ！」

　本来の跳ちよう躍やく力りよくに加え、風の力で高々と舞まい上がる又兵衛。完全に康政の頭上を取ると、そこから姿勢を整え、いっきに急降下する。

　五丈じよう鑓やりの切っ先が、兜のしころと襟えり元もとの間を正確に狙う。実際の鎧武者の弱点であり、この場合も有効と思われた。

『笑止というに、馬ば鹿か者ものが！』

　けれどこれも、三鈷剣で簡単に受けられ、そのうえ、

「ぅっ！」

　穂ほ先さきをがっちりとつかまれてしまう。鎧の手のひらは、刃が少々食い込むくらいでは断たち切きることはできない。

「バッカじゃない！　バッカじゃないの！　そろそろ遊びは終わりよ！　もうぜんぜん、あたしひとりでやっちゃうんだからね！」

　急に、それまでと違う康政の生声が鎧から響いた。

「あらあら、音声の変へん換かん装置を切ってしまったのでございますね」

「わざと、ね。それだけ自己主張激しい子だから、康政は、ね。ほんとうなら懲ちよう罰ばつものだけれど、全員斬ってしまったら、関係ないとも言えるわね」

　直政と忠次が顔を見合わせる。

「又兵衛、引くのじゃ！　これ以上……」

　幸村の言葉にいっしゅん遅れて、又兵衛が五丈鑓の柄を離はなした。

　康政が簡単に奪うばい取とる。

　もし手を離さなかったら、力負けしたばかりか、引き寄せられ、三鈷剣に貫つらぬかれていただろう。

「バッカみたい！　ほら、おまえの鑓よ、ほら、ほら！　バッカみたい！」

　奪い取った鑓で又兵衛を逆に突く康政。

「くっ！」

　屈くつ辱じよくに唇くちびるを噛かみながら、なんとかかわして後退する又兵衛。康政は飽あきたのか、

「バーカ」

　鑓を放ほうり投なげると、再び本来の得物である鉄球を引き寄せる。両手につかむ。

「もうほんと、終わりでいいんでしょ。いいのよね。抵てい抗こうしたから手打ちにした、でいいんだし。柳生の男だけ確保すれば目的達成、なのよね」

　ブンッ！　ブゥン！　しだいにうなりを増す鉄球。康政の周囲を、二重の円を描いて回り始める。

「ぅう、こうなっては」

　幸村が、つい焦りの言葉を漏らす。

　脇差しを手にした又兵衛がぴったりと寄り添そうが、鑓のない分、戦闘力は大おお幅はばに低下していた。

「待ちなさい！　おまえたち、ほんとうに徳とく川がわの『剣姫マスターサムライ』なら」

　かろうじて進み出る千姫。

　薙刀を手に、立っているのがやっとだが、けんめいに康政の鎧を振り仰あおぐ。しかし康政は千姫に対しても、

「バッカじゃない。あんたが姫ひめ君ぎみだって、どうにでも報告なんてできるし、めんどくさいからこのまま……ふん、わかったわよ」

　どうやら千姫だけは無事の確保が優先されると見えて、直政と忠次に向かって、しぶしぶ答える康政だ。

「ぉ、御姫さまだけでも、脱だつ出しゆつを……ごふ！　ごほ、ごほっ！」

　十兵衛たちに助けられた形の半蔵も、喉のどを痛めてもう戦えない。それでも千姫だけは護って逃がそうと、けんめいの力で残った忍者刀をかまえる。

「あー、もうバッカみたい。勝ち目がないのにバッカみたーい！　だんだんつまらなくなって来ちゃったから、もういっぺんに行くけどいいわよね。そっちの御姫さまだけ、確保よろしくよ！」

　とうとう康政が、ふたつの回転する鉄球を押し出しながら向かい来る。地面を蹴けって、躍おどり出でる。

「待ってもらう！　いや、もうこれ以上はさせない！」



　　　　　４



　一陣じんの風のように声が響ひびいて、康政の動きを止めた。

　その声。

「お兄ちゃん！」

「宗朗なの？」

「いかん宗朗、ここへ来ては……！」

　色めき立つ「剣姫マスターサムライ」たち。しかし同時に、強大な敵の前に宗朗をさらしてしまう危険をさとってたじろぐ。

　しかし宗朗は、

「ぼく抜きで戦いを進めるなんて、困るんだ。ぼくはたしかに直接みんなの加勢はできないかもしれない。けど、ぼくはみんなの『将』なんだから」

　言い切る。腰の刀の鯉こい口ぐちを左手の指が切っていた。

「宗朗！」

　千姫の声が悲鳴のような甘い響きを帯びる。しかし、

「柳生の男も来たんだね。バッカじゃないの！　バッカじゃない！　かなうわけないのに！　あたしにかなうわけないのよ！　いいわよ、一度にやってあげる！　徳川の姫ひめも柳生の男も、死なない程度に生かしておいてあげる！　やってあげるから、ね！」

　康政が吠ほえる。

　少女の声のはずなのに、それまでの音声変換された野太い男声よりも奇き怪かいな迫はく力りよくを伴ともなっていた。

「勝算はあるのか、宗朗」

　又兵衛に抱かかえられるようにして、幸村が宗朗に寄り添う。

「お兄ちゃん！　十兵衛たち、負けちゃうよぉ」

「むむ、無念……ってまだ、負けてませんわ！　負けて……むぐぐ」

　十兵衛も、兼続とお互いに肩を貸しあって、ようやく立っている状態だ。

「半蔵だけでも、傷を治してあげたいの！」

「い、いけません御姫さま。半蔵はどうなっても、御姫さまさえご無事でしたら……！」

　半蔵をかばう千姫と、千姫にもたれることもよしとせず、けんめいに自分で立とうとする半蔵。

「ウキュキュゥ」

　こちらも、怯えから小こ猿ざるに戻ってしまいそうなのを、がんばってこらえる佐助。尻尾しつぽを股またの間に無意識に挟はさんでしまっている。

　自然と宗朗の側に集まった「剣姫マスターサムライ」たち。

「あんなにひとかたまりになっては、いっぺんにやられてしまうでございますね」

「下策ね。ほんとうに『将』と言えるのかしらね。誰も彼かれもみんな救おうっていうのが、実戦の場では間ま違ちがっていると思う」

　あいかわらず傍ぼう観かん者しやを決め込む直政と忠次だ。けれど、康政がやりすぎるときには、止めるために割って入るつもりでいた。

　宗朗は、

「勝算なんてないさ」

　笑った。驚おどろく幸村。

「なんじゃと、勝算もなしに出てきたというのか。それでは犬死にではないか。おぬしだけでも生かそうとしておる我らの気持ちが、わからんのか」

　つい、声を荒あらげてしまう。

「勝算というなら、十兵衛とキスしたらどうですの！　こ、こ、この際、許しますわ！」

「おまえに許されることじゃないわよ！　でも、こんなときだから、千も認めてあげる。みんなを、半蔵を助けて！」

「お兄ちゃん！　十兵衛、いいよ。チュー……しよ！」

　兼続に千姫、そして十兵衛が望むキス。「剣姫マスターサムライ」十兵衛を呼び出す鍵かぎとなる。たしかに勝算といえば、

「それしかないのじゃ！　迷うておる場合か！」

　と幸村も宗朗を焚たきつける。

　これに康政が反応した。

「へーえ、その十兵衛が、『剣姫マスターサムライ』十兵衛になるっていうなら、待ってやってもいいわよ。キスで変わるんだってね。バッカじゃないの！　キスでって、バカバカバカ！　バッカみたい！　やれるのならやってみなさいよ。そんなバカみたいな『剣姫マスターサムライ』が最強だなんて、ありえない。バカにしないで！　まとめてやってやるわよ！」

　鉄球がさらにうなりをあげる。

　いますぐに二個、同時に投げつけられれば、宗朗も「剣姫マスターサムライ」たちも、半分はいっきに倒されてしまうだろう。

　しかし宗朗の答えが、

「いや、キスはしない」

「なんじゃと！」

「なん、ですって！」

「剣姫マスターサムライ」たちを驚かせ、動どう揺ようさせた。

「お兄ちゃん、どうして」

「そうですわ、いまキスしないで、いつするんですの？　あの鎧オバケも、キスを待ってくれてるんですのよ！」

「ごめん。でも「剣姫マスターサムライ」の十兵衛さんを便利にたよりたくないんだ。危険なときだけ呼び出して、助けてもらおうなんて、仲間に頼たのむ事じゃない」

　宗朗の言葉に、「剣姫マスターサムライ」たちは、あっ、と虚きよを衝かれた。息をのむ。

「そうじゃった、か。我らは仲間。じゃとしたら、『剣姫マスターサムライ』の十兵衛もまた、仲間のはずじゃ」

「自分たちが助かるために、『剣姫マスターサムライ』十兵衛を危険にさらす。千たち、いつもそんなふうにしていたなんて」

「で、でも、ですわ。仲間なら、苦しいときに助け合うのが……」

「わかったの、お兄ちゃん！」

　にわかに重苦しくもなる、そんな空気を、十兵衛の声がパッ、と変える。

「十兵衛」

「うん、十兵衛ね、いつでもチューしていいの。でもね、お兄ちゃんがほんとにしたいって思ったときに、してほしい」

　真しん摯しに宗朗を見つめる十兵衛。唇は、愛らしい笑えみを刻む。

「いつでもって、いつですの！　だったらいま」

「待て、黙だまっておれ、十兵衛が……」

　幸村が気づいた。十兵衛の表情が、変わっていく。

　笑みを浮うかべながらも、それまでの子どものような笑みから、どこか落ち着いた、大人の笑みへと。

「だが、ひとつだけ言いたい」

　声も、変わっていた。紛まぎれもない、

「『剣姫マスターサムライ』の、十兵衛さん！」

　半蔵が瞠どう目もくする。十兵衛の唇が続けた。

「仲間だからこそ、頼たよれるときもあるのではないか。仲間だからこそ、危急のときには自らを顧かえりみず駆かけつける。仲間だからこそ、ときには自分勝手な頼みもする。頼る。そんな仲間なら……」

　宗朗を、見つめる。唇が、もっと楽しげに笑った。

「いつでも呼び出すがいい」

　それだけ言うと、

「……お兄ちゃ、ん？　れ、十兵衛、えっと……うん？」

　またもとの、あどけない十兵衛に変わっていた。

「ど、ど、どっちですの？　呼び出しますの？　呼び出すな、ですのぉ!?」

　焦じれたのと混乱とで、声を上げる兼続。

　しかし兼続だけではない。

「バッカみたい！　なにそれ、バッカみたい！　待たせておいて、人を待たせておいて、なにそれ、ほんと、もういいかげんになさいよね！　ほんと、もう区別しないわよ！　みんな、全員まとめて、やってあげる！」

　康政が、鎧姿をぐっ、と踏ふみ出す。鉄球を投とう擲てきする、

「やりなさい！　でもまず、千を倒たおしてからよ！」

　寸前、宗朗の前に立ちはだかったのは、

「千！」

「千姫さん！」

「いけません、御姫さま！」

　千姫だ。両手をいっぱいに広げ、薙刀なぎなたを捨てて、康政に向かい合う。小山のような康政を相手に、真まっ直すぐに視線を向かい合わせる。

「いいえ、わかったのよ。仲間を護まもるって、どういうことなのか。そのために必要なら、なんだって使うわ。命いのち乞ごいで仲間を助けられるなら土下座だってできる。けれど、私にいちばんできるのは」

　そう言うと千姫は、康政の兜かぶとの下、面帽ぼうを見み据すえて叫さけんだ。

「控ひかえよ！　榊さかき原ばら康政、徳川の臣たるおまえが、この徳川千に刃を向けるとはなにごとか！　いますぐ武器を収めよ！　下がれ！　千と、千の仲間たち、千の『将』を傷つけること、これ以上は絶対に許さぬ！」

　一歩も退かない決意が、瞳ひとみから迸ほとばしる。それは力となって、千姫の体内から荒ぶる闘気をあふれさせる。

「あー、やってしまったでございます。やられてしまったでございますね」

「最初からわかっていたことなのよね。忠勝といい、そのへんを無視して飛び出すから。突つき詰つめればこうなるのは当然よね。わたしたちで姫君を保護するとか、そういう搦からめ手はともかく、真正面から向かえばこうなるのよね。さてどうするのかしら、康政。ふふ、ふふふ」

　あくまで傍観を決め込む直政、忠次。

　康政は、

「ば、ば、バッカじゃないの！　言ったじゃない、徳川の姫だからって、姫なんて言ったって、やっちゃうって！　やっちゃうよ、やるよ！　バッカみたい、やっちゃうんだから！」

　鉄球をよりいっそう大きく振ふり回まわす。のしかかるように、千姫に身を近づけ、三鈷剣でも威い嚇かくする。

　しかし千姫は少しも下がらない。

　顔を背けることもうつむくこともせず、ただまっすぐに康政を見つめる。その表情は、最初の切羽つまったものから、どんどん落ち着きを見せていった。

　それを見て、

「ほお、なるほど。千の覚悟、しかと見せてもらった。ならば、わらわもまた示さねばなるまい」

　幸村がやにわに立ち上がる。

「幸村さま」

　又兵衛も続いた。前へ出る。千姫同様、楯たてとなって康政の前に立ちはだかった。

「なにしてるのよ、おチビちゃんたち！　これは千だから……」

　驚いた千姫がやめさせようと言うと、

「同じことじゃ」

「でも、おチビちゃんは」

「たしかにわらわは徳川の者でもなければ、ましてあれなる四天王どもの主筋でもない。じゃが、命を賭かけて仲間を護るということは同じなのじゃ」

「命を賭けて、仲間を……」

「うむ。どだい、やつがキレて、おぬしもろとも鉄球をぶつけてきたらどうせ助からぬ。その点でも同じなのじゃからな」

　笑う幸村。又兵衛がうなずく。

「わたくしも！　やりますわ、できますわ！　いいえ、やらせていただきますわ！」

　不意に、兼続が立ち上がる。

「御姫さまだけに、危険な橋は渡わたらせません。半蔵も、お伴いたします！」

　よろよろと、けれど毅き然ぜんとして半蔵が立ち上がれば、

「十兵衛もやるの！　強い十兵衛さんじゃないけど、十兵衛もみんなといっしょだよ！」

「ウキュ！　キュキュ!!」

　とうとう全員が立ち上がり、千姫と並んで、あるいはさらに前にも出る。康政に敢かん然ぜんと相対した。

「みんな……！」

　これには宗朗のほうが圧倒される思いだった。

「剣姫マスターサムライ」たちの心が、ひとつになった。宗朗とも、等しく通じ合う。

「あ」

　不意に十兵衛が声を上げた。

「なに、よ……ぇ」

　千姫も、気づく。

「なんじゃ、いまはそれどころで……ふむ、ほぉ」

　幸村が、小さく笑みを漏もらした。

　それはもちろん、半蔵、又兵衛にも、

「な、なんですのぉ！」

「キュ、キュゥゥ！」

　兼続、それに佐助にも。

　等しく、同じ事が起こっていた。

「身体が、あたたかく……首の痛みが、いえ、傷が消えています」

「……力が」

　康政に鍔つば迫ぜり合あいで負けて押し込まれ、つぶれかけた半蔵の喉がウソのように回復していた。

　又兵衛の鑓やりが、その手に戻る。

「だいじょうぶなのか、委員長。又兵衛さんも……みんな」

　宗朗が目を見張る。

　さっきまで傷つき、不調をこらえてけんめいに身体を支えていた「剣姫マスターサムライ」たちが、いまは自信にあふれ、力強く立っている。

　背筋もピンと伸び、肌はだつやも輝かがやくようだ。

「おぬしから、力がじゅんじゅんと流れ込んでくるようじゃ。なんと、心ここ地ちよいものよ」

「さっきまで痛かった手て脚あしが、もう少しも痛くないの。それに、気持ちまでずっと強くなって来てる」

　幸村、千姫が不敵に笑う。余よ裕ゆうまでもまとって来ていた。

「お兄ちゃんの側にいるだけで、こーんなにいい気持ちなんだよ！　だからぁ、くっついたらもーっと！」

　元気になった十兵衛が、宗朗に抱だきついた。

「わっ！　ちょ、っと、やめなさい十兵衛、いまはダメだ……ぬわ！」

　宗朗の首にしがみついて離れない十兵衛に、

「近づくだけより直接さわる……確かにいいかもしれませんわ！」

「ウキュゥゥ！」

　ふだんなら引き留とどめるほうの兼続も、宗朗の腕にギュッと抱きついていく。佐助は頭に飛び乗っていた。

「一理あるのお。どれ、わらわもじゃ」

「ちょっと！　千が最初に……もぉ、残しておいてよね！」

　幸村、千姫までが宗朗の手を取り、あるいは腕をからめる。

「もっと力をいただいて、御姫さまのお役に立ちます！」

「……御ご免めん」

　半蔵、又兵衛までも。

　宗朗を中心に「剣姫マスターサムライ」たちの輪が自然にできあがる。「剣姫マスターサムライ」たちどうしも触ふれ合い、繋つながりあって、

「まあ、そういうことでございますの」

　直政が漏らした。

　忠次も、その面帽の視察装置に映る光景に見入っていた。「剣姫マスターサムライ」たちの身体から燐りん光こうのような輝きが漏れ出し、その肌を染めている。

　しかし収まらないのは、

「ば、ば、バッカじゃないの！　バカバカバカ、バカばっかり！　おまえたちみんな、バッカみたい！　やれないと思って調子に乗ってるんだろうけど、このまますごすご手を引くと思ったら、大おお間ま違ちがい！　大間違いなんだから！」

　康政だ。食いつくように宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちを見下ろす。

　けれどそんな挑ちよう発はつにも「剣姫マスターサムライ」たちは乗らず、むしろますます自信と力を強めていくようだ。

　ついに康政が、意識の中で一線を越こえた。平たく言うと、キレた。

「ほんとにやれないかどうか！　見せてやるわよ！　ほんとに、ほんとに……!!」

　振りかぶった鉄球を、叩たたきつける。

　遊びでも威嚇でもなく、本気で真っ直ぐ、いっさいの手加減もなく、打ち付ける。「剣姫マスターサムライ」たちの輪に、その中心の宗朗に。

「いかん！」

　幸村が声を発する間もなく、全員が気づき、とっさに動いていた。しかしタイミングは一いつ瞬しゆん遅おくれ、七人がかりでも康政の鉄球を止められる保証はない。

「おバカさん、ほんとうにやるなんてね。ほんとうにおバカさんね」

　忠次が動いていた。直政も。

　しかしこちらも油断があった。康政が、ほんとうにやりはしないだろう、まだやらないだろう、という読よみ違ちがえ。

　結果、

「潰つぶれてしまえぇぇぇえ！」
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　康政の鉄球が、宗朗を、「剣姫マスターサムライ」たちを直ちよく撃げきする。押しつぶす。すり潰す。

　しゅんかん、

「させないんだよ！」

　黒い影が、そこにあった。

　がっちりと真正面から、鉄球を受け止める。

「な、にぃぃい！」

　康政も驚きよう愕がくする、その速度だ。

　直政や忠次も一歩間に合わないところへ、「剣姫マスターサムライ」たちに届くよりも速く、それまでにまったく姿をとらえることのできない場所から現われる。

　まるで、無からこつぜんと姿を現わすような。

　忠勝の鎧よろいだった。

「鎧なの？　最初に千たちを襲おそった鎧がなんで!?」

　千姫も瞠目する。

「乗っておるのは、あやつか。あの……」

「チロにゃん！　チロにゃんだよ！」

　幸村、十兵衛も振り仰ぐ。「剣姫マスターサムライ」たちの頭上で、ふたつの鎧が組み合うように対たい峙じしていた。

「退くんだよ、康政！」

　忠勝の鎧は変わらず、胸部装そう甲こうを開いたままだ。忠勝の声が、そのまま宗朗たちにも、康政にも届く。

「なんのつもりよ！　こいつらに味方するなんて、バッカじゃないの！　バカがうつったの!?」

　と康政。鉄球はつかまれているが、もう片手の三鈷剣けんがある。

　いっぽうの直政は、

「あらあら、まあ、忠勝の鎧は壊れかけのはずではございませんの」

　不思議がる。

「歩くのがやっとだったのよね。視察装置はあいかわらずで、操縦席の装甲は開けっ放しだし、どうしてあんな速度で動けるのかしら。忠勝の能力とはいえ、あの鎧ではとうてい難しいはずよね」

　忠次は冷静に分ぶん析せきするが、どうしても解が見いだせない。

「チロ！　チロ、そこにいるのか！」

　宗朗も呼びかける。

　思い切り首を上げて仰ぎ見みるが、鎧の操縦席はまるで二階の高さで、忠勝の姿は直接見えない。

「チロじゃないんだよ！　平へい八はち郎ろう、忠勝なんだよ！」

　上から声が降ふってくる。

　皮ひ膚ふからの微び弱じやくな電流を感じ取る操縦装置のせいで、あいかわらず忠勝は裸のまま操縦席におさまっていたが、宗朗の上着で身体の前を覆おおうことができた。

「あやつ、なぜ我らを……さては、宗朗がなにかしたのかの」

「え！　だって子どもよ？　それに、幕府の『剣姫マスターサムライ』なのに」

　幸村、それに千姫の、微び妙みようなところを意味する言いかた。

「ち、違うってば。チロとはさっき、向こうの笹ささ藪やぶで会っただけで」

「やっぱり会っておるではないか」

「ふたりきりで？　ほんと、手が早いんだから」

「だから、違うぅぅ」

　だがこの会話を耳にした忠次は、

「なるほど、あの柳生の男が鎧に触れたのね。そういうこと。そういうことなのね」

「はあん、あいつ、機械修理もできるんでございますの？」

　納なつ得とくし、直政の的外れな問いは放置されたままになる。

「チロにゃん！　チロにゃん、助けてくれたの。あのおっきな鎧を動かせるって、チロにゃん、すごおぉい！」

「チロにゃんではありませんわ！　本多忠勝ですのよ。幕府の四天王で……はて、なんでわたくしたちを助けてくれたんですの？」

　同じ問いを、興奮と激げき昂こうとともに康政が吐はき出した。

「バカ忠勝！　場合によっては、ただではすまさないわよ！　敵を助けて、あたしのじゃまして、バッカじゃない！　お上に報告してあげるわ！　なんて言われるかしら。どんな罰ばつが下るのかしら！」

「罰は、おまえのほうなんだよ！」

　しかし忠勝は思ったよりも冷静だった。

「なに言ってんの、バッカじゃない！」

「バカはおまえだよ、康政！　おまえたちは、あたいと鎧を回収に来たはずなんだよ。その勤めに、柳生道場との交戦は認められてないんだよ！　そのうえ、宗そう家けの姫君を弑するなんて、絶対絶対、ダメなんだよ！」

　言い放つ。

　忠勝の言葉に真っ先に反応したのは忠次だ。

「ふぅん、そう来たのね。ふふふ、よく考えたみたいね。ふふふ、ふふふ」

「いいんでございますの？　忠勝だって、勝手にひとりでお城から飛び出して、こんなところで柳生の面々と戦っていたのでございます？」

「それはね、ふふふ」

　直政に忠次が答える。

　たしかに忠勝は主命もなしに勝手な行動で宗朗たちを襲った。咎とがめられるべき点は多々ある。

　けれど康政は、宗朗はじめ、道場の「剣姫マスターサムライ」たち全員を生死の境なく討とうとした。その中には将軍の実娘、千姫も含ふくまれている。

　忠勝も、その襲しゆう撃げきで千姫を襲ってはいる。

　しかし結果、千姫は無事だったこと。また、より大きな加害性の明白さから、康政の罪はより重いと言わざるを得ない。忠勝が止めなかったら、千姫の命はほんとうになかった可能性が高いのだ。

「だから、退くんだよ！　これ以上、もうダメなんだよ。あたいは敵を助けてなんかいない。……だって、柳生宗朗とは、あたいが決着をつけるんだよ！」

　忠勝のその言葉に、

「……チロ！」

　宗朗が、

「バッカみたい、ぇ、なんて」

　康政も驚き、

「へえ、ふぅん。ふふふ、そうなの」

　忠次が、面帽の下でほくそ笑んでいた。

「チロにゃん！　なんで!?」

　十兵衛も、見上げて叫ぶ。

　忠勝が、その鎧がようやく下へ向き直った。宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちに、操縦席の中の姿を向かい合わせる。

「それはあたいが、幕府のサムライだからなんだよ。将軍、お上の『剣姫マスターサムライ』だからなんだよ。あたいはお上の命に従う。宗朗を倒せと言われればそうする。柳生十兵衛、おまえにだって、この鎧を万ばん全ぜんにして、絶対勝つんだよ！」

　言い切った。

「チロ、どうしてなんだ。話し合えば、戦わなくてもいいって、わかりあうことで、戦うよりずっと大きな結びつきになるって」

「わかってるんだよ」

　宗朗の言葉を遮さえぎって、忠勝が話す。その視線は、まっすぐに宗朗の目に向かってきていた。

「言ってくれて、うれしかったんだよ。いつかそうできたらって、思うんだよ。だけどやっぱり、あたいは幕府のサムライなんだよ。そのことに誇ほこりを持ってるから、裏切ったり、逃にげるなんてできない。そんなことをしたら、あたいがあたいでなくなるんだよ。本多忠勝でなくなるんだよ！」

　忠勝の小さな顔までは暗がりではっきりしない。けれど黒目勝ちの目が月明かりを反射するほどに潤うるんでいるように見えた。

「ふん、バッカじゃないの。バカまるだしじゃない。でも、あたしはいいわ。それで。忠勝、あんたが宗朗ってこいつも、十兵衛も、命とあればそこの姫君も、あんたが討つってことなんだから、それでいいのよね。バッカみたい。でも、やるのよね！」

　ついに康政が退いた。

　鉄球を、引ひき戻もどす。三鈷剣も兜の前立に戻した。下がる。

　忠勝には、宗朗が相対する。

「チロ、いや、忠勝。わかったよ。よくわかった。それが忠勝の矜きよう持じなんだって。ぼくもそれを失ってほしくない。でも同時に、やさしさも持っていてほしい。ぼくたちは、やさしさと誇りを、両方持っていけるはずだ。それが、戦いの場でも」

「お兄ちゃん、チロにゃんと……」

「戦うときは、戦う。それが、侍さむらいだ」

　宗朗もまた、言い切る。そしてその言葉を待っていたように、忠勝が笑った。

「言ってくれると、思ってたんだよ。宗朗、会えて、話せて、よかった。これでこんどあったときは、思い切り、戦えるんだよ！」

　操縦席の暗がりの中で、おかっぱ髪がみのかかる忠勝の目が、等しくサムライの目になっていたことを、このとき誰だれも疑わなかった。

「忠勝……。わかったよ。ぼくも、そのときは戦う。全力で」

「情けをかけたり、手加減をするならお断りなんだよ。サムライは死ぬときまでサムライ。戦って死ぬのがサムライなんだよ！」

　話は終わった。

　もう言葉は必要ない。

　宗朗は忠勝を見つめながらうなずいた。忠勝もうなずく。「剣姫マスターサムライ」たちを見回し、鎧の向きを変える。

「また会うんだよ！」

　ゴッ！　しころの下、背中の鎧の一部が開いて開口部が露ろ出しゆつする。いっきに火か炎えんを噴ふん射しやすると、たちまち空の一部に溶とけて見えなくなった。

「チロにゃん……、空が」

　見送る十兵衛がつぶやく。

「朝陽ひか。もう、そんな時間なのじゃな」

　地平線が赤くにじみ、そこからじょじょに明るい色が広がって、夜空をグラデーションに染めている。

　長かった戦いを象しよう徴ちようするような光景に、宗朗もいっしゅん見とれた。

「ふん。バッカみたい。こんどだけは見み逃のがしてあげるわ。だけど忠勝がやらないなら、このあたしがやるわよ。あんたたちみんな、次こそ討うち取ってやるわ！　やらないなら、忠勝もあたしが討つ！」

　康政はそれだけ言うと、中の少女そのままの仕草でかぶりを振り、大きな跳躍を見せると、藪やぶの中へと飛び込んで行く。

「今日はこんなものでございますね」

「思ったよりおもしろいものが見れたのよね。お城にいいお土産みやげができたわね」

　直政、忠次の鎧も、まだ残っていた暗がりの中へと同化して消えた。

「終わった、のね」

　千姫が吐と息いきのようにつぶやいたひと言を、誰もが呑のみ込み、しばらく誰も声を上げなかった。
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「……ここが柳生道場かい」

　地面と空気を規則的に震ふるわせる大排気量多気筒エンジンの音に混じって、つぶやく声がひとつ。

　長身を座席の低い単車に跨またがらせ、投げ出だした長い脚あしは地面をとらえている。

　顎あご紐ひもを解くと、両手でフルフェイスのヘルメットを頭から抜ぬき取る。

　ヘルメットを掲かかげ上げると、意外に長い髪が逆立つようにいっしゅん立ち上がり、すぐに解け落ちて背中にまで広がった。

「さあて、見せてもらおうか。柳生十兵衛。天あま草くさを倒し、幕府からも一目置かれる、『剣姫マスターサムライ』たちの力ってやつをな！」

　それだけ言うと、道場の正門をしばらく見つめていたが、

「うん？　ちっとも『気』が感じられねえ。『剣姫マスターサムライ』が八人もいれば、隠かくしきれない濃のう厚こうな『気』が漏れ出しているはずなのに、どうなってる。……なに、不在、だぁ？」

　少女は憮ぶ然ぜんとして頭をかく。長いポニーテールの根本に差していた煙管きせるを引き抜くと、ポン、ポンッ、手のひらにぶつけるように叩いた。

「……出直す、しかねーな」

　煙管を再びポニーテールに戻す。ヘルメットはハンドルにぶら下げたまま、アクセルをギュッ、開いた。

　とたん、爆ばく発はつするようにエンジンが高鳴る。クラッチを離すと、土つち煙けむりを上げながらその場で百八十度、アクセルターンを決めた。

「どのみち、この格好じゃあいまいち、楽しくねえ」

　キュッ、と悪戯いたずらっぽく笑う。真っ白い歯が奥おくまで覗いた。

「まただぜ！」

　手を突き出すと、ブレーキから手を離し、再びクラッチをミート。派手なスリップ音と土煙を蹴け立たてながら、単車が加速していく。

　この者、前まえ田だ慶けい次じ。

　柳生道場の面々と、すぐに濃こい交わりを果たすことは、もはや定められた運命のようなものだった。







肆◆独眼竜と小竜と
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「ずーん……」

　その日の午後。

　柳生やぎゆう道場にようやく帰ってきた宗むね朗あきらと「剣姫マスターサムライ」たち。どうしても、言葉少なになりがちだった。

「ずーん」

「なんですの、なにか落っこちてきたんですの？」

　畳たたみの上に滑すべり込むようにうつ伏ぶせになった十じゆう兵べ衛えが、そのまま動かずに謎なぞの擬ぎ音おんを繰くり返かえしている。

　いちおうツッコむ兼かね続つぐだが、どこか疲つかれは隠せない。

　道場の、十兵衛に与あたえられている部屋。

　いちおうは、再建なった庭の犬小屋、もといコテージに住んでいる建前の兼続なのだが、最近ではほとんどこの部屋でいっしょに寝ね起おきしていた。

「ウキュゥ」

　幸ゆき村むら、又また兵べ衛えのいる離れと、この部屋のどちらかにいることの多い佐さ助すけ。いまは小猿姿だが、やはり表情は冴さえない。

「ずーん。違うんだもん、このお家がそんな感じなの。帰ってくる途と中ちゆう、お兄ちゃんずっと黙ってたし、ゆっきーも何か考えてて、千せん姫ひめさんはため息ついてるし」

　重苦しい空気を、十兵衛なりに表現しているのだ。

「しかたありませんわ。幕府の『剣姫マスターサムライ』が四人も出てきたんですのよ。ひとりに全員でかかってもかなわなかったのに。チロ……忠ただ勝かつが止めてくれなかったら、わたくしたち、いまごろ何人か首がとんでいたんですわ」

　そう思うと、とても明るくなどできないのも道理だ。

　いったんは退いた四天王だが、いつまた襲ってくるとも限らない。どちらかが倒れるまで戦う、と忠勝は宣言した。

「ぷぅーん」

「こんどはほっぺたが鞠まりみたいに膨ふくらんでますわ。ふてくされても状じよう況きようは変わりませんわよ」

「じゃあ、ぐっちゃんはどうするの」

「わたくしですの？　わたくしは……そうですわね、この道場の防備を固めて、直なお江え流戦せん鎚つい術に磨みがきをかける稽けい古こを……ぅー」

　言っている途中で、兼続の頬ほおも膨らんで来る。しまいには口が尖とがって、ふーっ、と息を吐き出した。

「勝てる気がしないって、こういうことですのね。ウソをついているようで、しゃべれなくなってしまいますわ」

　気持ちの底で、負けを認めてしまっている。

　それがいちばんよくない、とわかっていても、いっこうに気持ちが立ち上がって来ない。あきらめない、と誓ちかったはずなのに、あまりの力の差に萎なえてしまう。

　兼続の口からも、ため息が出て、

「もう……」

「ざばば！　ざばっ！　じゅぱっ、ばたばたばた！」

　言いかけたとたん、畳の上の十兵衛が突とつ然ぜん、手脚をバタバタ暴れさせ始める。

「なんですの？　どうかしたんですの」

「水泳だよ！　泳いでるの、ほら……ばしゃ、じゃぱ、ざばば！」

　口で言いながら、両手で交こう互ごに畳を掻かく。下半身はバタ足。

「クロールですの」

「平泳ぎも！　……すーい、すい、すいー」

　こんどは両手脚を同時に動かす平泳ぎの動き。

「ウキュー！」

　なぜか佐助も並んで、同じように手脚をバタつかせる。

　畳の上で、水泳大会が始まってしまった。

「ちょ、っとお止めあそばせ！　パンツが丸見えですわ！」

　十兵衛の超ちようミニワンピではバタ足でも危険だったのに、平泳ぎの動きは致ち命めい的てき。丸見えどころか、全見せ状態。

「背泳ぎ～！」

　ところが十兵衛は、くるっ、と身体を表に返すと、仰あお向むけで背泳ぎの動きを始める。もうワンピの裾すそはすっかりずり上がって、ヘソまでが露あらわになっていた。

「もー、なにがしたいんですの。わたくしはつきあって泳いだりしませんわよ。わたくしは……」

　兼続は呆あきれたように腕うで組ぐみするが、泳いでいる十兵衛と佐助をチラ、チラとながめる。十兵衛は、

「だってー、黙だまってるとどんどん、ずーん、が大きくなって来ちゃうんだもん！　泳いでると、だんだん軽くなってくるよ。ポカポカして来たの！」

「ウキュゥ！」

　十兵衛の頬が上気して、ほんのり染まっていた。

「身体を動かせばあったまるのは当然ですわ。それより、下着丸見えなのをなんとかなさいませ、ですわ」

　兼続の言葉に、

「おー、そうだぁ！」

　十兵衛が突然動きを止める。身を起こす。

「キュ？」

「泳いでる場合じゃないよ、ぐっちゃん、こんなときはぁ！」

「なんですの、急に。こんなときは、なんですの？」

　十兵衛の閃ひらめき（？）に、兼続が思わず注視する。しばらくの間のあと、

「パンツ、買いに行こーぅ！」

　片手を突き上あげる十兵衛。つられて佐助までが、

「ウキュー！」

　両手を上げてピョコピョコ、跳とび上がっている。

「ちょ、なんですの!?　なんでパンツなんですの？」

　混乱する兼続。しかし十兵衛ワールドに脈みやく絡らくなど最初からない。

　ところが十兵衛は、ニコッ、笑うと兼続の腕うでをつかむ。ぐっ、と身を寄せるから、密着した胸に押おされて兼続は思わず下がりそうになる。

「へ、ぁ？　わ、わたくしはパンツは足りていて……たしかに、何枚あっても困るものではないし、ときにはお出かけパンツとか勝負パンツとか、ほしいものがないではなく、でも……」

　つい真面目まじめに答えてしまう兼続。しかし十兵衛は、

「お風ふ呂ろ、入ろ！　ぐつぐつ！」

　もう別の地点に思考が飛んでいた。

「呼び捨てですわ！　なんでお風呂……」

「だってこんなときにはぁ……ぐつぐつ煮にえた熱～いお風呂に入ってぇ、汗あせいっぱい出して、あったかいお布団ふとんで寝ねるの！」

「ウキュ！　ウキュゥ！」

　十兵衛の勢いに佐助も興奮して、ますます跳び上がる。

「それは、お風呂は気持ちいいですわ。けど、さっき温泉から帰ってきたばかりで……人工温泉でしたけれど、いちおうは……ちょ、っと、ひぃぃ！」

　しかし十兵衛はもう兼続の言葉を聞いていなかった。

　兼続の腕をつかんだまま駆け出す。風ふ呂ろ場ばに向かって廊ろう下かを一直線に突っ切きっていく。

「わぁい、お風呂、お風呂ぉ！」

「ひゃぁぁああ！」

「ウキュ、キュゥゥ！」

　……約三十分後。

「ふーっ、ふーっ!!　湯加減はどうですの！」

　風呂場の外で釜かまを焚たく兼続。

　薪まきをくべ、管を吹ふいて炎ほのおに空気を吹き込む。早くも顔が煤すすで黒くなっていた。

「だいぶ熱くなってきたよぉ！　ぐっちゃんぐっじょぶ！」

　小窓から顔を出した十兵衛が、下の兼続に手を振った。

「ウキュ！」

　佐助もいる。ふたりとも裸はだか（佐助はもともと裸以外がないが）で、もうしっとりと肌に汗を浮かび上がらせている。

「りょうかいですわ！　あとひといきですわね……って、なんでおらが風ふ呂ろ沸わかしてんだぁ！　いっしょに入るんでねがったんがぁ！」

　とつじょ気づいたように声を荒あらげる兼続。

　だいたい道場の風ふ呂ろ釜がまは自動式ではないので、こうして薪に火を点つけてつききりで焚かなくてはならない。

　最初はふたり（＋一匹ぴき）でやっていたものの、途中から、

『ちょっと湯加減を見てきてくださいませ』

　と十兵衛にたのんだ兼続。

　その後も夢中で風ふ呂ろ焚たきを継けい続ぞくしていたが、十兵衛と佐助は戻ってこない。

　じつは湯加減を見るために風呂に浸つかっていたふたり。つまりふつうに風呂に入っているのと同じなのだった。

「あは、ごめんなのぐっちゃん。早くおいでよ！　あったかいよぉ！」

「言われなくても、行きますわ！」

　残りの薪を釜かまの中に放ほうり込むと、怒いかりながら母おも屋やへと回ろうとする兼続を、

「ここから入ると早いよお。そぉれ！」

　十兵衛は小窓から身を乗り出すと、兼続の腕をつかみ、ひっぱり上げる。

「え、え？　えええ!?」

　確かに窓から入るほうが早い。しかし勢い余った十兵衛は、

「ひゃん！」

　兼続を風呂場に引き込んだところで尻しり餅もちをついてしまい、結果、

「ウキ？」

　ドポッ、ン！　頭から、着衣のまま、見事に浴よく槽そうに突っ込む兼続だった。

「……ぷはっ！　も、もう、信じられねえっぺよぉおお！」
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「ごめんね、ぐっちゃん。はい、気持ちいい？」

　湯気の煙けぶる浴室の中。

　洗い場にぺたんと腰こしを下ろした兼続と十兵衛。兼続の背中を、石けん泡あわを含ませた手ぬぐいで十兵衛が流していた。

「もう怒おこってませんわ。もうけっこうでしてよ」

　兼続はツインテールの髪を解いて、シャンプーに余念がない。腰の下まである長い髪を、じゅんじゅんに洗っていく。

「ぐっちゃんの髪って長～いんだね」

「そういう十兵衛も長いですわよ。ふだんはまとめているから短く見えるだけですわ」

　兼続が返すとおり、十兵衛もまた髪を解いて背中に垂らしていた。

「ウキュゥ」

　佐助はさっきから湯船の中で、お腹なかを上にして浮かんでいる。

　佐助も人間体になると髪は長いが、いまは小猿なので全身の短い毛と同様に、ざっと石けんで洗うだけでいい。

「十兵衛ねえ、最初は裸で落っこちてきたんだって。髪もこのまんま。きれいに結んでくれたの、べーたさんなんだぁ」

「そうでしたの。あのかたはお料理もお片付けもお上手ですわね。洗せん濯たく好きの鑓使いって、どうなんですの、と思ったりも……ふひゃ！　な、なにをやってるんですの!?」

　とつぜん奇き妙みような感覚が背中を襲い、兼続が声を上げて振り向むく。兼続の背中にぴったりと密着した十兵衛が、

「スポンジ使うより、こっちのほうが早いの！」

　肩かた越ごしに笑いかける。

「だ、だからそれはなんだと言っているんですのぉ！　やわらかくて弾だん力りよくがあって、プルンプルンでたゆんたゆんなものがわたくしの背中に当たってますわぁ！」

　もちろんそれは、

「ん。十兵衛のぉ、おっぱい！　だって、おっぱいはふたつあるから、一度にいっぱいぐっちゃんの背中洗えるし、ほら、こうやってくっついてぇ、ね！　すごーく仲良しさんなの！」

　それまでスポンジで兼続の背中を洗っていたのが、直接自分のバストにボディーソープを垂らして泡あわ立だてる。

　スポンジよりも大きなふたつのバストで、より効率的に洗える、と言うのが十兵衛の言い分。

　その姿は、背後から兼続に抱きつき、バストどころかお腹やその下までもぴったり密着して身体ごと上下させる動き。

「ひゃ！　はひっ！　お、おやめなさい、ですわ！　すっごくムニュムニュ、プリプリして……」

「気持ちいいね、ぐっちゃん！」

　背中で弾はずむ十兵衛のバストが、ギュッ、と押しつけられて形を歪ゆがませる。ムニュ、と横からはみ出す。

「気持ち、いいですわ、けど、なにか大切なものを失っていく気分ですわぁあ！」

　振り向きながら立ち上がろうとした兼続に、

「あっ！」

　偶ぐう然ぜん、バストをたわめるように伸のび上がった十兵衛が、肩かたから乗り上げるかっこうになった。つまり、

「ぉ、んぶっ！」

　兼続の顔を泡まみれの十兵衛のバストが直撃。そのままふたり、もつれるように背後に倒れる。

「きゃぁっ！」

　結果。仰向けの兼続の上に、完全に乗り上げたうつぶせの十兵衛。そのバストの下に兼続の顔があるのを見つけた十兵衛は、

「だいじょうぶ!?　ぐっちゃん！」

　自分のバストをかきわけて、兼続の顔を掘ほり出す。泡をぬぐうと、

「むにゅ……き、気き絶ぜつするところでしたわ。乳白色の別世界が見えましたの」

　まだ朦もう朧ろうとした兼続が。

「ぐっちゃ……、よかったぁ！」

　またギュゥ、十兵衛が抱きしめるから、またバストが押しつけられて、

「ぬぷぷ！　ようやく助かったのに、また乳地獄に落とす気ですの！　離はなせですわ！　この乳を……」

　十兵衛を突き放はなそうとする兼続だが、ふと気づく。

「ん……」

　兼続を抱いたまま、十兵衛が目を伏ふせ、夢見心地に微笑ほほえんでいる。

「十兵衛？　どうしたんですの」

「だって、こうやってくっついてると気持ちいいんだもん。すべすべで、ぐっちゃんの肌、あったかくて、やわらかくて」

「そ、それは……でもいけませんわ！　わたくしたちは」

「チロにゃんも、すごーくフニフニで気持ちよかったんだぁ」

　十兵衛の言葉に、兼続が、

「チロ……あの忠勝ですのね。そういえば、あの子ともお風呂に入ってましたけど、まさか、幼女にこんな！」

　驚おどろき、あわてる。

「ううん。ちゃんとスポンジ、使ったよ。でもおっぱいで洗ってあげればよかったな。残念なの」

「残念違いますわ！　スポンジ上等ですわぁ！」

「ほんとに戦うのかな」

　ポツッ、と漏もらす十兵衛。兼続が見ると、さっきまでの笑いが小さく、さびしそうに口もとに張り付いている。

「しかたありませんわ。あの子は幕府の四天王で、敵なので」

「どうして敵とか、あるのかな」

「え」

「どうして十兵衛とぐっちゃんや、お兄ちゃんみたいに仲良くなれないのかな。ゆっきーやべーたさんや、千姫さんにぞうさんに、さっちんに、それにぎったんと、ニアさんとだって、みーんな仲良くなれたのに」

　十兵衛の言葉に兼続は、ハッとした。

　兼続自身、最初は学園の生徒会の命令で十兵衛たちを襲ってきた刺し客かくだったのだ。

　半はん蔵ぞうや千姫もそうだった。又兵衛とも、十兵衛は戦っている。ダルタニアン、義ぎ仙せん、いずれも生死を賭かけた戦いを繰り広ひろげた、紛まぎれもない『敵』だった。

　それがいまでは、柳生道場に集つどい、寝しん食しよくさえともにする仲間にまで。ダルタニアンを除のぞけば全員が宗朗の『剣姫マスターサムライ』で、姉妹のような絆きずなで結ばれていた。

「そ、そうですわね。それは、そう、ですけれど」

　兼続が実質、長を務めるメイド喫きつ茶さではたらく、豊臣三人衆の毛もう利り勝かつ永なが、長ちよう曾そ我か部べ盛もり親ちか、明石あかし全たけ登のりもまた、かつては敵として刃やいばを交えた相手。

　十兵衛に言われると、そんな過去などウソのように思える。

　宗朗のもとに集い、十兵衛と戯たわむれる。こんな光景が、あるのだから……。

「幕府だからー、とか、四天王？　だからとか。でも、チロにゃんはチロにゃんなの。十兵衛といっしょにお風呂して、いっしょに寝て。ちっちゃくてすべすべで、いい匂においがして、さわると熱くて」

「熱い、んですの？」

　小さい子ども特有の、体温の高さを十兵衛は言ったのだった。

「だからなの！　チロにゃんとも、きっともっと、仲良くなれるよ！　十兵衛だけでなく、ぐっちゃんやゆっきーや千姫さんも！　お兄ちゃんもね！」

　十兵衛がようやく笑った。明るさを取とり戻したようで、兼続はホッとする。

「そんな無責任な……って、わたくしがそうだったんですのね。ふぅ。なんだかほんとに、仲良くなれそうな気がしてきましたわ」

　兼続もまた、小さく息をついて、笑う。思う。

　十兵衛ならできるかもしれない。十兵衛なら、それが不思議でない。それを支える宗朗が、

「あきれるほどお人ひと好よしですわ。なのに、女と見れば誰とでも！　野や獣じゆうのくせに、超がつくほどのヘタレで……だから、なのかもしれませんわね」

　言いながら、妙みように納得してしまう兼続でもある。

「ね！　ぐっちゃんもそう思うよね！　チロにゃんときっとみんな仲良く、うーんと仲良くできるの。だって十兵衛は、チロにゃんのこと、だーい好き、なんだもん！」

　そう言うと、兼続をギュゥゥ、と抱きしめる十兵衛。またも、ふたりの間で押しつぶされたバストが、兼続の顔を塞ふさぎそうになって、

「わかりましたわ！　わかったから、お止めなさい、ですわ、むぐ……うぷぷ！」

　またも顔中泡にまみれながら、ギブ、ギブ！　とばかり手を振る兼続。

　傍かたわらの浴槽では、

「キュゥゥ……」

　すっかり茹ゆだってしまった佐助が、赤い顔をますます赤くして、プカプカ……湯面に浮うかんでいた。
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「……ぅ、ん」

　上下左右、すべてから噴ふきつけてくる熱い湯の奔ほん流りゆうが、たったいままで肌にまとわりついていた培ばい養よう液えきを洗い流していく。

　肌が再び呼吸を始める開放感に、康やす政まさは小さく息を吐き出していた。

　最初はヤケドしそうなほどの熱さに思えたのに、肌にぶつかる痛さもあったのに、すぐに心ここ地ちよくなってくる。

　長い髪もたっぷりと湯を含んで垂たれ落ち、康政の小さな身体を背中までも覆っていた。

　いつまでもこの湯に打たれて、包まれていたい。心地よさが、いまいる場所も、わずらわしい感情も忘れさせてくれる。

　そう思ったころに、

「ぁ」

　湯が、ぴたりと止まった。

　康政が目を開ける。

　そこにはいつもの、銀色に輝かがやく円えん筒とう形けいの空間があるだけで、無数の星のようにも見える小さな照明と、同じだけの噴ふん射しや口こうが銀の壁かべに反射して光っている。

　身体にまとわりつく湯気が、急激に吸い出されていく。

　さっきまで湯を吐はき出していたノズルは、こんどは熱い空気を噴き出す。

「……」

　肌はだがみるみる乾かん燥そうしていく。強い風に髪が逆立ち、乾かわかされていくのだ。

　湯と違って、康政はこっちの熱風は嫌きらいだった。顔が、わずかな苛いら立だちを含んで曇くもる。眉まゆの先が神経質に尖る。

　ゥゴ……ン。ちょうどそのとき、楕だ円えん形けいの部屋自体が割れるように開いた。

　満たされていた熱気がしゅんかん的に拡散していく。

　あとには、寒いほどの空気の中で、たよりなげに残されている裸の康政の身体だけが残った。

「おつかれでございます」

「少し長かったようね。やっぱり直接戦せん闘とうの影えい響きようって、少なくないってことよね」

　そこに待っていた、直なお政まさと忠ただ次つぐが声をかけてくる。

　ふたりはもうしばらくそこでそうしていたのか、バスローブに包まれた身体を専用のチェアに腰こし掛かけさせながら、これもまた専用のドリンクを手にしていた。

「忠勝は」

　康政は、傍らに掛かけてあった自分用のバスローブを取ると、素す肌はだに羽織る。サイズは調整されているはずだが、長さはくるぶしまであった。

「さらに時間がかかるようでございます」

　と直政。

　背せ丈たけは同じなのに、たっぷりと膨らんだ胸むなもとのせいでバスローブがまるで別もののように見える。

　バスローブの合わせ目から覗のぞく、白い胸がくっきりと谷間をきざんでいるのを、康政は視界から追い出すように顔を背そむけた。

「ほとんどオーバーホールみたいなものよね。スーツなしで外気に長いこと触ふれていたようだし、あの連中といっしょに食事をしたりも、ね」

　忠次は、康政のドリンクを差し出しながら、用意されている隣となりの席に着くように、と目で合図した。けれど康政は、その向こうに、やはり忠勝のためのチェアが不在なのを見て首を振る。

「いい」

　そう言ってドリンクだけを受け取った。ストローでひと口吸い込み、かたわらのテーブルに置く。

　バスローブの前を留とめると、康政は髪を自分で縛しばった。頭の左右の、高い位置に作るツインテール。それがツインではなく四つ。

　髪かみ留どめはテーブルの上にあった。「メンテナンス」を受けるまえに、康政が自分で置いたものだ。

　広い部屋には柔やわらかな照明が降り注ぎ、中間色の壁とともに温かな印象を作り出している。

　ゆったり置かれた備品はどれも専用にしつらえられたもので、機械的だが清潔感を保っている。

　逆に言えば、どこまでも人工的な、明るい病びよう棟とうやリハビリセンターのそれに酷こく似じしていた。

「まあ、そんなに怒らず。忠勝は無事でございますし、鎧の損傷も軽けい微び。明日にも万全になるでございますよ」

　いつの間にかチェアから立ち上がった直政が、康政の腕に腕をからませてぴったりと身を寄せる。

「離、して！　……ぅ」

　振ふりほどこうとする康政だが、逆にギュゥ、と抱きしめられて、別の声を漏らした。カァ、と頬が赤くなる。

　康政同様、直政もたったいまあの熱いシャワーや乾燥の行程を受けているはずなのに、もう甘あまい匂いを濃くしている。

　香こう水すいなどではない、直政の肌の匂いだ。

　彼かの女じよたちは香水や化け粧しよう品ひんなど、人工物を素肌にいっさい付けることができないようになっている。

「忠勝があの連中に穢けがされたのと、疑っているのでございますわね。あの柳生の男に」

「ち、違うわ！　あたしは」

「それも、心配いらないでございます、医学的にも……。もっとも、皮ひ膚ふから微び量りようの脂し肪ぼう酸さんや炭酸塩が採取されたらしいでございますけれど」

「脂肪酸」

「石けんのことよね。それに、温泉風入にゆう浴よく剤ざいの成分なんかも、あったそうよ」

　と忠次が続ける。

「なんなの。それって、まさか」

「一いつ般ぱんのお風呂に入っていたのじゃない。ううん、柳生の男とじゃなくて、柳生十兵衛っていう、あの『剣姫マスターサムライ』と、よ」

「忠勝の鎧の記録装置によれば、あの晩、わたしたちに遅おくれてはぐれた後、忠勝は柳生宗朗と会っていたとか。ずいぶん親しげに話していたらしいでございますよ？」

　直政はいっそう康政に密着して、髪に顔を埋うずめるようにうなじを唇くちびるでくすぐる。

「や、やめてよ！　別に、話してたくらいどうでもいいし、だいいちあのとき、忠勝だって言ってたし、あ、あたしは！」

「ふぅーん？　動どう悸きが速くなってございます。肌も熱くなって。これってジェラシーじゃございません？」

「ジェラシーなら、どっちにかしらね。柳生宗朗になのかしら、それとも十兵衛」

「どっちでも、ないってば！　バッカじゃないの！　あたしがそんなの、バッカみたいなことするわけ！」

　胸までも直政につかまれていたのを、康政はようやくにも強ごう引いんに振りほどいた。

　そのまま、いま着たばかりのバスローブを脱ぬぎ捨すてる。髪留めも乱暴に外してテーブルにほうる。

「なに、するでございます？」

　驚く直政に答えず、康政は生まれたままの姿で、さっき出てきた殺さつ菌きんシャワーと乾燥装置にまた入っていく。

「忠勝のところへ行くの！」

「行ってもまだ培養液の中で細さい胞ぼうの交こう換かん中よ。話なんてできないのよ」

　忠次の言葉を背中で聞きながら、康政は答えない。殺菌ルームのドアを、スイッチで開ける。

　中へ入ると、自動的にドアが閉じた。さっきと同じ、また熱いシャワー、そして熱風での乾燥。だがこんどは逆のドアが開く。

「ふぅ、ぅ」

　大きく息を吐き出した。

　ただのシャワー、乾燥といっても、入って、出て、また入って、三度も通過している。体力も奪うばわれる。

　新たに出た場所。

　小さな体育館ほどもある広さのドームだ。極限まで落とされた照明のせいで、自分の手足もよく見ることができない。

　窓もない。床ゆかを照らす弱い照明はあるが、天てん井じようには、天井の高さを示すための、さらに弱い光しかない。またたく星のような。

　基本、この部屋には家具や備品などないから、床がそこにあるとさえ見えれば問題はなかった。

　この部屋、空間にあるのは、

「あたしたちの」

　壁に埋め込まれるように備え付けられた、巨きよ大だいな装置。ふたつずつ、向かい合わせに四つ。

　いまはカバーが降りているせいで、それぞれがまるで大きな柩ひつぎのように見える。

　そのうちのひとつ、「壱いち」のプレートのついたカバーの前に康政は進み出ると、傍らの壁のスイッチを入れた。

　ロックが外れ、密みつ封ぷうされていた中の気体が噴き出す音が響ひびく。

　暗い中でもわかる、冷れい却きやく剤ざいが白い霧きりになって漏れ出しながら、カバーがゆっくりと上方へせり上がっていく。

　カバーだけでも三メートルはある。すっかり持ち上がるのに数十秒を要した。

「……忠勝」

　カバーの内部。培養液プラントのシリンダーが青白く輝いている。その周囲はさまざまな補機類で埋まっていた。

　たっぷりと満たされた溶よう液えきの中、忠勝の白い身体がただようように浮かんでいる。

　さまざまなコードやホースを取り付けられた一糸まとわぬ裸ら身しんは、静かに目を閉じていた。

　向かい合う康政もまた、全ぜん裸らだ。

　そしてつい十数分まえまでは、向かい合った「参」のプレートのついたシリンダーの中にいたのだ。

　同じ、あちこちをプラグで繋つながれたチューブまみれの姿で。

「まだ終わらないんだ。でも、徹てつ底てい的てきにきれいにしてほしい。あいつらの痕こん跡せきも外の世界の垢あかも、残さずきれいに……」

　歩み寄ると手を伸ばし、強化アクリルのシリンダーに触れる。

　サーモセンサーで管理されヒーターであたためられた、体温とまったく同じ温度に、中の溶液は保たれている。

　だから伝わってくる熱も、外気よりわずかに高い程度だ。

「この中にいると、匂いも光も音もしなくて、溶液はもちろん味もしない、暑くも寒くもなくて、肌はなにも感じなくなって……自分がなくなっちゃうみたい。重さもなくて、時間も感じなくて、ずっと、ずぅっといるみたいで、いた、みたいで……」

　麻ま酔すいや、意識を低下させる投薬などはないのに、感覚がどんどん鈍どんになって、結果、眠ねむり続けるような状態になってしまう。

　溶液が排出されるまで、そんな状態が続いた。

　シリンダーはいちばん底の部分でも、康政の顔の高さほどに設置されている。表面に手を当てながら、康政はずっと、中の忠勝を仰あおぎ見みていた。

　ふと、

「いつもおかしい、って思う。あたしたち四人、姉妹なのに、なんでこんなに違ちがうのかって。あたしと忠勝も違うけれど、直政なんて、あんなに、だし」

　較くらべるように自分の裸身を見下ろす。

　わずかに膨らんだ胸は、なだらかながらも稜りよう線せんを描えがいていて、忠勝のほぼ平らなそれとは一線を画している。

　けれど直政の、あからさまな量感とは隔かく絶ぜつしているし、忠次もああ見えて着やせするたちのようで、ただスレンダーと言い切れないボリュームをコスチュームの下に隠しているのを康政は知っていた。

「あたしたち姉妹、四人同じなのに、同じ母上さまから生まれた……作られた、同じ人間、なのに。顔も、身体も、心も違うなんて」

　いつしか康政は、シリンダーを抱くように身体を密着させていた。両りよう腕うでを広げて、頬をアクリルガラスに押しつける。

　目を閉じて、

「こうしてると、忠勝の心臓の音が伝わってくるみたい。ちっちゃく、トクッ、トクッ、と脈打ってるよ。バカみたい？　あたし、こんなこと思って、バカみたいかな。でも、いいの。忠勝が気づいたら、できない。いまだけ、だから」

　耳を押し当あて、伝わってくる微び弱じやくな鼓こ動どうを感じ取る。胸までガラスに押しつけているから、

「あたしの音も、忠勝に伝わってるのかな。聞いてる、の」

　そう言って、やわらかな微笑みの形を作っていた康政の唇が、とつぜんキュッ、と結ばれる。

「だからよ。絶対許さない。あいつら、柳生道場の……絶対、許したりなんかしない！　忠勝が決着をつけるっていうから、あたしもそれでいいと思った。けど、もう一度あいつらに忠勝が会うってことでしょう、それって。だったらダメ！　絶対、ダメ！　忠勝はここにいていい。きれいな身体のままでここにいて。あたしが……」

　シリンダーから顔を離す。身体を、後ずさりさせて、もう一度見上げる。

「あたしがやるんだ。あたしがやらなくちゃ。バッカみたい。簡単なこと。あたしひとりで、直政や忠次もいらない。あたしひとりでやれる。あいつら、全員……柳生宗朗、柳生、十兵衛……！」

　そこまで言うと、強こわばった表情が一転、やさしい笑えみに戻る。

「そうしたら、いままでどおり、四人でずっといられる。四人で、四人……。ねえ、思うんだ。母上さまからあたしたちができたみたいに、あたしと忠勝の遺伝子を混ぜて、そうして子どもを作ることもできるって。あたしと忠勝と、同じだけど、同じじゃない、きっととってもかわいい、賢かしこい子になるわね。どっちに似てるかって、いつも想おもっちゃうの。バカみたいよね。あは、ふふふ」

　暗がりの中、康政のひとり語りはまだしばらく続く。

　シリンダーの溶液の中で、忠勝の伏せた目ま蓋ぶたが、睫毛まつげがかすかに動いた。



　　　　　４



　翌日。

「大おお江え戸どへ行こうと思うんだ」

　宗朗の声が響いた。

　柳生道場の離れ。ふだん幸村と又兵衛が寝ね泊とまりしているこの場所は、寝しん所じよとその続き部屋から成っている。

　寝所、つまり幸村の部屋に、宗朗と幸村、千姫が顔を揃そろえていた。

　いまは襖ふすまを開けてある隣の部屋に半蔵と又兵衛が控ひかえる。

「やはり、そうなるか。わらわもそう思うておった」

「何を言ってるの！　大江戸は幕府のお膝ひざ元もと、敵地なのよ！」

　反応は、まっぷたつだ。

　同意する幸村もまた昨晩さんざん考えて、これしかないと出した結論。しかし千姫は、それだけは避さけたい、ありえない、と思う。

　近ちか頃ごろ、柳生道場の決めごとは、こんなふうにまず三人で話し合うことが多い。

　いわば幹部会議で、半蔵や又兵衛は、求められれば意見を言う傍ぼう聴ちよう者しやの立場を守っている。















　十兵衛たちを含めた「全体会議」はこのあと開かれる。もっとも、兼続は表向き、『いない』ことになっているし、義仙は神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、佐助にいたっては、

「ウキュ！」

　態度で示すことはできるようだ。

　宗朗が改めて言う。

「この道場、つまり学園にいても、向こうの出方を待つだけだ。それより、大江戸へ行って幕府と直接、話をしてみたい」

「うむ。そこまではわらわも同意じゃ。じゃが問題は、具体的な交こう渉しよう相手じゃ」

「そうよ。急に大江戸に行って、お城に行ったって、相手にされるわけないじゃない。まさかあの、チロ……忠勝を呼び出すつもり？」

　幸村と千姫の言い分はもっともだった。最悪、逮たい捕ほ、拘こう束そくされてしまうこともありうるのだ。

　幕府による反体制派の弾だん圧あつは、近年さらに増している。

　微び妙みような立場の宗朗たちがどう扱あつかわれるかは想像もできない。まして、非公式とはいえ、四天王と刃を交えた経けい緯いもある。

「わかってるよ。でも行きたい。ここでこうしているより、行動を起こすほうが道が拓ひらける気がするんだ。いままでは、幕府という漠ばく然ぜんと大きすぎてつかめない相手だったけれど、あんな形にしろ接せつ触しよくがあって、話だってできた。そこから広げて行けないか。戦いを回かい避ひすることだってできるんじゃないのか」

　忠勝との最後の会話が、甦よみがえる。

『柳生宗朗とは、あたいが決着をつけるんだよ！』

　いずれ忠勝とはまた相まみえることになるだろう。しかしそうなっては、戦いしかない。そのまえにもう一度会えれば……。

「それは、そうだけど。でもダメよ！　やっぱり、ダメ！」

　千姫も宗朗の心情を理解できるだけに、強くは言えない。けれどどうしても宗朗をひとりで大江戸にはやれないと思う。

「いずれにせよ、いまのままではあの鎧の四天王には勝てぬ。次に戦わば、残念じゃが死のうは必定じゃ」

　幸村の強い口調に、

「死ぬ、って、それは」

「でもだからって、宗朗を大江戸にやって、幕府をどうにかできるなんて」

「愚おろか者もの！　わらわも、おぬしらも、忠勝や康政の鎧の力を肌で知っておろう！　あの闘気、いや殺気……もっと違う、前にするだけで吹きつけてくる、巨大な「気」のようなものじゃ。それだけで、呑のまれそうになる」

　反発しそうになるふたり。けれど、さらなる言葉を口にする幸村の表情。

　いったん押さえようとしていた昨夜の記き憶おくが甦る。宗朗たちの唇にも沈ちん黙もくが重く蓋ふたをする。

　しかし一転、幸村は、

「まあ、おぬしらの気持ちはわかるがの。あの忠勝とやら、それに他ほかの三人の四天王も、どうやらただのサムライや『剣姫マスターサムライ』ではなさそうじゃ」

　言う。興味は、別のところにもあるようだった。

「ただの、『剣姫マスターサムライ』じゃない」

「千せんたちとは違うっていうことなの？」

「考えてもみよ。あの者たちは全員、鎧と呼ばれる機械に乗っておった。はじめ、あれなるは忠勝なりの『剣姫マスターサムライ』能力が作り出したものかと思うておったが、操縦席を開けた状態を見るに、紛れもない作り物。精密機械、もっと言えば、兵器と言ってもよかろう」

「精密機械、か」

「兵器……」

　これまでのサムライ、「剣姫マスターサムライ」とは大きく異なる幕府四天王の実態に、宗朗も千姫も、改めて驚きを禁じ得ない。

「といっても、一般の兵器とは異なって、誰でも使えるわけではなかろう。おそらくあの四人でなければ、あの鎧は動かせぬはず。それがあの四人の『剣姫マスターサムライ』の能力じゃろうし、そのために鎧も、『剣姫マスターサムライ』の能力も最適化されておるはずじゃ」

「最適化、って」

「うむ。これはわらわの推論じゃが、あのような特とく殊しゆな能力の『剣姫マスターサムライ』が四人も、自然に生まれたとは考えにくい。人がそれぞれ違うように、『剣姫マスターサムライ』の能力もそれぞれ異なっておる。わらわの力と千のとでは、単に得物が異なるだけではないのと同様」

「それは、そうね。千がおチビちゃんの大鉄扇に持もち替かえたからって、有効に使えるとは思えない。単に慣れとか、練習で、とかじゃなくて、なんていうのかしら」

「力の出し方、使い方が合っておらぬのじゃ」

　ふたりの話に宗朗は、

「力の、出し方……使い方、か」

　ふと考える。けれどすぐに、

「それが、忠勝たち四天王は」

「見たところ、同じ、じゃな。むろん細かくは異なろう。あの鎧とて、それぞれに得物は異なっておった。じゃが、鎧を動かす、鎧を通じて力を発揮するという大元の点において、四人は同一じゃ」

「でも、たとえ鎧に乗っていたとしても、あれほどの力、間ま違ちがいなく『剣姫マスターサムライ』の、それもかなりの手て強ごわい相手には違いないんだから」

　千姫は、手強い、と言うに留めた。

　とても敵かなわない、とは認めたくない。

「自然じゃない、としてもあの四人は、じゃあ、いったいなんなんだ」

　宗朗の再度の問いに幸村は、

「そこまでは、現時点でわからぬ。わからぬが、そこに尋じん常じようならざる秘密があるような気がしてならぬ」

「あの四人に、ということなの？」

「四人もそうじゃが、ひいてはそれが幕府の大きな謎なぞに繋がっているやもしれぬ」

　瞑めい目もくするように、瞳ひとみを閉じた。

　ややもして、

「千が行くわ」

　とつぜん、千姫が口を開いた。そしてその言葉に、

「千姫さま、行くってどこへ。まさか」

　宗朗が驚きの顔を向ける。千姫は、

「そのまさかよ。大江戸へ行くの。幕府の、将軍と御み台だい所どころさまに、会いに行くのよ」

　笑ってうなずいた。



「お兄ちゃんたち、お話長いんだぁ。べーたさんもぞうさんも戻もどってこないし、ぐつぐっちゃんはメイドのお店に行っちゃってるし。十兵衛、お買い物行きたいのに、ねえ、さっちん」

「ウキュ」

　縁えん側がわに腰掛けていた十兵衛が、待ちくたびれて言う。隣では佐助が、ゴロンとお腹を出して寝そべっていた。

　春の庭は緑をたっぷりと芽め吹ぶかせて、青々と萌もえ上がっている。

　素す足あしをぶらぶらさせていると、肌に感じるあたたかい空気が心地いい。つい道場を出てどこかへ出かけたくなる。

　そんな、たっぷりの陽を浴びて、佐助も気持ちよさそうに半分居い眠ねむりをしている。

　小こ猿ざるの横顔を見ながら、

「ふたりだけで行っちゃおうか」

　ぴょん、と身を起こす十兵衛。

「十兵衛、ひとりでだっておつかいできるし、確かべーたさんがその日の献こん立だてをいつもお勝かつ手てに貼はっていてくれるもん。それ持ってお店に行けば、間違わないよね！」

　思い立つと、もう止まらない。

　ばたばたと台所へ走って行ってメモをつかむと、そのまま玄げん関かんへと直行する。

「ウキュ、キュゥ！」

　まだ寝ぼけたままの佐助も、なんとか十兵衛の肩に跳び乗のって、つかまっていた。

「行くよぉ、さっちん！」

　上がりかまちに腰を下ろして靴くつを履はき、立ち上がる。さあ出かける、と玄げん関かん戸どに手を掛けたところ、

「あー、でもお金がないの。お金、ないと買えないよう！　どうしよう。お兄ちゃんかゆっきーにお財さい布ふもらわないと」

「キュゥゥ」

「ゆっきーの離れに行ってみようかな。大事なお話のじゃまになっちゃうかも。ちょっとなら、いいかな」

　迷ったあげく、十兵衛が庭づたいに離れへ向かおうと、母おも屋やの玄関を出たときだ。

「たのもーお！」

　門の向こうから声がする。気づいた十兵衛が、

「ふへ？　誰だれか来たの。はい！　はーい、いま行くの！」

　途と中ちゆうで脚あしを止め、表門へ回る十兵衛。

　ふだんは開いている表門だが、旅館から戻って来てからは、用心のために閉じられていた。十兵衛は、

「いま、開ける……ね！」

　かんぬきを上げて、門を開いた。そこに、

「よおっ！」

　立っていた人物。

　制服の上に、金、銀、パール、玉虫などをふんだんに使ったメタリックな陣じん羽ば織おり。

　かんじんの制服はトップもボトムも小さすぎるのか、まるでビキニかセパレートの水着のようだ。

　当然のようにヘソ出だし。

　極限まで短いミニスカートから伸びた素足は、みずみずしく足首までを露ろ出しゆつしてサンダル……と思ったら草履ぞうりに繋がっていた。

　取り立てて背が高いわけでもないのに、堂々たる体たい躯くと見せているのはおもに、上着をはち切れそうに押し上げている胸もとや、意外なほどに張った腰にありそうだ。

　腰までもあるウェービーな髪かみはオレンジに近い明るい赤で、大ざっぱなほどレイヤーの入ったカット。

　前まえ髪がみもそうで、長い前髪が右目をすっかり隠したうえ、一部が角のように横に長く突つきだしていた。

「ほぇ？」

　驚く十兵衛。

　目の前の美少女の派手さに目を奪われたのもあるが、どこか見覚えのあるその顔に引き付けられる。

「キュゥ？」

　佐助のほうは首を傾かしげるばかり。

「え、っとぉー、誰、かな？」

　十兵衛がいよいよ尋たずねると、

「ぁ、ぁの」

　少女が腰に差していた異様に長い刀。陣羽織の後ろにたっぷりと突きだしたその鞘さやが揺ゆれて、後ろから小さな子どもが顔を出した。背後にすっぽりと隠れていて、見えなかったのだ。

　細くて腰のない髪を、長い二本のお下げに振り分わけた、これまた少女。いや、外見は幼女と見まごうほど幼い身長約百センチ。

　初等部の制服に、赤いランドセルを背せ負おっている。

「ぁの、突とつ然ぜん、すいません、じつは……」

　小さいほうの少女が話し出そうとした、そのとき、

「あーっ！　思い出したの！　こじこじだぁ！」

　十兵衛が叫さけぶや、少女をかかえ上げる。

「ぇ、あ、ひぁ！　や、やめてください！　イヤですぅ、やめて、ぁぁぁあああー」

「ふゃぁあん！　かわいいかわいい、かわいいのぉ～！　こじこじ、ひさしぶりぃ！」

　翻ほん弄ろうされ、手て脚あしをバタバタさせて抵てい抗こうする少女。かまわず抱だきしめ、頬ほおずりする十兵衛。頬にキスまで。

「はっはっは！　おぼえていたか！　小こ十じゆう郎ろうはかわいいからな！　はっはっは！」

　豪ごう快かいに笑う赤い髪の少女の言葉どおり、こじこじ、小十郎と呼ばれる小こ柄がらな少女の名は、片かた倉くら小十郎景かげ綱つな。

　そして、

「俺おれのことも忘れるなよ！　奥おう州しゆう筆頭！　伊だ達て政まさ宗むねだ！」

　言い放つ。

　伊達政宗と小十郎。どちらももともとは武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく米よね沢ざわ校舎に学ぶ生徒で、サムライだった。

　いっとき、十兵衛たちのいる富ふ士じ校舎の本校で、生徒会長・徳とく川がわ慶よし彦ひこの主しゆ催さいによる御ご前ぜん試合が催もよおされ、政宗と小十郎も参加するために来校した。

　奇くしくも、「綱つな渡わたり勝負」の試合で十兵衛・兼続組と対戦したことから、三人、この場にいない兼続も含ふくめると四人は知ち己きの間あいだ柄がらだったのだ。

　ちなみに「綱渡り勝負」は十兵衛・兼続組が勝利している。

「ムネムネさんも、ひさしぶりー、なの！　ぅ～ん、チュ、チュッ、むぎゅぅぅ！」

「きゃぁ、きゃぁあ！　そんなに胸を押しつけないで、ほ、ほっぺも押しつけないでくださぃぃ！　ひゃっ、そんなところにチューしないでぇえ！」















　政宗に挨あい拶さつしながらも、小十郎を離さない十兵衛。

「はっはっは、そんなに小十郎がかわいいか！　だがおぼえておけよ、小十郎は俺のものだ！　俺の、愛あい玩がん動物だ！」

「ウキュ!?」

　あまりにも不ふ穏おんな発言だったからか、動物、のところに引っかかったのか、佐助が目を剥むいて飛とび跳はねる。

「ひぃぃ、政宗さまぁ、愛玩動物はひどいですぅ。というか、助けてくださいぃぃ、小十郎は、小十郎はぁぁあ！」

　ピクピク、けいれんし始めるころにようやく、

「はっはっは、もうそのあたりでいいだろう。返してもらうぞ、俺の小十郎を！」

　言うと、いっしゅん動いたと見える政宗。そう思ったころには、もう小十郎を抱きかかえていた。

「ま、政宗さまぁ」

「はっははは！　ひどい目にあったな、小十郎！　なぁに、チューされたところは俺が倍にして、あとでなめてやるよ！」

　ようやく、政宗は小十郎を地面に下ろす。

　対たい照しよう的てきなふたりが、立ち並んだ。

　かたや、鮮あざやかに着き飾かざり、髪をなびかせ、肌をめいっぱい露出した身体は各部位が自己主張も激しく、どこまでも派手に目立ち、豪ごう放ほう磊らい落らくな政宗。

　こなた、制服にちんまりと収まった小さな小十郎。

　赤いランドセルがやけに大きく重そうに見える。そのやせた身体に凹おう凸とつなどはひとつもない。

　黒い髪を目立たないお下げにして、みるからに幼い小十郎だが、じつは政宗と同じ高等部の二年で、ふたりは同学年なのだ。

　小十郎が初等部の制服を着ているのは、

「これしか、合うサイズがないんですぅ。それに」

「はっはっは、俺の趣しゆ味みだ！　かわいい小十郎が、よけいかわいく見えるからな。ランドセルも、かわいいぞ！」

　すっかり私物化、もとい愛玩物化されている小十郎だ。

「はにゃ、こじこじもムネムネさんも、会えて十兵衛うれしいの！　でも、急にどうしたの？」

　十兵衛がようやくにも尋ねる。政宗は、

「はっはっは！　じつは、だな！」

　大きな笑いを吐き出しながら、腰に手を当て、のけ反る政宗。自じ慢まんのポーズなのかと思いきや、そのまま反り角はどんどん大きくなっていき、

「ぅん？」

　それを見る十兵衛の顔もどんどん傾げて行く。とうとう、

「はっはっは！　はぁー……！」

　倒たおれた。政宗のほうだ。

「ぁぁ、政宗さまぁ!?」

　あわてて駆かけ寄よる小十郎。仰あお向むけに倒れた政宗のもとに膝ひざを突き、肩を抱き起こそうとする。

「ううう、小十郎」

　その手に手を重ねて政宗は、それでも笑うと、

「腹、減った」

　それだけ言い、またがっくり、力を失う。こんどは意識も、途切れていた。

「わぁあ！　政宗さま、政宗さまぁあ！」
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「わし、わし、わしっ！　んぐ、んぐ、おぐ！　かりっ、ぽりっ、ばりっ！　んんっ!?　ぐぅぅぅ！」

「ま、政宗さま、汁、汁を」

「んぅ！　ずずず……！」

　椀のすまし汁を片手で口に運ぶと、いっきに飲み干し、

「ふぁー！」

　ようやくひと息つく政宗。

　道場の広間。まだ早い夕飯の膳をすっかり平らげ、小十郎に淹れてもらったお茶に口をつける。

「んー、うまかった！　はっはっは！　かたじけない！　又兵衛さん、あんたいい嫁よめさんになれるぜ！」

　大声で言い、笑うから、

「ぁ、ありがとう……」

　又兵衛は不意に頬を染め、

「なんじゃ、こやつは」

「そうよ、大事な話の途中で、表が騒がしいから出てきたら、なんなの!?」

　幸村、千姫は憤慨して腕うで組ぐみする。

「まあまあ、幸村も千姫さまも。とりあえず行き倒れの人を見捨ててはおけないし、うちの道場を訪ねて来たんだし」

　かろうじて宗朗が取りなす始末だ。

「べーたさんはねぇ、お料理もお掃そう除じも、すっごく上手なんだよ！　十兵衛、べーたさんのお嫁さんになりたぁーい！」

「それでは逆であろう、愚か者め！」

　他愛のない十兵衛のボケ（ただし天然）に幸村がツッコみ、

「はっはっは！　そうか、べーたさんか！　あるふぁさんはいるのかな？　んっ、はっはは！」

　泰然として笑う、というよりほとんどオヤジギャグと化している政宗のセリフ。

「あの、ほんとうに、すいません。こんなにご馳走になってしまって、大変かたじけなく、ありがとうございます」

　隣りでは、同じく膳を前にした小十郎が平伏せんばかりの勢いで頭を下げる。

「いいんですよ。夕餉の買い物がまだなので、残り物ですいません。こんなにきれいに食べてもらって、こっちがうれしいくらいです」

　やはり食事の用意を手伝い、いまはお茶を各人に配っている半蔵が笑った。

「ところで、そろそろ話してもらえないか。確か、御前試合のときに、いちど見たおぼえはあるんだけど」

　ようやくの落ち着きを得て、宗朗がうながした。

「はい。ぁの、何から話していいのか迷うんですけれど、わたし……小十郎と政宗さまは米よね沢ざわからついさっき、この学園についたところなんです」

　小十郎が、順序だてて説明し出す。

「大江戸までは、真幹線でふつうに着いたんですけれど……」

「けれど？」

「ぁの、政宗さまが、せっかくだから大江戸見学をして行こう、と言って、できたばかりの大江戸大だい天てん樹じゆに行ったら」

「地上二進法放送のための、あの大鉄塔とうじゃな。自立鉄塔としては世界一と幕府が豪語しておる」

「そうです。開業したばかりですごく混んでいて、それで、気がついたら」

「財布をスられていたんだ！　はっはっは、参ったぞ！」

　政宗が大きく笑うから、

「そこ、笑ってる場合じゃないんじゃないの」

「まぁ、大問題ですね」

　千姫が呆れ、半蔵がメガネを曇らせる。小十郎が、

「はい。それでお金がぜんぜんなくなってしまって、もう電車やバスにも乗れませんし、歩くしかなくて」

「えー、歩いてここまで来たのかい！　大江戸から」

「でも大江戸から三十里弱、百キロ強っていうところですから」

「二日、歩き通せばなんとか着きそうなものじゃがのお」

　幸村が眉をひそめる。

　ちょうど政宗にいちばん近い場所に腰を下ろしていた幸村は、さっきからときおり顔をしかめては、その理由を探ろうというように政宗をチラチラ見ていた。

　同じことに、じつは又兵衛も気づいていたのだが、こちらはまた異なった興味を感じていたようだ。

　というのも、

「おっしゃるとおりです。二日がまんすれば学園に着くし、そうなれば知己もあるのでなんとかなる、と歩き始めたんですが、途中、道に迷ってしまって、一週間もかかってしまいました」

「えー！　どんだけ迷ってるのよ！」

「それでか！　おぬし、なんだか臭うぞ！」

　ようやく確信を得て、幸村が指差す。

　そのとおり、政宗は衣装こそきらびやかだが、よく見るとあちこちが汚よごれたり煤すすけたりしている。

　髪も、自慢のレイヤードカット、と見えて、じつはしばらく洗髪していないための、天然ワイルドヘア、というふうだ。

「でも、こじこじは全然いい匂においなの！　こじこじだから？」

　十兵衛がまたも小十郎に抱きついて、その肌に鼻先を押おしつけていた。

「ひゃぁぁ！　は、離はなしてくださぃぃ！　……その、じつは、一週間の間、政宗さまが頼たのみ込んで、わたしだけは宿の物置部屋に泊めていただいたり、お風ふ呂ろに入れていただいたりして、政宗さまはずっと野宿で」

「はっはっは！　俺はどうなってもいいが、かわいい小十郎に野宿はさせられないからな！　風呂だって、小十郎だけは入れてやりたいんだ！」

　政宗が、笑いながら鼻をかいた。

「じゃあ、その小十郎を守るために？」

「おぬしひとりが、野宿しておったのか」

　驚き、感心してしまう千姫と幸村だ。

「はい。小十郎はなんども、けっこうです、政宗さまも、と言ったんですけれど、絶対に聞き入れていただけなくて。旅館では、掃除や皿洗いをして泊めていただいたんですけれど、それだってわたしだけではとても足りなくて、政宗さまがほとんどやってくれて。なのに政宗さまは」

「はっはっは！　小十郎にはいつもかわいくいてほしいからな！　俺の愛玩動物筆頭だ！　はっはは！」

「あ、愛玩」

「動物」

　またも出る愛玩動物発言に、退くと同時に顔を赤くする道場の面々。

　当の小十郎は、

「い、イヤです、政宗さま、恥はずかしいです……ぁ、ぁぁぁ、まだダメですぅ。そ、そんなにペロペロなめてはダメぇ……！」

「はっはっは、腹もくちたし、デザートには小十郎を食いたくなったぞ、はっはは！」

「や、やめんか、こら！」

　側で見ていてたまらず、幸村が大鉄扇を振り下ろす。

　政宗の頭に見事命中、と思いきや、

「お、っと」

　かたわらの大刀を素す早ばやくつかんだ政宗は、その鞘で大鉄扇を受けていた。

「さすがだな、サムライより上の『剣姫マスターサムライ』ってヤツか」

　ニヤッ、と笑う政宗。しかし次のしゅんかん、

「はははっ！　まあ、よそうぜ。それよりそろそろ、本題に入らせてもらうとするか！」

　破顔して、刀を投げ出した。

「なんじゃ、本題があったのなら、早う申せ！」

　幸村も大鉄扇を引く。

　ひとり、はらはらしていた小十郎が、ひとまず胸をなで下ろした。その小十郎の肩をぐいっ、と抱いて、政宗。

「この道場に、来てるはずだ」

「来てる。誰が？」

「とぼけちゃいけねえ。あいつだよ、あいつ！　はははっ！」

　笑う政宗に、しかし誰もが、

「あいつ、って誰のことだ」

「さぁ、ここのところ、どなたも見えておりませんが」

「来てないよ。十兵衛、いつもお留守番、さっちんとしてるの！」

　首を傾げるばかり。とうとう小十郎が、

「政宗さま、どうやらほんとうのようですけど。みなさん、ウソをおっしゃっているとは思えませんし。まだ、こちらにいらしてないのでは」

　耳打ちするように言う。

「ははは！　そんなわけないだろ！　俺たちより先に米沢を出たんだぞ！　いまごろこの道場の看板がヤツに取られて……なに!?　ほんとうに来てないのか!?」

　政宗は大笑いし、自信たっぷりに言い放ち、そしてあわてた。

「だから言ったじゃろう！　誰も来ておらぬと」

「だいたいそのヤツって誰なのよ！　早く言いなさいよ！」

「前まえ田だ、利とし益ます。前田慶けい次じさまで……はもぅぅうう！」

　政宗の代わりに言った小十郎が、途中から奇き妙みような悲鳴を上げるのは、

「言うな！　ほかのことならたいていは何でもない俺だけどな！　小十郎の口からあいつの名前が出ると、なんだかすごく、胸の中がもやもやするんだよ。ああ！　そうだ、嫉妬だよ、嫉妬！　かわいい小十郎を取られるような気がして、苦しいんだよ！」

　小十郎の口を政宗が引っ張って、しゃべれなくしているからだ。

「ふひぃぃ！　ま、まひゃむれさま！　うれしいです。けれど、小十郎は政宗さまだけですぅ。誰にも、慶次さまにも、奪われたりはしませんからぁ！」

「ほんとうだな、小十郎！」

「政宗さまぁ！」

　ひし、と抱き合うふたり。

「なんじゃ、こやつらは。女どうしのバカップルか」

「あからさま過ぎて、退いちゃうわね。けどちょっと」

「正直であけっぴろげで、いいかもしれませんね」

　幸村、千姫、それに半蔵が苦笑いしながら漏もらす。

「あれえ、十兵衛、こじこじにいーっぱい抱っこしてチューしたのに？　いいの、かな」

　ひとり首を傾げる十兵衛には、

「おまえさんはいいんだ。少しも小十郎を取られる気がしねえからな、はっはは！　だがな、あいつは、慶次は、女の俺から見てもヤバいんだ。うっかりしてると、ハートまで持っていかれちまうんだ!!」

　絶叫。

「えー……」

「ぅぅ」

「なに、それ」

　真面目まじめに聞いていた周囲はどん引きである。しかし政宗は少しも動じず、

「とっくに来てると思ってたんだが、なんだ、あんなにがんばってここまで来たのに……ふぁああ！」

　慶次の不在に気が抜ぬけたのか、大きなアクビと伸びをひとつ。ついでに頭をバリバリと掻かく。

「これ！　話の途中じゃぞ。その前田慶次がこの道場になんの用じゃ！　それに、おぬしはなぜ慶次を追ってきたのじゃ。終いまで話さぬか！」

　幸村はうながすが、すっかり緊きん張ちようの糸が解けた政宗はアクビを繰くり返かえしながら、

「そりゃあ、あれだ。幕府がだな」

「幕府！」

「じゃと！」

「どういうことよ、詳しく教えなさい！」

　一転、幕府の名が出て、身を乗り出す面々。けれど、

「ふぁ……ぁあ、食ったら、眠くなっちまった。悪ぃ、少し……寝ね」

　る、まで言わずに、畳たたみの上に倒れると、もう政宗は寝ね息いきを立てていた。

「なんじゃ、寝るまえに！　……風呂くらい入っておかぬか」

　呆れて怒ることもバカらしくなった幸村は、そう言ってため息するしかなかった。
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「変な連中が急に来たから、すっかり調子狂っちゃったじゃない」

　場所は同じく柳生道場の広間。

　食事のあとのお茶を喫して、千姫がため息とともに吐き出す。

　さっきまで同じ場所で食事をしていた政宗と小十郎は、政宗が昏倒するように爆睡してしまったため、広間からけっきょく運び出されていた。

　十兵衛の部屋に夜具が敷しかれ、ひとまず政宗はそのまま就しゆう寝しん。小十郎は政宗の側を離れず、いまもじっとはべっている。

　中断してしまった幹部会議は、そろそろ夕餉の時間を迎むかえることから夜に再開となり、あわただしく又兵衛や半蔵がしたくをととのえた。

　その夕食がいましがた終わり、やはり又兵衛たちが膳を片づける。

　洗い物の音が聞こえる中、ちょうど幸村、千姫、宗朗が残っていたことから、会議の続きとなったのだった。

「まあ、しかたないよ。ハプニングではあったけれど、前田慶次っていう、新たなサムライの名前も知ることができた」

「その慶次の詳しい情報が重要だというに、肝かん心じんの政宗は眠ってしまうし、小十郎とやらはかたときも側を離れたがらんし」

　やれやれ、というふうの宗朗と幸村。

「もっと重要なのは、幕府に対してあの連中がなにかやろうとしている、ってことよね。この道場で落ち合う？　はずだったその慶次も、当然かかわってくるのだろうし」

「どちらにせよ、政宗が目を醒まさぬ限り、そっちは何も動かぬわ」

「ああ！　もう焦れったいわね！　さっさと起きろっていうのよ。千が無理やり起こして来ようかしら、この薙刀なぎなたで！」

　とっさに、傍かたわらの薙刀「花はな散ちらし丸まる」を引き寄せる千姫だが、

「千姫さま、危ないですから」

　やんわり宗朗に言われ、

「あの政宗のことじゃ、薙刀を刀で受けても、起きはすまいて。そういうことのできるヤツじゃ」

「わかってるわよ」

　幸村にもさとされ、口を尖とがらせる。

「そんなことより、千が大江戸に行くっていうことのほうよ。こっちのほうが大事なんだから」

　千姫が声を大に言うと、洗い物の音がいっしゅん、止やんだ。ややもしてまた水音がし始めるが、どこか神妙なふうだ。

「やはり、それしかないかのお」

「あ、いや、幸村も止めてくれよ。千姫さまが大江戸にひとりで行くなんて、そっちのほうがどう考えても危険じゃないか」

「千ひとりじゃないわよ。もちろん半蔵もいっしょに決まってるわよ」

　この言葉で、洗い物の水音が急に弾むような勢いに変わる。

「それは、お伴の半蔵さんはいいとして、やっぱりそれだけじゃ」

「なら、おぬしも同行するというのか。女にくっついて大江戸へ行って、もしものことがあれば一網もう打尽じゃぞ」

「だから、よけい戦力があったほうが」

「それならばこの道場の全員で行けばよい。じゃがそれこそ自殺行為じゃ。敵の本拠地で、討うつなり捕縛するなり好きにせよと言っておるに等しい」

「ぼくらだってそう簡単には」

「あの鎧よろいがおるのじゃぞ！　それも、四体も！」

　声を荒げた幸村に、思わず宗朗が言葉を無くす。そこへ、

「だからよ。だから千が行くの」

　千姫が、遮さえぎった。宗朗の手に、触ふれている。

「おチビちゃんの言うとおりよ。護衛なんていくらつけてもダメ。けど、千ひとりなら、戦うためじゃないって、意思表示ができるわ。その上で、交渉のテーブルに着かせるには、千の……徳川の血が、役に立つはず。ううん、使わなきゃいけないのよ。こんなときしか、出せないカードなんだもの」

　最後は少し、さびしそうな言葉になった。けれどその決意は、宗朗にも伝わり、迫せまってくる。

「千姫さま」

　これ以上の言葉を重ねても、千姫を翻意させることはできないと、わかる。宗朗も苦渋の同意をしなくてはならなかった。

「もしも……もしもよ。千にもしものことがあったら、宗朗が、次の策を講じるのよ。おチビちゃんと相談して、ね」

「もしもの……」

　宗朗が言おうとするのを、

「将軍には、会えると思うてか」

　幸村の冷静な言葉が遮った。

　この先、当然考えなければいけない、気づいていることでもあるのに、将軍、の二文字が実際に口をついて出ると、とたん、緊張が走る。

「正直、わからないわ。将軍……慶よし康やすさまには、子どものころから会っていないの」

　ややもして千姫が、静かに言った。

「会っていない、というより、会うことのほうが希だったのよ。物心ついたときには、乳母や側女、指南役の教師たちが回りにいたし、そういう中で大きくなったの。慶康さまには、たまに拝謁するだけ。それも、千のためじゃなくて、行事のときや、他にも人がいて、千はその中のひとり」

「そう、だったんですか。そんな」

「例外はあるがの。権力者の家とはそんなものじゃ。おぬしの兄、あの慶彦もそうじゃったのか」

「お兄さまは、もっと会う用事がおありだったから。そうよ、用事がないと、会えないし会わないの。だから触れてもらったこともない。抱っこしてもらったことだって。慶康さまに……お父さまって、呼んだことだって、儀式のときだけで」

　想像してはいたものの、千姫の口から語られると、一いつ般ぱんとは隔かく絶ぜつした「家族」の姿に声を失う。

「でも、お母さん。母上さま、とは」

　言ってから、しまった、とも思う宗朗。果たして、

「同じようなものよ。それは、慶康さまよりは会う機会も多くて、いっしょに歌会に同席する、くらいはあったけれど。手を引いてもらったことも、あったかな」

　手を引いてもらう、のがもっとも印象的なスキンシップだとは。

　幼少の千姫を知っている宗朗だが、あの快活な姿の裏に、こんな事情があったとは、そんな感情を封じて過ごしていたと思うと、心が苦しくなる思いだ。

「あ、ちょっと、深刻にならないでよ。千にはそれがふつうだったから、いま急にどうこうっていうのはないのよ。それに、千には半蔵がいたから。初等部へ上がるころには、もう半蔵が千の、遊び相手だったから」

　ガシャーン！　皿が割れるやかましい音と、あたふたと片づける音が響いて来て、千姫はちょっと口元を笑いに和ませた。

「そういうことじゃ。じゃが、やはり、出立するまえに政宗のほうの情報は確認しておきたいものじゃのお」

　幸村がうまく、話題を切り替えた。

「でもまだ政宗さんが寝てるんじゃ」

「政宗さまなら、お風呂に入られています」

　そこへちょうど、入ってきた又兵衛が手を拭いながら答えた。

「お風呂？」

「はい。十兵衛さんがお誘いになって、ご用意もされて」

　と、こっちは千姫を見つめる目がどう見ても潤うるんでいる半蔵だ。

「なんじゃ、呑気なもんじゃのお。飯を食って寝て、こんどは風呂か」

　幸村が呆れるが、

「まあいいわよ。いまさら一分一秒を争うわけでもないし、出てきてからゆっくり聞けば。さっぱりして政宗もいい匂いになるだろうし、女のコ三人でお風呂くらい、待ってあげるわよ」

　対して、意外に寛容な千姫。

　ところが、匂い、と聞いて思い出したのか、又兵衛が幸村に身を寄せて、

「あの、幸村さま、じつは」

　耳打ちした。

　幸村の表情が、みるみる変わる。

「なんじゃと。それはまことか!?」
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「つぁ～！　生き返るぞ！」

　浴室を満たす、あたたかい霧きりのような湯気の中、湯船に首まで浸つかった政宗が声を上げた。

　浴よく槽そうの縁に頭をもたせかけ、振り仰あおぐように天てん井じように向けた顔は、自ら乗せた手ぬぐいで覆おおう。

　湯面から顔を出した乳白色のふたつの膨らみが、ぷかぷか、打ち寄せる小波に洗われていた。

　政宗の顔も身体も健康的に日焼けしているのに、胸とお尻しり、それにヘソの下は、色が抜けたように白い。

「よかったですね、政宗さま」

　隣となりでは小十郎が、ちんまりと膝を揃えて、浴槽の中の段差に腰こし掛かけている。

　こちらはツルンと白く、どこまでも凹凸のない裸ら身しんが、どこか剥きタマゴを想像させるたたずまい。

「おう！　料理はうまい。ふかふかの布団ふとんに畳、それに熱い湯とくれば最高だな！　はっはは、いい連中じゃないか、柳生のは」

「はい。みんないい人たちですね。それだけに、戦うなんてことになったら、って」

　小十郎が顔を曇らせると、

「ははは！　心配するな！　小十郎を悲しませるようなことはせん！　俺は小十郎が大好きだからな！」

　顔にかけた手ぬぐいをむしるように取って、政宗が笑う。

「ま、政宗さま、そんな大声で、恥ずかしい……」

「恥ずかしいか、そうか！　はっはっは！　ははははは！」

　小十郎が頬を染め、ますます高く政宗が笑った。笑い続けて、ふと、

「それにしても、慶次のヤツはどこに行ってるんだ？　入れ違いになっちまったじゃないか。ここで待つか、それとも」

「そうですね。どうしましょう政宗さ、ま？」

　小十郎の言葉が途切れかけたのは、不意に脱だつ衣い場じように現われた影かげを見つけたからだ。それはすぐに、浴場の磨りガラスにふたつの白い裸身となって映る。

「ぐっちゃん、ほら、行くよぉ！」

「ちょ！　お待ちあそばせ、ですわ！　わたくし、まだメイド喫きつ茶さの勤めから帰ってきたばかりで……」

　あきらかに、抗あらがう兼続を十兵衛が強ごう引いんに裸はだかにして連れてきた、の図。そしてそのままに、

「やっほー！　ムネムネさん！　こじこじ！　いっしょに入ろー！」

　ガラッ、飛び込んでくる十兵衛。もちろん全ぜん裸らで、必死にタオルで身体を隠かくす兼続の手を引いている。

「おう！　入れ入れ！　はっはっは！　みんなで入る風呂も楽しいぞ、なあ、小十郎！」

　まるで自分の風呂のような態度の政宗。

　しかし小十郎は、

「きゃぁあ！　ふ、ふたりもぉ、女の人が、ですぅぅぅ！」

　真っ赤になって、政宗の背後に隠れようとする。

「ほよ？　どうしたの、こじこじ。あ！　わかった。恥ずかしがってるんだぁ。もぉ、だいじょうぶ！　十兵衛だって、ぐっちゃんだって、裸だよ！」

　胸を張る十兵衛。

「裸にしたのは十兵衛ですわ！　わたくし、まだ夕食も……」

　戸惑う兼続を、おかまいなしに十兵衛は前へと引っ張り出すと、

「ほら！　ぐっちゃんでぐつぐつなの！　まえに試合したから、知ってるよね？」

　政宗、小十郎に改めて紹介する。

　これでも十兵衛なりに、考えて兼続を呼び込んだようだ。

「おう！　おぼえてるぞ、トンカチの！　はっはっは！　綱渡り勝負では世話になったな！」

　政宗は笑うが、小十郎はさっきから隠れたままだ。

「ぅぅ」

　十兵衛はこうなると、いよいよ小十郎を楽しませようと張り切ってしまう。

「うん！　十兵衛もお風呂、入るよぉ！」

　どぽん！　勢いよく湯船に飛び込むと、

「こーじこじ！」

　小十郎の腕うでを取って、そのまま抱きついた。

「ひゃぅぅぅぅ！　や、やめて、やめてくださいぃぃいい！」

　パニックになり、暴れる小十郎。

　顔もそうだが、色白の身体まで真っ赤なのは、単に湯に長く入っているせいだけではない。

　十兵衛から逃のがれようと、政宗に正面から抱きついていく。すると、

「ぁ、こじこじ」

「ぅぷ！」

　政宗の胸に、真まっ直すぐ顔を埋うずめる形に。

「はっはは！　ういヤツだな、小十郎、はっはは！」

　これには政宗も、頬を染めながら破顔し、小十郎を、ぐいっ、と自分からも抱き寄せる。結果、ますますバストに押しつけ、埋め込むことに。

「むぐぐ……まはむれはま……ぷ、ぷは！　息が出来ませんよぉ。何も見えなくて……うぷぁ！」

　政宗のバストからようやく顔を上げたと思った小十郎。別の乳白色の塊に、顔を塞がれる。

「こじこじ、おっぱいほしいの？　はい、十兵衛のも、だよ！」

　それはもちろん十兵衛のバストで、乳房の谷間に小十郎の顔がすっぽりとはまり込んでいる。

「も、もが！　ち、違いますぅ！　違いますから……ぷぷ、うむにゅ！」

　気がつけば、政宗と十兵衛のふたつのバスト、四つの乳房に囲まれ、押しつけられ、包まれている小十郎の顔。

「はっはっは！　そういえば小十郎は俺のおっぱいを吸うのが大好きだったなぁ！　どうだ、ひさしぶりに吸ってみるか！」

「ぇ、そうなんだ。うーん、十兵衛のおっぱいも吸っていいよ、こじこじ！」

　ますます迫る、乳の山脈。

　それぞれがＦカップ、Ｇカップは下らないボリュームで、柔やわらかく、けれど弾だん力りよくにも富んだ四つの塊。

　ムニュムニュ、プルプルンッ、たゆんたゆん、密着しては離れ、またジャブのように小十郎の顔にぶつかる。

「違います違いますぅぅぅ！　政宗さまのおっぱいを吸ってたのは、小さいころのことで……むぷぷ！　もう全然吸ってませんからぁあ！」

　吸っていたこと自体は否定できない小十郎。

「ならひさしぶりにどうだ！　はっはっは、遠えん慮りよしなくていいぞ、小十郎。思い切り吸ってみろ！」

　さらに迫る政宗に、とうとう、

「わぁぁぁぁあん！　政宗さまのバカぁぁぁあ！」

　大きな泣き声とともに、小十郎が政宗を突き放す。つもりが、できない。政宗と十兵衛にすっぽり取り囲まれているからだ。

「怖くないよ～、こじこじ。おっぱいは怖くないの、はい、ぁ～ん！　……あれぇ？」

　が、消えた。

　十兵衛が自分の乳房を両りよう脇わきから抱かかえてよせて、さらにボリュームアップさせたところで、忽こつ然ぜんと小十郎の顔が消える。

「ごぼごぼ……こぼ！」

　もちろん、ほんとうに消えたわけではなく、湯に潜もぐったのだ。

　乳に完全に包囲された状態では右にも左にも、進むも戻るもできない。

　そのため、しゃがみ込んでふたりの間から脱だつ出しゆつし、さらには浴槽の床ゆかに這はうようにまでして逃れる。

　見かけは子どもでも、小十郎はしっかり武士なのだ。

　そのままいっきに浴槽から出ようとした。

　ちょっとした銭湯なみの広さの、柳生道場の風ふ呂ろ場ば。政宗たちとは反対側の、浴槽の縁から浮ふ上じようするべく、段差を踏み台に、跳とび上あがる。

　ところがそこには、

「湯船に入るまえには、身体を洗うのが常識ですわ！　かけ湯もしないなんて、どうかしてますわよ」

　行儀よく、さっと身体を流したあと、湯船に入ろうと、まさに浴槽の縁に手を掛かけてしゃがみ込んでいた兼続がいた。

「ぷは！　ぁぁぇえ!?」

「きゃぁぁああ!!」

　ぶつかった。

　しかし正面衝突、というのとも違ちがう。

　湯から飛び出した小十郎は、半分、兼続を跨ぎ越していた。けれど、跨ぎきれない部分が、当たった。

　兼続の顔に。小十郎のお腹なかから下、股こ間かんがクリーンヒットする。

　バチン！　ビタンッ！　そんな音が浴場内に響いて、

「ぁああっ、はぅぅぅぅ……！」

「むぎゅ！」

　ふたり、もつれるように倒れた。

「小十郎！」

「ぐっちょりん！」

　あわてて駆け寄る政宗と十兵衛。

　政宗は湯から上がり、小十郎を抱き起こす。十兵衛は湯船の中から、兼続に呼びかけた。やがて、

「ぅぅ……ま、政宗さまぁ」

　目を開ける、小十郎。

「だいじょうぶ!?　びちびち！」

「び、びちびち違いますわ！　ぐつぐつですわ！　じゃねぇっぺ！　いまわたくし、なにか変なものとぶつかって」

　ぶつかった衝しよう撃げきというより、驚おどろいて目を回した、に近い兼続が身を起こす。

　顔を向けると、そこにはぶつかった相手の小十郎が。こちらはもっと大きなダメージから、ようやく立ち直ったといったふう。

「ご、ごめんなさい。ぁの」

　抱き起こした政宗の腕から降おりて、兼続にあやまる小十郎。ぺこっ、頭を下げたひょうしに、裸の股間で小さく揺れるものがあった。

「そ、そ、それ……な、なんですのぉ！」

「ほぇ、ぴるん」

　兼続が驚きよう愕がくし、十兵衛が目を丸くする。どちらの視線も、小十郎の股間に集中した。

　そこに、ないはずのものがあった。

　あるはずのものは、なかった。

　小さな巾着のような袋ふくろと、小指ほどの突とつ起き物。

　紛まぎれもない。それは、

「あ、あなた、男のコ、ですのぉ!?」

　指さす兼続。

「はっはっは！　それがどうした！　小十郎は、俺おれのかわいい愛あい玩がん動物だぁ！」

　この場合、まったく意味のない政宗の愛玩宣言。

「ほにゃぁ、こじこじって、男のコだったんだぁ。へーぇ、かーわいい、の！」

　最初こそ驚いたものの、みるみる興味と好奇に変わっていく十兵衛。もう目を輝かせている。

「ぁ！　こんな……恥ずかしい、政宗さまぁ」

　これまでとは別の意味で真っ赤に染まり、政宗に抱きつく小十郎。そこへ、

「ちょっと、待ちなさいあんたたち！」

「問いただしたき、儀あり、じゃ！」

　浴場の扉とびらが勢いよく開け放たれ、そこに立っていたのは、千姫と幸村。背後に、半蔵と又兵衛もいる。

　が、踏み込んだしゅんかん、すべてが決した。

「ぁ……」

　千姫も幸村にも、それが目に入った。もちろん、小十郎の、その部分、だ。

「ぁ、ぁ、ぁ……」

「な、なんという、ことじゃ」

　みるみる、真っ赤に頬が染まっていく。

　四人……正確には背後の半蔵、又兵衛も含めて六人の視線に串刺しにされる小十郎。と、その部分。

「イヤぁぁぁああ、ですぅぅう！　政宗さまぁぁぁああ！」
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「じゃあ、最初から男の子だったのか」

　宗朗の前で、

「はい、ごめんなさい。だます気はなかったんです。ただ、最初にそこのところだけことわっておくのも変ですし……」

「はっはっは！　聞かれたら答えたがな。聞かれなかったので、言う気はなかった！」

　内股またに正座した小十郎が赤い顔で頭を下げ、胡座をかいた政宗が豪ごう快かいに笑う。

　どちらも湯上がりの身体を寝ね間ま着き代わりの浴衣ゆかたに包つつんでいた。

　小さな身体にぶかぶかな浴衣の胸をけんめいに合わせている小十郎と、胸むなもとから乳房がこぼれ出しそうな政宗。

　腰こしのない洗い髪がみが、ぺったりと張り付いたような小十郎。洗い立てで、盛大に逆立った髪がたてがみのような政宗。

　どこまでも対たい照しよう的てきなふたりだった。

「じゃあ、なぜ女子の制服を着ておったのじゃ。それこそ、だましではないか。もっとも、又兵衛は匂いで気づいたようじゃがな」

「そうよね。でもほんとう、女のコにしか見えなかったわよ。いまも、そうだけど」

　宗朗に並んでいる幸村、千姫が。これに対して、

「はっはっは、そんなの決まってるだろう！　かわいいから、だ！　小十郎はかわいいから、女子の制服がよく似合うんだ！」

「いや、だからって」

「いけないか！　かわいいのがいけないのか！　かわいいのが罪なのか！」

「けれど、『男子は学園塾じゆく指定の男子制服を着用』と、学園塾規範にあります」

　半蔵が生徒手帳を見ながら言うが、

「男子が女子の制服を着てはいけないという決まりは、ない！」

　言い放つ政宗。

「まあ、そうですが……」

「屁理屈、じゃな」

　又兵衛、幸村がため息した。

「でも、その……男子だっていうことは、小十郎は『将』なのかい」

　宗朗が言ったひと言が、とたんに場を緊張させる。

「そう、そうよね。女のコならサムライってこともあるけど、男子なら……」

「慶彦さま、宗朗くん以外の『将』を初めて見るんですが」

　千姫と半蔵。期待と興味がいやがうえにも高まる。そこへ、

「それではおぬしら、契ちぎりを交かわした『将』と『剣姫マスターサムライ』じゃったのか！」

　幸村のひと言がとどめともなる。

「ぅー」

「じーっ……」

「はにゃぁ。やっぱりチュー、するのかな？　かな？」

　集まる六人と、

「キュキュッ！」

　一匹ぴきの目。しかし、

「はっはっは！　小十郎は『将』じゃない。小十郎は、小十郎だ！」

　まとわりつく視線を吹ふき飛ばすように、政宗。さらに、

「けれど契りなら何度も、いろんな契りを交わしているぞ！　キスか？　キスなら、小十郎の身体のどこにでも、俺がしていないところは、ない！」

　すがすがしいまでに言い切る。

「な、なに？　どういうことなのっ!?」

「か、身体とは、直接、肌はだにということで……な、なんじゃと！」

「破廉恥です！　破廉恥過ぎて、もう、もう！　御お姫ひいさま、助けてくださいぃぃ！」

「……」

　一転、興奮の極みに達する一同。

「わーい！　お兄ちゃんも十兵衛にいっぱいチューしていいよ。どこにする？　どこでも、いいの！」

「ま、待て、待ちなさい十兵衛！　服を脱ぬがない！」

「キュゥゥゥ！」

　そんな中、当の小十郎は、

「ま、政宗さま、ひどいですぅぅぅ、そんなこと、言っちゃダメですよぉぉお！」

　泣きながら、けれど否定はしないようで、

「はっはっは！　いいんだいいんだ！　俺と小十郎の仲を、誰にはばかる！　今日も俺のおっぱいにキスしたじゃないか！」

「あれは、政宗さまが胸に押しつけるからで……ま、政宗さまの意地悪ぅぅぅ！」

　ぽかぽか、政宗の胸を叩たたく小十郎。どこから見てもただの少女、いや幼女。

「はっはっは！　もっと叩け、小十郎！」

　すっかり男前の、政宗。

「ええい、静まれ！　みな、静まるのじゃあ！」

　一いつ喝かつする幸村であった。

　……そのころの兼続。

　自宅、もとい道場中庭のコテージの中で、寝込んでいた。

「ぅぅぅ……わたくしの顔に、あ、あんなものが、あんな……プルンとしてグニュっとして、それが、ピタンッ、と！　ぅぅぅ、あわわわ……！」

　ときおりうわごとが口から漏れる。

　どうやらしばらく使い物になりそうにないようだ。



「……まったく、とんだバカップルじゃ！」

　幸村が憤慨とともに吐き出す。

「つまり、あなたたちは『将』と『剣姫マスターサムライ』ではない、ということでいいのよね」

「政宗さんはサムライで、小十郎さんは」

「俺の愛玩動物だ！　はっはは！」

「その表現、やめい！　また話がややこしくなるわ！」

　ようやくにも興奮が一段落した面々。

「はふー、お兄ちゃん、恥ずかしがり屋さんなんだ。十兵衛もこじこじみたいに、お口じゃなくても、いろーんなところにチューしてほしいな！」

「こ、こら、言うだけでも止めなさい、十兵衛っ」

　まだ余韻はあったものの、

「本題じゃ！　……おぬし、政宗。食事のときに言っておったのお。幕府がどうとか。すべて、話してもらうぞ！　慶次というサムライのこともじゃ！」

　強引に進める幸村。

　ところが、

「ぅ～ん、どうだったかなぁ～」

　とたん、歯切れの悪くなる政宗。ボサボサの髪をわしゃわしゃかき回し、ついでに背中もバリバリ掻く。

「なんじゃ、とぼけるつもりか！」

　焦じれた幸村が大鉄扇を向けると、

「まあそう急かすなって。わかってる。この道場には一宿一飯一浴の恩がある。その分くらいは、俺も話しておかねえとな」

　一転、不敵な笑えみを浮かべた政宗は、眼光するどく一同を見回す。

　それまでとまるで、キャラが変わったかのような居住まいに、宗朗も「剣姫マスターサムライ」たちもいっしゅん息をのんだ。

　そんな中、宗朗が最初に口を開く。

「なら、聞きたい。キミの目的はなんだ。キミと前田慶次の関係は。それに、この道場に来た理由」

　宗朗の質問は、全員がまず聞きたいことの全部を満たしていた。

　政宗が、クシャッと髪をかき上げる。隠れていたほうの目が露あらわになって、隻眼ではないことがわかる。

　手を離すと、また片目は髪で見えなくなった。

「答えやすい方から順にな。慶次と俺は、同じ米よね沢ざわでガキの頃からいっしょだったケンカ友だちさ。どっちも、女だてらにママゴトなんて一度もやったことのねえたちだから、会うと挨あい拶さつがわりにケンカだ。そのうち戦うのも飽きちまって、お互たがいなんとなくつるむようになった」

「つるつる？」

「つるむ、仲良くなる、じゃな」

　十兵衛の問いには、幸村が答えた。

「まぁなにしろケンカし過ぎて、お互いの手の内も知り尽くしてるから、その分なんでも話ができた、ってことだ。といっても、好きだの惚れたのってのじゃない。俺はなんといっても、かわいい小十郎ひと筋だからな！　ははは！」

「わぁ、政宗さまぁ！　ダメですよぉ、お話の続きをぉ……ぁあー」

　またもとの政宗に戻もどって、小十郎をぐりぐりと抱きしめる。

「こ、こら、ちょっと！」

「わかってる。じゃあ次だ。その慶次と俺と、米沢ではもうひとり、なにかとつるんでたのがいて、寄ると触さわると話の中身は、幕府を相手の大喧嘩、そのことだ」

「幕府を相手、じゃと」

「その、もうひとり、って誰よ」

「ああ。それまで女も男も、サムライ相手にも、数え切れないケンカをやってきた。だがもうそんな遊びじゃ満足できねえ。幕府なら相手にとって不足はねえ。一生かけてケンカをする最高の敵じゃねえか。なんで、って、それは言うまでもねえ。庶民への重税、弾だん圧あつ、地方も大江戸も、汚職、賄賂で行政は腐りきってやがる。そんなのは、物心ついたばかりの子どもでも知ってるってこった。ん？　ああ、もうひとり、のほうはまだ言えねえ。それは今回の勘定に入ってねえからな」

　政宗はそれから、米沢をはじめおもに東北で、彼かの女じよたちがやってきたゲリラ的な幕府への攻こう撃げきを語った。

　いわく、地方の兵の駐屯地に潜せん入にゆうし、武器庫を爆破する。内部文書から機密情報を解析し、信しん頼らいできるマスコミや電脳網を通じて拡散させる。デモに参加していて逮たい捕ほされた一般市民を、留置場を襲しゆう撃げきして解放する。などなど、など。

「あんがい、まともに戦ってたのね」

「聞いたことがあるが、おまえたちじゃったのか。地道じゃが、けっこう有効な手段と言えるじゃろうな。日ひの本もと中に拡散していけば、幕府にとってはもっとも恐ろしい抵抗運動となろう」

　千姫、それに幸村が感心したように言った。

「そのうち、電脳網を通じて中央官庁の情報へ潜入するのも高い確率で可能になってきた。それで知ったんだよ。あんたたち、柳生道場のことをな」

「わたしたちのことを……ぁ」

　半蔵が思い当たったように、言葉を切った。

「そうだ。去年の、富士を震源とする大地震。大江戸でも震度５を何度も記録したってな。第二の関東大震災か、と恐れられた。ところがある日を境に、それがピタリと止まった。余震もない。世間じゃ、やれやれひと安心だ、てことで落ち着いたが、俺たちは事の真相に行き当たった」

「事の、真相か」

「天あま草くさ騒乱。天草四し郎ろうとその一党の剣鬼ダークサムライと名乗る異形のサムライどもによる大江戸壊滅作戦だったってな。大江戸どころか、日の本全部を火の海にする計画だった、とも。それを潰つぶし、天草の首を取ったのが」

「取った、のが……」

「徳川慶彦。徳川宗そう家けの嫡男で、この武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく本校生徒会長。次期将軍の、御曹司ってわけだ」
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「なに!?」

「な、なんですって」

「なんじゃと！」

　そこまで政宗の話を聞いていた一同は、ひっくり返った。いや、物理的には転倒しなかったが、それに近い衝撃を受けた。

「慶彦さまが」

「お兄さまが、天草の」

「首を取った、じゃと！」

　口々に、政宗に詰め寄る。

「はっはっは！　やっぱりな。だがいまのが、幕府の『公式』な記録だぞ。それとて公開はされていない。マスコミには単に、群発地震が終息した、で終わりだ」

「おぬし、その情報を幕府の内部サーバーから得たのか」

「そうだ。機密事項で情報保安鍵かぎのかかったファイルだったがな。だが、どうも眉まゆ唾な気がしてな。都合良く、徳川の御曹司が敵を倒して日の本を救う？　出来すぎってやつだろ」

　政宗は鼻を掻いた。

「だから、さらに深い階層を捜さがした。そして、より強固に鍵のかかったファイルを捜し出だした。するとどうだ。天草を倒したのは……」

　政宗は改めて宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちを見回した。笑う。それ以上は、あえて言う必要がなかった。

「そういうことに、なっていたのか」

「わざわざ機密文書にしておくとはの。手の込んだことじゃ」

「別に、ほめられたくてしたわけじゃないけど。なんだかイヤな気分ね」

　とくに、実兄の慶彦がその功に祭り上げられている千姫は、複雑な表情になる。

「よくある話じゃな。おおかた……」

　慶彦が画策したわけでもないのだろう。

　しかし、天草騒乱を公表できず、それを収めたのが宗朗と柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちだ、とも言えない幕府としては、機密文書にさえ真実を記載することはできない。

　そこで、次期将軍である慶彦の「伝説」作りに利用されたのだろう。

　この場合の機密文書とは、ある時期をもって公開される公文書だ。しかし、

「真の真実……おかしな言い方じゃが、それもまた、どこかに記録されねばならぬ。おぬしらはそれを見つけた、というわけじゃな」

　ひととおりの筋道を説明して見せて、幸村は政宗に視線を移した。

「ああ。おそらくはオデコのあんたの言うとおりだろうな」

「誰がオデコじゃ！」

「ははは！　だがこれでわかったろう。俺たちがこの道場とあんたたちに目を付けたわけがな」

　すでに御ご前ぜん試合で十兵衛たちを知っていた政宗だったが、この件で改めて注目することになったのだ。

「そうか。それはわかった。それで、キミたちの目的は」

　宗朗が、再度問う。

　ここまでの経けい緯いで、うっすらと浮うかび上がっては来ている。しかし政宗の口から、はっきり聞く必要があった。

　政宗もまた、宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちを見据える。

「ずばり、言う。幕府を、ぶっつぶす！」

　政宗の大声が、道場の広間を駆け抜けた。宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちの胸に、突き刺ささる。

「幕府を」

「潰す……」

　宗朗が、千姫がつぶやいた。そこに本来あるはずの高こう揚よう感はなく、逆に漠ばく然ぜんとした不安や戸と惑まどいが滲んでいる。

「よう言うた！　それでこそ、外様の雄というものじゃ！」

　声を上げたのは幸村だった。

　大鉄扇を、ぽん、と講談師の張り扇のように打つ。

「おぬしらが目指すのが、まこと倒とう幕ばくであるならば、わらわに反対する理由はなし。いやむしろ、加勢する用意もあろうぞ！」

　我わが意を得たり、とばかりに言う。

「幸村」

「おチビちゃん」

　宗朗と千姫はそんな幸村に、言葉がすぐには出てこない。

　政宗が、

「おう。簡単に言えばそういうことだ。この道場のあんたたちに、俺たちの倒幕に加勢してもらいたい。そのために、慶次のやつが先に来てるはずだったんだが、ははは！　ヤツも道に迷ったか、ははっ！」

　ひととおり笑っては、またバリバリと頭を掻いた。

「倒幕……わたしたちが、幕府を」

「……」

　半蔵もまた、千姫を気遣いながら、自身の心の迷いを隠せない。又兵衛は、どこまでも幸村に付き従う、そんな覚かく悟ごが表情に表われていた。

「が、やめた」

　ところが、政宗のひと言。

　いっしゅん、なんのことだかわからず、幸村もまた問う。

「やめた、とは、いかなる意味じゃ。たったいま、倒幕の決意と、我らへ協力を願い出たのであろう。違うか」

「ああ。そのために来た。実際、そのつもりだったんだがな。やめた。あんたたちの力を借りるのは、やっぱりやめだ」

「なぜだ。さっき言ったことはウソだったのか」

　倒幕への意志はともかくとして、宗朗も聞かずにはいられない。

「それは、だな」

　政宗は、急にこみ上げてきたらしいアクビをかみ殺すと、滲んだ目尻の涙を小指で拭ぬぐって、

「あんたたちが、幕府の四天王にかなわねえからだ」

　眼光鋭するどく、言い切った。政宗の、隠されていたほうの目が露わになって、「剣姫マスターサムライ」たちを見回す。

「なん、じゃと。どういうことじゃ！　我らが四天王に勝てんじゃと。それも聞き捨てならぬが、それと倒幕に力を合わせるのと、どう関係がある！」

「どういうも、そういう意味だなあ。天草を討ったというあんたらだ。最強の四天王にも対たい抗こうできる、と踏んだんだが……無理だな」

「なんですって！　なぜそう言い切れるのよ！」

　これには千姫も、声を上げる。

「いまのあんたらじゃ、四天王には勝てねえ。いまの、力をただどれも、同じように叩きつけるだけの、あんたらの剣法じゃあな。「将」を得たサムライは「剣姫マスターサムライ」になって、格段の強さを持つ、って聞いてたんだがな。ま、見込み違いだったみたいだぜ」

　そこまで言うと、政宗は腰を上げた。

「政宗さま」

　小十郎も従う。政宗の刀を拾い上げ、捧げ持つ。

「待て！　教えてくれ。今の言葉……力をただ叩きつけるだけの剣法、と」

　宗朗が問おうとする。思わず腰を上げる。

　政宗はもう、席を立って歩き出していた。宗朗を振ふり返って、

「さあな。まさにそのへんがわからねえと、とうてい四天王には及ばねえってことだ」

　それだけ言うと、広間を出て行く。あとには、小さな小十郎の背中が追いかけていった。

「政宗！」

「やめよ、宗朗！　……もうよい。いまあやつに問うたとて、答えまい」

　追おうとした宗朗を、幸村が制する。不機嫌な顔になって、

「あやつ、おそらく見ておったな」

「見る、何を……あ！」

　言う。宗朗も気づいた。

「昨日の晩の、四天王との戦いを見ていたというの!?　まさか……」

　千姫も口に出して、しかし納なつ得とくするものがある。

「道に迷ったなどと言いおって、その実、我らをつけて、見物しておったのじゃろう。まったく、食えぬ女じゃ」

「そうか。それで……じゃあ、なんで、わざわざここに来たんだ。四天王にかなわない、と、戦いをみて思ったなら、なぜ」

　宗朗の言葉は、「剣姫マスターサムライ」たちにも疑問を呼び起こした。

「ぅん？」



「政宗さまぁ！　……政宗さま、よかったのですか、あれで」

　ずんずん前を歩いていく政宗に、転ぶように走ってきた小十郎が、呼びかけた。

「はっはっは！　いいんだ。あれで、な。あのくらいでちょうどいい。あいつらが考えるきっかけになれば、それでいい」

　ちょっと笑って、

「慶次のヤツが来なかったのは、そういうことかもしれねえ。ヤツめ、面倒を俺にやらせやがって」

　小十郎の肩かたを、ぐいっ、と引き寄せた。

「これから、どうするのですか、政宗さま」

「ん？　そうだな……」

　政宗が、鼻の頭をかく。

「まさか、計画があるんじゃなかったんですか？　えええー？」

　驚く小十郎だが、

「なあに！　またどうにかなる。ここでだって、そうだったじゃねえか。食って、寝て、風ふ呂ろにも入って……ん、また腹が」

　腹を押さえる。ぐぅ、と絵に描かいたように、鳴った。

「まあ、どうにかなる！　なるさ。はっはっは！　小十郎はかわいいしな。俺の側に、ずっといてくれよ！　はっはは！」

「政宗さま、そういうことでは……はい」

　頬ほおを染める小十郎の小さな手を、政宗の無骨だが繊せん細さいな手がしっかりと握にぎった。

　頭ひとつ以上違う、ふたつの影がどこか寄より添そうように歩いて行く。

　そして……。

　そんなふたりを、樹上から見つめている影。

　白の高等部制服に身を包み、白銀の髪を風になぶられるままにしている。

　ひと目で奇異に映るのはその顔で、かぶった般若の面が恐ろしげな表情を見る者に向ける。

　完全に気配と闘気を断っているため、政宗や小十郎にも気づかれることはない。それが彼女の能力でもある。

「奥おう州しゆう勢が、動き始めたんです」

　般若面に手を掛け、外す。中からは、さらに右目を眼帯で隠した顔が表われた。

　もちろん、義仙である。政宗たちの行動を、かなり早い時期からつかんで、追つい跡せきしていたのだった。

「幕府との戦いが本格化するのが、早まりそうなんです。慶彦さまもいよいよ動き出すはず……」

　義仙の片方だけの目が、政宗から離はなれ柳生道場へと注がれる。そこにいるはずの、

「宗朗さま。いかなるときも、ところへも、この義仙、お伴つかまつるんです。最後まで。最後の、ときまでも」

　それだけ言うと、再び般若面を顔につける。そして大鋏の柄えを握り、樹上から跳ちよう躍やくすると、たちまち、背後の森の中へ見えなくなった。















伍◆傾奇者の正体
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「……ふぅ」

　千せん姫ひめのため息が、湯気をわずかに震ふるわせる。

　浴槽の中、たっぷりと伸のばした肢体は、肌色の影となって湯面にゆらめいていた。

「御姫さま、お湯加減はいかがですか」

　傍かたわらに控えた半はん蔵ぞうが尋たずねる。

　浴場内には千姫と半蔵のふたりきり。

　もちろん、ふたりともに生まれたままの姿だ。

「いいお湯よ。おまえも入りなさい」

　湯に身を任せ、瞳ひとみを閉じたまま千姫が言う。半蔵は、

「は、はい。……失礼、いたします」

　そう言って浴よく槽そうの縁をまたぐと、千姫からやや離れた隣りへ裸身を沈めた。

　ややもして、半蔵が口を開く。

「あの……よかったのでしょうか。このお風呂は、政まさ宗むねさんたちが入ったあとですけれど」

　いつもは、なにをおいても風呂を使うのは千姫が一番で、先に誰だれかが入るなど許さない。それが道場に同居する際の条件のようなものになっていて、

『わがまま姫ひめが言いそうなことよ。まあ、その程度のこと、争うまでもないことじゃ。勝手にするがよい』

　幸ゆき村むらも、結果的に認めていた。

「いいわよ。そのくらい、何ともないわよ」

　こともなげに、言う千姫。とくにそこに、含みはない。

「……お変わりになられましたね、御姫さまは。以前なら、お湯を全部替かえなくては、決してお入りになられなかったと思います」

「なによ、人のこと、とんだわがまま姫みたいに……わがまま姫、ね」

　言いながら、その言葉が気に入ったのか、クスッ、と笑う千姫。半蔵も、口に手を当てて、小さく笑った。

「ぁの、御姫さま。ほんとうに行かれるのですか」

　いまさらの問いを、半蔵が言いにくそうに口に出した。

　何度も言わせるな、と怒おこられるか、無視されるのでは。そう思いながらも、ふたりきりのこのときに、問わずにはいられない。

「そうね……」

　そう言って、ふぅ、と千姫が小さく吐き出す。さっきのため息とは違って、その口もとには笑みがある。

　半蔵に向き直ると、

「ここの暮らしに、慣れちゃったのよね。部屋は狭いし、人は多くていつもうるさいし、食事は節約節約で粗末だし。ぁ、それでも工く夫ふうして、ちゃんと美お味いしいのよね。素材だって、安くて新しん鮮せんなものを、そのうえさらに値切って、すごいって思うわよ。千せんにはできないし、半蔵、おまえひとりだって、無理よね」

「はい」

「なんだかんだいって、掃そう除じ洗せん濯たくも分担だけど、道場の中はどこもピカピカだし、古いものも仕立て直して使ったり、壊こわれても自分たちで直したり……」

「はい。はい」

「それは、あのオデコおチビちゃんは生意気でいちいち癇にさわるけど、でもまあ、たまにはいいこと言うし、基本、あとで考えれば間ま違ちがってないって思うし」

「はい。はい……はい」

　いつのまにか、相づちを打つ半蔵が笑え顔がおを浮かべていた。それに気づいた千姫が、ハッとして口を閉じる。

　わずかに憮ぶ然ぜんと、頬を染めるが、

「そう。つまり、そういうことなのよ。あんなにイヤだったのに、いつのまにか慣れて、このままでいい、ううん、このままがいい、って思ってる自分がいるのよね」

　そう言うと、あきらめたように笑った。

「……宗むね朗あきらのこともそうよ。千が『剣妃サムライブライド』になるって、それ以外は考えられないって、思いながら、でも、宗朗とふたりきりになって、おチビちゃんや十じゆう兵べ衛えや、又また兵べ衛えやトンカチや、猿さるもいなくなったらって思うと、なんだかとてもさびしくて、それならいまのままのほうがいいのかも、って」

「御姫さま」

「こんなこと考えるなんて、ほんとう、まえならありえなかったのに」

　千姫は、ひしゃくのように合わせた手のひらに湯をすくい取る。

　少しずつ指を開いて、こぼれ落ちる湯のきらめきと、心ここ地ちよい音、湯面にできる波紋をながめた。

　次の言葉を待つ半蔵の白い胸もとに、波紋が当たってはね返り、消える。

「だから、なのよ」

「はい」

「この暮らしを護りたいって、護らなきゃって、そのために、大おお江え戸どに行くの。ぁ、言っておくけど、『剣妃サムライブライド』レースは千の圧勝よ。決まってるけど、決まってるなら、まだしばらくは、このままだって、余よ裕ゆうなのよね。おチビちゃんや十兵衛や、ま、トンカチは、ないわね、猿も。ないない。だけど少しの間くらい夢を見させてあげたって……ううん、このまま、いたいのよ。しばらく、このままで」

　そう言って千姫は、湯の中で半蔵の手を探ると、握る。

　思わず声を上げそうになって、それを押おし止めて、けれど火照る顔を押さえられずに、半蔵。

「ぁの、わかります。いえ、宗朗くんのことは、わたしはちっとも、なんとも、思っていません……ぁ、でも。い、いいえ！　いえいえいえ！」

　なぜか必要以上に激しく首を振るが、

「この道場での暮らしが、御姫さまにとってかけがえのないものになっているのだと思います。御姫さまの変化に、それをとっても感じますし、半蔵も、この道場のみなさんが好きです」

　それが答えだった。

　どれだけ変わっても、主従の絆きずなに変わりも、揺るぎもない。

「そうね。だから、行くのよ」

「はい。お伴ともいたします。どこまでも。御姫さまがたとえ、来るな、とおっしゃっても、お側を離れません」

　千姫にどこまでも付き従うことを、半蔵は自ら口にすることで、震えるような高揚を感じてしまう。身体の奥おくまでも深く、それは届く。

「半蔵」

　半蔵の想おもいに応こたえるように、湯の中で千姫の手が硬かたく、その手を握る。それだけではこらえきれなくなったように、

「あ、あたりまえでしょう。おまえは、ずっと、千といっしょにいるのよ。離してなんてあげないんだから、ね！」

　つかんだ手を引き寄せた。

「ぇ……ぁ、御姫さま！」

　気がつくと、湯船の中、半蔵はすっかり千姫に背中から抱だきしめられていた。すっぽりとその腕に包み込まれる。

　狼狽して、

「い、いけません。御姫さま、このような、恐れ多いことで……ぁ、ぁあ」

　身じろぎする半蔵に、けれど千姫は、その髪の匂においを吸い込むように、肩に顔を埋めている。

「動かないで。いいのよ。このままで、しばらく、このまま……」

「は、はい。御姫さま……」

　半蔵も、まぶたを閉じる。身を任せる。

　心地よい湯気にかすんで、ふたりの上気した肌が密着して、湯とは違うお互いのあたたかさを伝え合っていた。



「……行かねば、ならぬかもしれぬ」

　離れの縁から身を乗り出すようにして、幸村が言う。

　満月に向かい合い、その光を浴びた容貌が青白く輝かがやいていた。

「はい、幸村さま」

　やや離れて、控えた又兵衛が言う。手にした鑓やりが、長くおぼろげな影を落とす。

「あやつ、政宗が倒幕を口にしたおり、わらわは素直によろこべなんだ。その自分に気づいたときに、思ったのじゃ、いや、感じた、のか」

　幸村は欄干から身を離し、又兵衛に向き直った。小さな身体の影が、心の迷いを現わすようにゆらめいている。

「わらわは倒幕を誓ちかった身。その出発の時点から、幕府の圧政を糺ただし、民を苦しみから救う。生涯をかけて、それを成し遂げると誓ったはずじゃった。それが」

　上着の袖そでにすっぽりと隠された、小さな手が震える。握りしめた爪つめが、手のひらに食い込む。

「それがどうじゃ。政宗がああ言うたのに、わらわの心には響かなんだ。……政宗の言葉が虚うつろだったのではない。それに応えるわらわの心が、すっかり鈍どんに、怠惰に、劣化しておったからじゃ」

　それでも幸村は言っている。

『よう言うた！　それでこそ、外様の雄というものじゃ！』

　大鉄扇を鳴らし、声を張り上げた。

『加勢する用意もあろうぞ！』

「わかります、幸村さま」

　又兵衛が静かに言った。

　又兵衛にはわかっていたのだ。

　幸村が、無理をしていると。その場に身を置く自分の、言わねばならないことを強引に、口にしただけなのだ、と。

　それゆえの苦しさも、又兵衛には伝わっていた。

「慣れすぎたのやも、しれんの」

　幸村がぽつり、と漏もらす。

「天あま草くさを討うつと決めたのは、日ひの本もとを災厄から救うためじゃった。襲おそってくる幕府四天王に対するは、我が身と我が『将』、それに仲間を護まもるためじゃ。されど倒幕となれば、ただ火の粉を払はらうだけでは成らぬ。積極的に打って出ねば、この道場を出て、進まねばならん」

　たんたんと紡がれるその言葉を、又兵衛は黙だまって聞いている。そこまで話して幸村は言葉を切った。

　ややもして、ようやくにも吐き出す。

「……イヤじゃったのじゃ。ここを出とうはない。みなと、宗朗と、離れとうない。それゆえ、政宗の言葉に心から、賛同できなんだ。それでも形だけは協力すると言い、お茶を濁した。政宗が、やめたと言って出て行ったときは、正直、ホッとしたのじゃ！」

　最後は叫さけぶような、泣き出すような調子になっていた。

　背そむけるように伏ふせた幸村の顔は、月明かりから隠れて見えない。けれど、ときおり揺れ、震える烏帽子が、表情を物語る。

「幸村さま」

「わかっておる。……宗朗は、あれでいて柳生やぎゆうの嫡男。なんだかんだ言うて、千は徳とく川がわ将軍家の姫じゃ。この先、本格的な倒幕ともなれば互いの温度差が目立ってこよう。そうなれば、この道場の様相も変わってくるやもしれぬ。言い換えれば、いまの、この道場の姿は、もう戻って来ぬかもしれぬ。わらわのせいなのじゃ。わらわがここにおる、そのためなのじゃ」

　いっきにしゃべる、悲痛な調子が声に加わる。

　息継ぎのあと、

「だから、そうなるまえに、ここを出ねばならぬ。政宗たちと合流するか、独自に動くか。どちらにしても、この道場を、出る」

「……はい」

「正直、考えておった。もはや倒幕など、幕府に対するなど、せずともよいのでは。自分がせずとも、よいのでは。そんなことは忘れて、ずっとここに、この道場に、宗朗や十兵衛や、わがままな千や、愚かな兼かね続つぐや、半蔵や、猿や、おぬしと……ずっとここで暮らせたら、と。『剣妃サムライブライド』のこともまだまだ解き明かされてはおらぬ。千のやつが『剣妃サムライブライド』になるのは癪じゃし、十兵衛では、いったいどうなるのやもしれぬ。見届けたいこともいっぱいある。されど……！」

　一歩、幸村が進み出た。前を向くその顔を、雲間から出た満月が照らす。

　小さな顔、その双そう眸ぼうからあふれ出た涙が、頬を伝い落ち、くっきりと涙の痕を刻んでいた。

「幕府を倒たおし、世を糺すは、わらわ生涯の目的。それなくして、真さな田だ幸村とは言えぬ。真田幸村として生きたとは、言えぬのじゃ。いまこの道場で過ごしている間にも、民は弾圧され、投獄され、不当に苦しみを受け続けておる。その上に君臨する腐敗した官僚組織が、富を貪っておる。これを倒し、平和で民主的な社会を作る。そのために力を尽くさずして、誰が、真田幸村なのじゃ……！」

　膝ひざから、崩れ落ちる。幸村を、又兵衛が抱きかかえた。

「又兵衛はどこまでも、ごいっしょつかまつります。いついかなるときも、いかなることをも、お命じくださいませ。又兵衛、命を捨てて、幸村さまの望むところ、成し遂げる所存」

「うむ。うむ……ありがたく、思うぞ。ありがたく……ぅ、く……ひくっ！」

　いつのまにか幸村は、又兵衛の制服を握りしめて、嗚咽していた。

「幸村さま……」

　その背中を又兵衛がやさしく抱いて、あやすように撫でる。

　月光が、ふたりの姿を金色の光で濡らしていく。
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「それじゃ、行ってくるわね」

　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく本校、と書かれた駅舎の中。

　プラットホームにはもう大江戸行きの汽車が着いて、発車時刻までその身を佇ませている。

　客車の出入り口扉を前に、千姫がみんなの顔を見回す。見送りに、道場の「剣姫マスターサムライ」たちが居並んでいた。そして、

「気をつけて行ってきてください、千姫さま。向こうに着いたら、一度連れん絡らくを」

　とは宗朗だ。

「わかってる。ひとまず、千が子どもの頃仲の良かった城勤めの女官に何人か、電子郵便で連絡を取ったわ。乗り込むまえに会って、それとなく最近のお城の中のようすを聞いてみるつもりよ」

　千姫が答える。となりでうなずいているのは、持ちきれないほどの荷物を両手と背中に背せ負おった半蔵だ。

「千姫さん、お城へ行けるの、いいなぁ～。十兵衛もあとから行くの！」

「あなたは勝手に行ったりするなですわ。騒さわぎのもとですのよ。それでなくとも、政宗が不ふ穏おんな動きをしていますのに」

　十兵衛が言い、兼続が牽制する。その肩の上では、

「ウキュ！」

　初めて来た場所に、興奮した佐さ助すけが飛び跳ねていた。

「それにしても……おチビちゃんは来なかったのね。又兵衛も」

　千姫が言う。

「伝えたんだけれど、幸村は体調が悪いっていうことで、又兵衛さんもついているから、心配はないと思うけど」

「行こうって言ったのに、ゆっきー、お腹痛いんだって」

　宗朗、それに十兵衛の言葉に、

「おデコ軍師はいっちょまえに腹痛ですの？　おおかた変なものでも食べて……ん、腹痛？　まさか腹痛……」

　兼続が反応し、なぜか最後のところで言葉を詰つまらせる。わずかに、頬が赤くなっていた。

「まぁ、腹痛、ですか。幸村さんも、とうとう」

「ぇ、そういうことなの？」

　半蔵、千姫までが、意外な表情、そしてやはり、頬をほんのり朱しゆに染める。

「腹痛が、どうかしたのかい」

「ゆっきー、盲腸かな？　も～う！」

　こちらはまったくわかっていないらしいふたり。十兵衛のは、牛の鳴き真ま似ねだ。

「違うわよ！　って、千もよくわからないけど、もしかして、帰ったらお赤飯を炊くことになるかも。ぁあ、もう言わせないで！」

　ほんのり、がどんどん赤みを広げて、なんで自分でも怒っているのかわからない千姫だったが、

「とにかく、おチビちゃんにもよろしく言っておいてちょうだい。お土産みやげは期待しないこと。連絡は密に。早ければ、そうね、一週間で戻るわ。……んんっ！　宗朗」

　それだけ言うと、

「あ……え!?」

　向き直った宗朗の胸に、千姫は飛び込んでいた。

「お、御姫さま……！」

「わーぁ、千姫さん、すごぉい！」

「いつも抱きついてる十兵衛が言うな、ですわ！　それにしても、これって、破廉恥ですわぁ！」

　こんどこそ、真っ赤に染まった顔で目をしばたかせる、半蔵と兼続。十兵衛は、よろこんで手を振っている。

「せ、千姫、さま！」

「わかってる。いいから少しの間だけ、黙って動かないで。しばらく離れてるんだから、このくらい、いいじゃない」















　千姫が言うと、

「しばらく離れて……そうか」

　宗朗も、ややもして千姫の背中に腕うでを回す。

「お、御姫……」

「おおー！」

「ほ、抱擁ですわ！　ほ、ほおお」

　いっそうかまびすしい外野。そして、

「……宗朗」

　わずかに身体を離した千姫が、宗朗に向き合いながら、瞳を閉じる。桜色の唇くちびるが、わずかに濡ぬれて開く。

　それはまさしく、訪おとずれる唇を待つたたずまい。

「お、お、御姫さまぁぁ……！」

「ほよよ！」

「き、キスですの？　ぶちゅー、ですのぉおお!?」

　もはや外野の騒々しい声も耳に入らず、宗朗もまた、吸い込まれるように……、

「チュ！」

　唇が触ふれ合あう。

「ぇ？」

　しかし、奇き妙みような感かん触しよくに目ま蓋ぶたを開いた千姫は、そこに、

「ウキュゥゥ」

　うっとりと瞳を閉じた佐助の顔を、どアップで見ることになる。しかも、

「キュゥゥゥン！」

　ひと声叫ぶと、ポンッ！　破裂するようにいっしゅんで大きくなる。「剣姫マスターサムライ」の人間体になって、千姫にしがみついていた。

　もちろん、宗朗と千姫の間に、割り込んだのだ。

　ふたりのいい雰囲気に興奮した佐助が、ほとんど無意識に、矢も楯たてもたまらず、飛び出し、飛びついた。

　本来ならば宗朗の唇に吸い付くところ、方向をあやまって千姫のほうを向いてしまったのにも気づかないほど、興奮状態だったらしい。

　もちろん、この結果に千姫が平常でいられるはずもなく、

「ぁの、千姫さま、落ち着いて」

　なだめる宗朗の言葉も耳に入らず、

「こ、こ、この、バカ猿ぅぅうっ！」

「ウキュゥゥゥ!!」

　佐助がいっしゅん高く舞まい上がり、空の星になった、と思うと、

「うぎゃ！」

　兼続の頭を直ちよく撃げきし、ふたりとも、プラットホームに伸びることに。

「……あいかわらず、じゃな」

　そんな駅での光景を、外から電柱の上に立って見下ろしていたのは、幸村だった。

「千のやつ、案の定無礼な女じゃの。なにが赤飯じゃ！　わらわとて……ん、んん！　そんなことはどうでもよいわ！」

　自分で言いながら、なぜか自分で顔を真っ赤にし、悪態まで。簡単な遠話の術もできる幸村は、千姫たちの会話を聞いていたのだ。

　幸村の視線の先で、千姫と半蔵が汽車に乗り込んでいく。しばらくして、発車のベルが鳴り、扉とびらが閉まる。

　手を振る宗朗や十兵衛たち。

　汽車がするすると動き出す。駅を離れる。かすかな蒸気の帯を残しながら、やがて線路の向こうへ消えていった。

「千、うまくやるとよいが……。さて」

　視線を戻すと、幸村は電柱の下で待っている又兵衛にうなずいて合図する。又兵衛も、小さくうなずき返した。

「わらわも行くとするか」

　そう言いながら、まだ駅のホームに残っている宗朗たちをついながめてしまう。わずかに緩む口もとを、引ひき締しめる。

「長居をし過ぎたのじゃ。わらわは真田幸村。大望のためにたとえ死すとも、悔いはなし。我が『将』宗朗よ。事が成り、互いにまだ生をながらえておったならば、いつの日か、また相まみえん！」

　断たち切きるように顔を背けると、

「又兵衛！」

　軽い身のこなしで電柱から飛び降りる幸村。

「よいのですか。佐助さんは」

　又兵衛が、その肩へ乗せ上げながら尋ねる。

「うむ。佐助は道場におったほうがよかろう。宗朗も、十兵衛も兼続もおる。そのほうがしあわせじゃ」

　柳生道場へ来たときからいっしょだった佐助。

　もとはといえば、旅の途と中ちゆうの伊賀山中で、幸村たちをずっと追いかけてきた小こ猿ざるが佐助だった。

　何度追おい払ってもついてくるつぶらな瞳に、つい又兵衛が手を差し伸べ、とうとう幸村も根負けして同行を許したのだ。

　その佐助とも、ここで別れる。

「行こうぞ、又兵衛！」

「はい」

　又兵衛の歩みが、道場から、武應学園の校舎からも遠ざかっていく。鑓先が陽ひの光を浴びてまぶしく煌めいた。
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「ええと、兼続は『真陰トウルー・シヤドー』、十兵衛と佐助は夕飯の買い物、か」

　千姫たちを見送った、駅からの帰り道。

　買い物にも誘われた宗朗だが、学園の図書館で調べ物をするために別れていた。しかし二時間近い資料調べや電脳での検索などでも、

「そんなに簡単に、幕府の機密に近づけるわけがない、か。四天王のことも、ちっともわからずじまいだ」

　昼過ぎになってから図書館を後にした宗朗は、学園の門からも出て、

「そうだ。なにか甘あまいもの、おやつでも買って帰ろうか。夕飯にはまだ間があるし、ちょうどいい」

　つぶやく。

　宗朗自身、昼には軽いものを摂っただけなので、そんなところもタイミングがいい。

「ぼくに、十兵衛に……」

　つい人数を数えて、

「千姫さまと委員長がいないだけで、ずいぶん数が減ったみたいに感じるんだな。幸村の具合、もう治ってるといいけど」

　学生街へと足を向けようとした。そのとき、

「あのー！　ちょっと、すいません！」

　急に声を掛けられた。宗朗が振り返かえると、そこに、

「ん」

　赤い髪かみの、男子生徒が立っていた。

　背せ丈たけはちょうど宗朗と同じくらい。

　やはり同じ制服から、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく高等部の生徒だとわかる。制服にも赤い襷をかけている。

「ああ、すいません。ちょっと、教えてもらえるかなぁ。ここへ行きたいんだけど」

　地図のようなものを片手に、指さしながら近づいてくる。

　よく見ると、赤い髪を頭の後ろで縛しばっていた。垂らした髪は、腰に届くほどに長い。そのうえ、背中には大きな番傘を背負うという奇妙な出で立ちだ。

「どこへ、行くつもり……」

　宗朗が応じようと、進み出る。地図に手を伸ばしたときだ。

「柳生宗朗、あんたのことだよね」

　男が言った。

　赤い前まえ髪がみの向こうの、鋭い眼差しが宗朗を真まっ直すぐにとらえている。

　宗朗はとっさに一歩下がった。その、下がる直前に胸があったところを、刀の切っ先が通過していった。

「……っ！」

　制服の前身頃が切り裂かれ、ボタンが一個、飛んだ。けれど、一度通り過ぎた刀の、切り返しが来るまえには、宗朗も腰の大刀を鞘さやごと抜ぬいていた。

　ガッ！　鞘に、男の刀が食い込む。

「ほほお、いちおうはできるみたいじゃないの。ほ～んと、二秒で終わっちゃうかと思って、ハラハラしたよ」

　下からねぶり上げるような男の視線。

　よく見ると、かなり端整な顔立ちをしている。前髪がお互いに混じり合うほどの、ごく間近で見つめ合う。

「なんだ、キミは！　幕府の刺し客かくなのか！」

　宗朗が搾り出すと、視線の先の瞳が、しばたいた。同時に、

「ぶっ！」

　噴ふき出すから、

「わっ、なんだ！」

　宗朗は数歩分、一度に後方へ跳んだ。追い打ちをかけられないよう、鞘を捨てるように抜刀し、かまえる。

　顔を拭って、あらためて男を見ると、

「ぁははははっ！　はははっ！　ひぃー、ははは！　あ、ごめんごめん、いや、あんまりおかしくってさ！　腹痛い、ってやつ？　ははははっ！」

　目尻から涙がにじむほどに笑っている。

「いったい、どういうことだ」

　しかし距きよ離りを置いたことで、宗朗は男を観察できることになった。さっきの抜き打ちの反芻も。

　地図を右手に、近づいてきた男は中腰だった。そのまま、下段気味に振り上げるように、刀が襲って来た。

（そうか。左手だ！）

　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの多くの生徒と同じように、男も左の腰に大小を差している。右手で地図を最後まで持っていては、その手で刀は抜けない。

　しかし左手が、柄をつかんでいた。それも逆手だ。

　逆手なら刀を抜く動作すら必要ない。

　相手には、鞘を押さえる程度の動きに見える。せいぜい鯉こい口ぐちを切るくらいだが、それにしても右手が刀を抜くはずだ、と思いこむ。

　しかし左手握りの逆手だったおかげで、刀身は腕の軌道よりも大きく外へは振れず、宗朗もとっさに一歩下がるだけで難を逃のがれることができた。

　これが順手の握りだったなら、片手であっても切っ先は刀身分だけ腕の先から延長されるから、

（まっぷたつになっていた、ということか）

　宗朗の腋を、冷たい汗あせが流れ落ちる。

「おやおや、だんまりかい？　なにか言い残すことはないの？　次の一手で終わりなんだけど、いいよね？」

　男が、刀を握り直す。それも、

「左利き、だって」

　左手を鍔に押しつけ、柄の頭を右手で握り込む。足も左足が前へ出る形だ。

　剣法に基本、左利きの構えはない。

　もともと刀を差すのが左腰で、左利きだからといって右腰に差すと、並んだときに鞘が触ふれ合ってしまう。

　抜刀するときも、ひとりだけ逆の動作ではそれ自体が危険となる。

　そうした作法からの要求だけでなく、左構えで名を成した剣術者がいないため、指導、鍛錬ともに不利となる。

　だが逆に言えば、独自に左構えを極めれば、それだけで他ほかに類例のない独創的な剣けん法となることを意味した。

「ひょっとして驚おどろいてる？　こんなことくらいでビビってちゃあ、長生きできないよ。ぁ、もう死ぬからいいんだっけ」

　そう言うと男が、また大きく笑った。

　癪にさわるもの言いではあったが、宗朗はなぜだか奇妙な違和感をおぼえた。

「ひとつだけ、教えてくれないか」

　問いかけてみる。

「なんだ、命いのち乞ごいでもするのかと思ったらこんどは時間かせぎか～い。まあ、あんまりあっさり終わってもつまらないからさ、言ってみるといいよ」

「キミの名前は？　これから倒す相手の名前くらい知ってないと、寝ね覚めが悪そうだからな」

　宗朗が言うと、男はいっしゅん虚を衝つかれたように目を丸くし、それから、

「あっははは！　あはははははは！　ははははは！」

　火が点いたように笑い出した。本気で笑いすぎて、目尻に涙までにじませている。

「そんなに、おかしいか」

「はははは！　腹痛いなんてもんじゃないよ。笑い死にさせるつもりかい！　柳生宗朗、あんた、ギャグの天才だよ。よりによって、オレがあんたに倒される、だなんてさ！」

　笑い転げているふうに見せて、男の構えから少しも隙すきが生じないのに、宗朗は驚嘆していた。

　狙ねらったわけではないが、構えが崩れればいつでも踏み込もうと思ったのだ。その場合、峰みねを返しての打ち込みになるが。

　じりっ、と半歩、宗朗は進み出た。すでに一足一刀の間合いを超こえている。男がぴたっ、と笑い止やんだ。

「おっと、危ない危ない。こっちが笑ってる間に打ち込みなんて、しゃれにならないからね。てか、ズルいんじゃね」

　こんどは不敵な笑えみ。

　近づくまえから隙など見せていなかったくせに、と宗朗は思いながら、

「最初に不意打ちしてきたのは、そっちだ。ズルい、と言うなら、キミのほうからあやまるべきだ」

「ははあ、こんどはあやまれ、かい。笑わせたり、あやまれだの、忙しいな。まあいいや、なかなか楽しませてくれるじゃないか。少しの間だけど、名前くらい、教えてやってもよさそうだ。オレは、そうだな……穀こく蔵ぞう院いん飄ひよつ戸と斎さい！」

「は、ぁ？　こくぞういん、ひょっとこ、さい？」

「「ひょっとこ」じゃない！　ひょっとさい！　……まあいいや、どういうふうにおぼえてもらおうと、あんたの命は、あと一分ってところだからね。いや、短縮してもいいかな。……一秒、だ！」

　言うが早いか、男＝飄戸斎は下段から打ち込んできた。宗朗から見て右斜め下からの逆袈け裟さで斬り上げる。

　右利きの右拳こぶしが上で刀を握ると、右下から左上へは振り上げやすいが、逆の左下から右上へは、左右の腕が交差するので難しい。

　飄戸斎の左利きの剣は、通常来ることがまずない軌道で宗朗を襲うことになる。

「ぬっ！」

　とっさに刀を合わせる宗朗。防戦のみで、次に繋つながる動きではない。

　だがしゅんかん、恐るべきことが起こった。

　刃はどうしがぶつかり、金属音とともに衝撃が伝わってくる。が、

（弱い!?）

　当たりが弱い。

　止めようとした宗朗の刀が泳ぐほどだ。だが飄戸斎の打ち込みが弱いわけでも、剣速が遅おそいわけでもなかった。

「こんなの、どうだい？」

　飄戸斎がニヤリ、と笑った。その手が、刀の柄から離れていた。

「な、に……！」

　宗朗の刀を軸にして、飄戸斎の刀がクルン、と一回転する。それはいっしゅん、手品を見るようだ。

　柄が宗朗のほうを向き、そしてまた飄戸斎の側へ戻る。飄戸斎は、すばやく刀の柄を握り直す。

　それもこんどは、

（右利き！）

　右拳が上の、右利き剣になっていた。

「見たことないよね？　けど、ほんとの見納めってヤツだ。そろそろ制限時間の一秒、終わり、だよ」

　宗朗の刀をすり抜けて自由となった飄戸斎の切っ先は、そのまま切り下ろすだけで宗朗の胸を袈裟に斬り裂くだろう。

　むろん、常人の技わざではない。

　斬り合いの刹せつ那な、刀から手を離すことだけでもあまりに危険なのに、その刀を一回転させ、体勢を崩さずまた握り直すなど。

（こんな、ことが！）

　誰が見ても、明らかに勝負は決した。

　この態勢から宗朗の挽回は、不可能だ。

　そう思えた。

「おおおっ!!」

　吠ほえたのは宗朗だ。

　それは断末魔の咆哮にも聞こえる。

　なにしろ、防ぐ術がないのだ。下段からの打ち込みを受けた刀は、すでに切っ先が下を向いている。

　戻し、上段から袈裟に斬り込んでくる飄戸斎の太た刀ち筋に合わせるのはもう無理だ。遅すぎる。

　つまり刀はもう使えない。ならばどうするか。

　宗朗は本能的に動いた。刀を捨て、

「ぬぅ！」

　飄戸斎を突いた。その胸を、突つき飛ばす。

　だがこれも無む駄だな行動だ。なぜなら、袈裟に斬り下ろす飄戸斎の刀は、宗朗の両りよう腕うでごと断ち切ることができる。

　刀に対し生身の腕で受けるのと同様に、抵てい抗こうなく切断され、胸に届く刃も防げず致命傷を負う。

　そのはずだった。が、

「ぅ……、ん？」



　　　　　４



　ぐにょ。

　不思議な感触が、宗朗の手のひらに届いた。

　制服の向こう、鍛えられた分厚い胸板、と思われた飄戸斎の胸は、緊きん張ちようした筋肉の硬さではなく、ほどよいやわらかさと弾だん力りよくを伝えてくる。

（これって、どこかで）

　宗朗が記き憶おくを探るまでもなかった。

「きゃ、きゃぁあああっ！」

　不意に、甲かん高だかい声がごく間近で噴き上あがる。

　誰か、と思う間もない。しゅんかん、飛び退いた飄戸斎が、真っ赤な顔で胸を押さえ、宗朗を睨んでいた。

「え……」

　驚くのは宗朗のほうだ。

　思わず自分の手を見る。そして思い当たる。

（そうか。女のコの胸の……）

　ふだん、道場で「剣姫マスターサムライ」たちに囲まれて暮している宗朗ならではのスキル。

「剣姫マスターサムライ」といえどつまりは年ごろの少女たち。

　そのさまざまな胸を偶ぐう然ぜん、たまたま、ときには強いられて、触れた、つかんだ、揉んだ、その感触が、宗朗には豊富な経験として蓄えられていたわけであり、

「いや、でも」

　改めて、飄戸斎を見る。

　どう見ても、男子用制服に身を包つつんだその風体は、男子そのもの。

　と見えて、いま目の前の、恥じらいに頬を染め、悔しささえ混じった表情で宗朗を睨む、その顔はどこか、

「はっ？　まさか」

　だいいち、あの悲鳴は。

　果たして飄戸斎は、

「お、お、オレの胸を、男なんかがぁぁあああ！」

　宗朗を指さし、声を荒あらげる。

「男なんか……キミも男だろう。男が男の胸を……」

　そのとき、宗朗に確信が閃く。

　胸の感触、などよりもっと強い、証しよう拠こめいた事実。

（あれは、サムライの、感じだ……！）

　飄戸斎と最初に斬り結んだときの、剣圧や太刀筋、それになにより、全身から発せられる、いっしゅの匂い。いや、気配。

　それは宗朗が「将」だからこそ、敏びん感かんに感じ取れるのかもしれない。

　そして見せた、常人には不可能な剣の変化。

「キミは！」

　宗朗が言いかけるのを遮さえぎるように、飄戸斎が、ゆらり、と身を起こす。それまでの胸を押さえて屈んでいたのが、胸を張って、宗朗に相対する。

　その胸は……。

「胸ばかり見るんじゃねーよ、エッチ！　ああ、そろそろ教えてあげる。たいがい窮屈になってきたところだ。そのせいで、ほんの少し太刀筋が鈍っちまった。サラシがきつすぎるんだ」

　そう言うと飄戸斎は、学生服の上着の合わせに手を掛かける。そのまま、ばさっ、とめくるように自ら大きく剥ぐ。と、

「ええ!?」

　宗朗の前に、色とりどりの姿を見せる美少女が出現していた。

　朱や金の錦の着物を思わせる上着は、ショートコートよりもさらに短い、胴どう回りまでもさらす丈たけ。

　その代わり袖はたっぷりと長く垂たれて、振り袖のようにも見える。

　背中の帯は、これも朱と金で、豪ごう華かな羽根のごとく左右に広がっていた。

「ふんっ！」

　胸を張る飄戸斎の、その胸。















　上着の下は、一見、裸はだかかと見紛う露ろ出しゆつ。それというのも、たっぷりと実ったバストに対してトップが小さすぎ、上も下も横も、肌はだがはみ出してしまっているからだ。

　それはボトムでもそうで、いちおうはショートパンツなのだが、股また上からの丈はほぼゼロ。

　挑ちよう発はつするように開いた前の合わせや、ヒップのＯバックなど、ふだんから女子に囲まれた環境の宗朗でも目のやり場に困る出で立ちだ。

　改めて宗朗が言う。

「お、女のコ……。飄戸斎、それがキミのほんとうの姿なのか。それにしても、女のコで飄戸斎なんてちょっと」

「飄戸斎じゃねーよ！　偽名だよ偽名！　ふん！　龍砕軒不便斎って言う名前もあるぜ。まあ、なんでもいいんだけどな」

「りゅうさいけんふべんさい？　それはまた」

　言いにくく、わかりにくい。顔を曇らせる宗朗に、

「だから、偽名だって！　ほんとの名は……」

　飄戸斎、あるいは不便斎は、ふん、とかぶりを振る。

　朱の髪がなびいて、いつのまにか頭の高いところで結ばれた後ろ髪が子馬の尾のように翻ひるがえった。

　結び目には、髪飾りの代わりに煙管きせるが仕込まれている。

「請われちゃあ、名乗らずにはおれまい！　耳の穴どころか、身体からだ中じゆうの穴という穴を耳にしてよーく聞いときな！　オレの名は、前まえ田だ慶けい次じ郎ろう利とし益ます！　前田慶次とおぼえておいてもらおうか！」

　手にした刀を掲かかげる。しかし、

「おっと。もうこいつも用済みだった。こっちを……」

　刀を大小ともに投げ捨て、背中の大傘を手元に引き寄せる。紅白に染められ、柄も、傘とは思えないほど長い。

　幟が旗印のように、風になびいていた。

「前田、慶次。それじゃキミは、『剣姫マスターサムライ』なのか」

　宗朗をほぼ一いつ蹴しゆうしたあの力。偶ぐう然ぜん宗朗が、慶次の胸をつかまなければ、いまごろまっぷたつになっていてもおかしくなかった。

　それも、この姿で刀を捨てた、ということは本来、刀は得意の得物ではないことを意味する。

　その刀で、あれほどに宗朗を追い込んだ技の冴え、

（「剣姫マスターサムライ」でもおかしくない。なら、「将」は誰なんだ？　もしや、慶よし彦ひこさま……）

　しかし、そんな宗朗の思考を読んだのか、

「はっ!?　『剣姫マスターサムライ』だぁ？　オレがどこかの男と、おぞましい契ちぎりを交かわしたってのか！」

　慶次は急に憤って声を荒げる。宗朗を睨む。

「いや、『将』はたしかに男にしかないけれど」

（おぞましい、だって？）

　驚く、というより意味がよくわからずに言葉を切った宗朗に、慶次が猛もう然ぜんと、

「いいか！　オレは男なんかさわられるのも虫酸が走るし、まして契けい約やくして一生その男の『剣姫マスターサムライ』になるなんて金輪際ご免こうむるってんだ！」

「じゃあ、キミは」

「おう！　オレは正真正銘、まっさらの処女だぜ！」

　まさかの処女宣言をぶち上げる。

「ぇ、いあ？　そういうことじゃぁ、ないん、だけど」

　宗朗は慶次に、「剣姫マスターサムライ」ではなく、サムライなのか、と問いたかったのだが、

「キスもねーからな。手を握られたのは、初等部のフォークダンスまでだからな！」

　頬を染めながらも、断固言い切る慶次。

「そう、なんだ。いや、必ずしもキスで契るとは限らないみたいなんだけど……」

（ニアによれば、慶彦さまは見つめるだけで契約できるというし）

　ところが宗朗の言葉に、

「それだ。おまえ、手当たり次第にキスして『剣姫マスターサムライ』を増やしてるんだってな」

「いや、手当たり次第って」

「許せねぇ！　サムライ美少女は国の宝！　幕府と戦う尊とうとい戦力でもあるんだぜ。それを、おまえの欲望のままに汚し、自分のものにするなんてな、絶対に……」

　食ってかかる慶次。背中の大傘を抜くと、

「許さねーんだぜ！」

　ぴたり、宗朗に向けてかまえた。

「違ちがう！　そうじゃない。話を聞いてくれ！」

「オレはおまえを倒し、道場の『剣姫マスターサムライ』を解放する。言っておくが、サムライが『剣姫マスターサムライ』より弱いなんて、思わないほうがいいぜ。オレはそこら並の「剣姫マスターサムライ」には負けねえ。あんたの『剣姫マスターサムライ』も、まだまだオレに勝つなんてのは……」

「ぁ、お兄ちゃ～ん！」

　不意に声が降ふってきた。と、思うと、対たい峙じするふたりの間に、

「ここにいたんだぁ！　十兵衛、お買い物して来て、いま帰るところだよ。いっしょに帰ろ！　お兄ちゃん！」

「ウキュ！」

　佐助を肩に乗せた十兵衛が、駆け寄ってくる。

「十兵衛、危ない！　来ちゃダメだ！」

　宗朗は十兵衛の腕を引いて自らの陰に入れ、かばう。宗朗の視線の先、慶次に、

「ほよ。かっこいい、きれいな女のコなの！」

　声を上げる十兵衛。

　その十兵衛を見つめる慶次が、

「ほお……おまえ、柳生十兵衛だな」

　眼光鋭く、笑う。なぜかほんのり染まった頬。大傘の穂ほ先さきを十兵衛に向け、叫んだ。

「柳生十兵衛、おまえを必ずオレのものに、してやるぜ！」



　　　　　５



「こちらです。千姫さま」

　搦からめ手て門もんといえど、並の城の大手門ほどの大きさ、格式がある。

「ありがとう雪ゆき乃の。ひさしぶりに会ったというのに、こんなこと頼たのむなんてごめんなさい。でも、おまえのおかげで、もうお城に入れるなんて、幸運だったわ」

　そう言って門をくぐる千姫。

「大江戸中央駅に雪乃さんが迎むかえに来ていただいて、そこからすぐここまで。これなら、道場にも早く戻れそうですね」

　それに半蔵だ。

「わたしこそ、千姫さんや半蔵さんに十年ぶりにお会いできて、とってもうれしいです。積もる話もあるのですが、まずはお城に、と」

　雪乃は千姫の側女のひとりだった少女で、いまも江え戸ど城じようで暮らし、勤めている。

「いまは御み台だい所どころさまのお付き、なのよね。その辺りの話、ゆっくり聞かせて……」

　言いかけた千姫の唇が止まる。

　ザッ。敷き詰められた玉砂利を踏みしめながら、前から黒装束の男が四人、すでに刀の鯉口を切って、近づいて来た。

「御お姫ひいさま！」

　半蔵が前へ出る。しかし、

「後ろも……！」

　いま三人が入ってきた門からも、四人の男たちが。これで八人。完全に包囲されてしまった。

「雪乃、これはどういうことなの!?」

　千姫の言葉に、

「わ、わかりません。わたしにもいったい。千姫さまからのご連絡のこと、誰にも話していないのに」

　狼狽する雪乃。大勢の男たちの殺気に、震え上がっている。

「雪乃さんの個人回線が盗聴されていたんですね。ここは半蔵が血路を開きます。御姫さまはお逃げを！」

　すでに抜刀した半蔵は、男たちから目を離さずに言う。

「バカ言わないの。おまえひとりを残して行けるわけないでしょう。ここは千が、引き受けるわ」

「しかし御姫さま」

　半蔵を押し退け、男たちに相対する千姫。開口一番、叫んだ。

「おまえたち！　このわたしを、徳川千と知っての狼藉か！　いますぐ退けばよし、でなければ……」















　しかし千姫の言葉の途中にも、男たちはじりじりと近づいてくるばかりか、無言でいっせいに、抜刀した。

「きゃぁああああっ！」

　悲鳴を上げる雪乃。半蔵は、

「どうやら話の出来る相手ではないようです。もはや猶予はなりません！　御姫さまは半蔵がお護り、し、て……」

　しかし、急に声が途切れ途切れになると、膝を突き、そのまま、

「半蔵？　……半蔵！」

　倒れる。半蔵に駆かけ寄り、助け起こそうとする千姫にも、

「ごめんなさい！」

　折り重なるようにぶつかって来る、雪乃。

「雪乃？　どうして……ぁ、ぅぅ」

　急速に意識が断ち切られる薬物の作用に、必死に抗あらがう千姫。しかし薙刀なぎなたを支えに立ち上がろうとするも、ついに力尽つき、地面に倒れ伏す。

　そして、黒装束の男たちを割って、現われる。

「やっちゃった？　やっちゃったでございます？　ふふん、徳川の姫ひめ君ぎみ、つかまえたでございますよ！　ふふふ、あははは！」

　井い伊い直なお政まさの哄笑が、江戸城の虎口に響ひびき渡って、晴れた空にまで吸い込まれていくようだった。








　　　あとがき





　おひさしぶりです。

　三年使ったケータイがマジで壊れて、スマホにしたすずきです。てかｉＰｈｏｎｅス。これがぜんぜんよくわからない、というより使いにくくて……てな話をすると林檎信者のみなさんから○されそうなのでやめますが、ひとこと、なんで使ったアプリをアプリ上から「終了」させられないの？　とか言ってたらアンドロイドさんもそうらしいスね。アプリ終了ボタンてかモードは別にあるとか。よくわかんねー！

　ＰＣでもいろんなアプリケーションや書類が開いてるのはメモリ食うのはもちろん、散らかってる感じがイヤで、使わないものはどんどん閉じる性癖なので、使い終わったアプリをその場で閉じられないのは超気持ち悪い。とか言ってたら、

「広げっぱなしにしておけばいいんスよ」

　と言われました。ま、そうなんデスけど。

　でもやっぱり我慢たまらんので、上部の電源ボタンでｉＰｈｏｎｅをオフにするまえに、ホームボタン二度押しで広げたアプリのアイコンをブルブルさせたのち、いちいち全部消しているワタシでした。気にしすぎか？



　てか十一巻ですよ、拾壱巻！　プロデューサーさん！　じゃなくて！

　しかもまだ続きます。すごいです。天海編がちょうど拾巻で終わり、キリもよくここから新章スタートです。

　新たな敵はもちろん○○！　また伏せ字かい！　いちおう、あとがきを先に読んじゃったり立ち読みしちゃう人向けに。バレバレですが。

　でもまあ、最初から○○の存在は語られてたというかベースにあったわけで、とうとうそこまでたどり着いたわけですね。とか、前巻のあとがきでも書いた希ガスる。

　それと、伊達政宗！　前田慶次！　念願のキャラもここに至って初登場や再登場で、がぜん楽しくなってきましたヨ。

　前回のラストで襲ってきた本多忠勝に加え、四天王の残り三人も総登場。なんて書くともうさらに伏せ字の意味ないない。

　そういう話です。読むとわかりますが次巻以降はレギュラーキャラもちょっと入れ替わったりします。怒濤の天海、じゃなく展開で盛り上げて行きたいと思いますんで、おつきあいよろしくお願いします。

　でもなんとなく、天海と八哥衆くノ一たちのその後が気になりますね。なんか憎めなくて好きだったので。絵は全部のキャラ分あったわけじゃないけど、また出てくるといいな、とか思います。



　そして毎度！　フィギュアです。

　アルターさまの切り札というべきぐつぐつさんに続いて、ぎったんもとうとう発売予定が！　他社さまからも水着などで展開いただき、あられもない姿の半蔵さんがちょうど目の前に！　いやほんと、眼福眼福。

　その代わり部屋はマジ空きスペースがなくなりつつあります。床に直接、本とか置くようになったらかなり危険信号。なんだけどその危険信号というか水域をもう遥に突破している状態なので。うーん、引っ越したい……。



　そんな中にも水面下でいろんな企画が進行しているので、お届けできる日を楽しみに！　ええ自分もマジ楽しみです！　それまでがんばって生きる！

すずきあきら
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